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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【天道花憐と推定無罪】

【雨野景太と全力敗戦】

【雨野景太と天道花憐と完全勝利】

【上原祐と弱くてニューゲーム】

【星ノ守千秋とネタバレローカルプレイ】




　あとがき








【天てん道どう花か憐れんと推定無罪】






　天道花憐という少女は、最初から全すべてにおいて秀ひいでた子供だった。

　かけっこはゴールテープを如何いかに綺き麗れいに切るかの競技だと思っていたし、ピアノを譜ふ面めん通りにすらすら演奏することの何が褒ほめられているのか全く理解できなかったし、ペーパーテストに至っては、これは一体何の確かく認にん作業なのかと本気で疑問に思っていた。

　そして、だからこそ彼女は……。

　いえ、私は、小学二年生の時にふと「おや、どうやら自分は周囲と比べて多少高性能に出来ているらしいぞ」と認識するその時まで、ずっとずっと──




　──皆みんなの「手て抜ぬき」に、苛いら立だっていた。




　今思えばとても恥はずかしいことなのだけれど、幼少期の私は心の底から、自分と皆の「基本性能」を完全に同じものだと信じていたのだ。勝敗を分けているのはあくまでその日のコンディションと「やる気」でしかないのだと。その競技にかける想おもいの強い方が、たまたま勝っているだけなのだと。事実、私に負けた子達は高確率で「今日はたまたま調子が悪かっただけだしっ」だの「まだ本気じゃないもーん」などと口にしており、子供だった私は、それらを本当に額面通りに受け取ってしまっていたわけで。

　だけどある時……かけっこが得意だと笑っていた女の子を運動会で自分が易やす々やすと圧あつ倒とうし、ゴール後、彼女が汗あせだくでわんわん泣いて母親に抱だきついたのを見た、あの時。

　私はようやく、おかしいのが「みんな」じゃなくて、自分の方なのだと、理解して。

　それ以降、私はあらゆる勝負事に対して、今度は「申し訳なさ」を覚えるようになってしまった。

　だって。




　それは謂いわば、私だけスタート地点が前にあるかけっこであり。

　それは謂わば、私だけ自動伴ばん奏そう機能の使用を認められたピアノ演奏であり。

　それは謂わば、私だけカンニングを認められたペーパーテストだったから。




　……そんな条件で他人に勝利することの価値が、一体どれだけあるというのだろう。

　かといって「手を抜く」という行こう為いが心底嫌きらいという信念もまた変えられず。

　結果、私は……常に、自分自身とばかり競きそうようになった。

　他人に勝つとか負けるとかじゃなく、自分の限界を超こえることのみに焦しよう点てんを当てる。

「一位」じゃなくて、「自己ベストの更こう新しん」を目指す生き方。

　それはある一面において実に健全で正当な物事への取り組み方ではあったと思う。今でもそれが間ま違ちがっているとは全く思っていない。だけど……そればかりに傾けい倒とうすることは、周囲との乖かい離りを深める行為でもあったみたいで。

　この時期あたりからかしら。私が前にも増して、周囲に妙みように持ち上げられがちな存在になってしまったのは。

　私に対する「支持者」が増える代わりに、「友達」はどんどん減った。

　孤こ立りつもしなかったし孤こ独どくでもなかったけれど、でも、孤高だった。

　敵も味方も、誰だれ一人、自分に本気で向き合ってはくれなくて。

　そんな私の燻くすぶりは両親も察してくれていたようで、当時、二人は私の能力に見合った環かん境きようへの変へん遷せんを考えてくれていたらしい。今思えばなんだか笑っちゃうような話だけれど……要は、飛び級の出来る海外の大学に入れたりとか、そういう話。

　けれど結局のところ、そうはならなかった。

　なぜならその前に私は──大変残念ながら、「他者と本気でぶつかってもいい場所」に、出会ってしまったから。

　そう。




　テレビゲームという──最高の戦場に。




　　　　＊




「ゲームって案外つまらないですね」

　私がそう告げた瞬しゆん間かん、部室内の時間は完全に静止した。

　ネットでＦＰＳ対戦の途と中ちゆうだというのに珍めずらしく手を止めてしまった加か瀬せ岳がく人と先せん輩ぱいが、自キャラを蜂はちの巣すにされながらこちらを見つめて来る。

「ど、どうした、天道？」

「？　別にどうもしませんが。ただ、ゲームってこんなにつまらなかったかなと思いまして」

　言いながらも淡たん々たんと正確に敵兵士の頭を撃うち抜いてキル数を稼かせぎながら嘆たん息そくする私。同じマッチに敵チームで参戦していた加瀬先輩が慌あわてて操作に戻もどる中、格かく闘とうゲームの対戦を一段落させたニーナ先輩が私の方に体を向けて来た。

「えっと……天道、もしかして体調でも悪い？」

「いえ、全く。むしろすこぶる快調です」

　言いながら、今度は未いまだ動どう揺よう中の加瀬先輩のキャラの頭をスパーンと見事に撃ち抜く私。ニーナ先輩が顔にだくだく汗をかく。

「そ、そのようだね……。…………。えっと、じゃあ、もしかして、そのＦＰＳに飽あきちゃったりとかそういう……」

「いえ、先日発売したばかりのこのＦＰＳは実に良く出来ていると思います。武器バランスといい、マップの構成といい、マッチングのスムーズさといい、シリーズ最高傑けつ作さくと評していいレベルです。シングルプレイのストーリーも熱いですしね。ネットや海外レビューサイトの評判からしても、今年のＧＯＴＹゲーム・オブ・ザ・イヤーは確実じゃないでしょうか」

「そ、そうなんだ。じゃ、じゃあやっぱり、さっきのはあたしの聞き間違い──」

「いやしかし、それにしてもつまらないですねぇ、このゲーム」

「なるほど心が完全にクラッシュしてるわこの子」

　ニーナ先輩がどこか呆あきれたように呟つぶやく。試合に勝利した私は、ゆっくりと小首を傾かしげて疑問を口にした。

「心がクラッシュ……？　あはは、なに言ってるんですか先輩。私は、天道花憐ですよ？　あの天道花憐。エリート要素の塊かたまり、天道花憐」

「それを自分で言うあたり既すでに相当だけど、まあ、確かに頑がん丈じような子ではあるか……」

「そうですよ。それをなんですか、人を心の弱い子みたいに」

「えっと……そ、そうね、ごめん天道。簡単に人を壊こわれているとか言うものじゃ……」

「ところで先輩、このティッシュ美味おいしいですね」

「カウンセラーを呼んで！　大至急！　腕うでのいいカウンセラーを！」

　途と端たんに加瀬先輩と三み角すみ君が私の手を両サイドから拘こう束そくし、大おお磯いそ先輩がスマホを操作し始める。私はもう一度ゆっくりと小首を傾げると、にこりと微笑ほほえみながら呟いた。

「冗じよう談だんですよ、皆さん。本気なわけないじゃないですか」

　その言葉に、ほっと胸をなで下ろすゲーム部の面々。私は……大きく宣言する。




「私がエリート要素の塊だなんて、虚きよ栄えいです。本当は……『負け犬要素の塊』、天道花憐なのですよ！　ああっ、どうか後ご生しようだからティッシュを食べさせて下さいなぁぁああ！」




『心が重体にも程ほどがある！』

　その後、ジタバタとティッシュを求めて暴れること数分。

　ようやく多少落ち着きを取り戻した私は、すっかり「ゲーム」という雰ふん囲い気きではなくなってしまった部員達の様子を窺うかがうと。

　一つ、深く嘆息した後、ぽつぽつと事情を語り出した。

「えっと……実は先週末、雨あま野の君達とダブルデートをしたのですが……」

　そうして、謝罪の意味も込こめて、仕方なく、この乱心の事情を大おお雑ざつ把ぱに説明していく私。

　彼氏と友人カップル四名でダブルデートを行ったこと。

　友人姉し妹まいの乱入等はあったものの、概おおむね全てが順調に進行していたこと。

　そして。




　なんだかんだで、私の彼氏と友人の彼女がキスしたこと。




『どうした急に!?』

「こっちが聞きたいですよ！」

　まるでテレビでダイナミックな省略の入った映画を見せられた視し聴ちよう者の如ごときゲーム部のリアクションに、しかし私も同じぐらいの混乱涙なみだ目めで応じる。

「気づいたら、私や上うえ原はら君、それに星ほしノ守もり姉妹全員が見守るその目の前で、私の彼氏と上原君の彼女さんがキスしていたんですよ！」

『そんな突とつ然ぜんのゲームオーバーってあり得るの!?』

「あったんだから仕方ないじゃないですかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああ！」

　確かに、私だって「んなバカな」と思う悪夢っぷりだけれど、どうしようもなく現実なのだから仕方ない。あれから何度、上原君や星ノ守さん共々、自分の頰ほおをつねったと思っているのか。おかげで今日はちょっとほっぺが赤く腫はれちゃっている。

　私が悪夢の回想に目眩めまいをおぼえていると、突とつ如じよ三角君が思い切り立ち上がり、何かをフォローするように机から身を乗り出して主張してきた。

「い、いやいやいや！　そ、そんなこと言っても、またきっとほら、アレじゃないですかね！　天道さんと雨野君お得意の、すれ違いや勘かん違ちがいってやつ──」

「言葉のニュアンスがどうとかって問題でもなく、その上四人も目もく撃げき者がいるのに？」

「…………ぐ」

　三角君が、某ぼう逆転する裁判ゲームで追い詰つめられた弁護士を思わせる表情で、だくだくと顔面に汗をかき始める。……彼としては、大好きな友人たる雨野君をかばいたくて仕方ないのだろう。その気持ちは痛いほど理解できる。

　が、悲しいかな、現状では私こと検察側が圧倒的に優勢。そんなとこまで例の裁判ゲームそっくりだ。そしてこの現実世界において、弁護側の逆転は確約されていない。

　が、そこは腐くさっても「ＴＨＥ主人公青年」たる三角瑛えい一いち。「友達のためならどんなに絶望的な状じよう況きよう下かでも諦あきらめない！」という感性で動いているのか、まだまだ必死に思考を巡めぐらせている様子だった。相変わらずの主人公属性さんだ。

　そうしてしばし沈ちん黙もくののち……彼は勢いよく机を叩たたいた。

「あ、雨野君は──当の被ひ告こく人にんはなんと主張しているのですかっ！」

　悪あがきじみた食い下がり方まで某裁判ゲームそっくりだ。私は嘆息混じりに答えた。

「…………まあ、確かに当人達二人だけは『無罪』を主張していますけどね」

「というと？」

「ですから……勘違いがどうだとか、『唇くちびるはギリギリ触ふれていなかった』とか、そういう、ちょっと無理のある弁明ですよ」

　私が仕方なくそう告げると、なるほど──じゃなく三角弁護士が、ここぞとばかりに人指し指を突つきつけて主張してきた。

「ほ、ほぅら、やっぱり『天道さんや雨野君周りでよくありがちなアレ』のパターンじゃないですか！　つまり被告は無罪です！　というか雨野君はいい子です！」

「あ、雨野君が『いい子』であることなんて、貴方あなたに言われるまでもありません！　この私を差し置いて雨野君の魅み力りよくを語るだなんて、いい度ど胸きようですね三角弁護士！」

「異議あり！　常々思っていたことですが、天道検事は少々独どく占せん欲よくが過ぎるんじゃないでしょうか！　この機会に、ボクにももう少し雨野君と遊ぶ時間を与あたえることを要求致いたします！」

「待った！　現状でも私こと天道花憐は雨野君欠けつ乏ぼう症しようを常時発はつ症しようしているのです！　これ以上『ちょっとした友人』程度が彼の時間を奪うばうことは到とう底てい許容致しかねますね！」

「異議あり！　そ、そういう部分を言っているのですっ、そういう部分を！　……まったく、天道検事はそんなだから『友人の彼女』につけいる隙すきを与えてしまうんじゃないですか？」

「い、今のは裁判に無関係な暴言です！　発言の撤てつ回かいを求めま──」

『静せい粛しゆくに！　痴ち話わ喧げん嘩かなら外でやって頂こう！』

　口論が最高に白熱してきたところで、裁判長──じゃなくて、私達の舌戦＆脱だつ線せんをこれまで黙だまって見守っていた先輩二名に止められてしまった。

　仕方なく私と三角君はこほんと咳せき払ばらいし、議題を元に戻す。

「と、とにかく、実際『被告』たる二名だけが無罪を主張したところで、目撃者が四名もいるこの状況下では、その発言の信しん憑ぴよう性せいは限りなく乏とぼしい、という話です」

　私の至し極ごく真っ当な主張に、三角君は「うぐぐ……」と唸うなる。彼は更さらに大量の汗あせをかくと、このままやり合ってはまずいと察した様子で、話題を微び妙みようにずらしてきた。

「……と、ところで、その、皆みなが見守る中で、相手を勘違いしてキスをしちゃうとかっていう馬ば鹿かげた悪夢は……具体的にどういう状況で巻き起こったのですか？　先程の説明で、どこかの遊園地でダブルデートしていたことは理解できましたが……」

「ええ、具体的な事件現場は、《シュピール王国》の施し設せつ《キズナダンジョン》です」

「しゅ《シュピール王国》の《キズナダンジョン》……ですか……」

　なぜか事件現場の名前を聞いて動揺を見せる三角君。私が説明を続ければ続ける程、彼の動揺はより色いろ濃こくなっていく。

　そうして、私が状況の説明を終えた頃ころには……彼は一人、頭を抱かかえ込んでしまっていた。

「うぅ……ま、まさか本当にあそこでトラブルに巻き込まれていただなんて！　予感があった上にニアミスまでしていたとなると、ボクにも若じやつ干かんの責任がある気が……！」

「？　ニアミス？　なんの話ですか？」

「な、なんでもないです。と、とにかく！　話を聞く限り、やはり事故の線が濃のう厚こうじゃないですか！　誰だれに過失があるかという話なら、施設側が一番悪い！」

　三角君が渾こん身しんの反論とばかりに堂々と主張する。これには裁判長（もしくは陪ばい審しん員）たる先せん輩ぱい二名も『確かに』と納なつ得とくしていた。……実際その彼の言い分にも一理はある。けれど……。

　私は少し考えを巡らせると、スッと挙手をして口を開いた。

「裁判長。検察側には……この件について、新たな証人の出頭を要よう請せい致します！」

『は、はい？』

　私と三角君ほど「裁判ごっこ」のノリについてこられなかった様子の先輩二名がキョトンと首を傾げるも、その数秒後にはなんとか空気を読んだらしく、話を進めてくれた。

『ど、どなたを？』

　その質問に、私は不敵に微笑むと……胸の前で腕を組み、堂々と宣言したのだった。

「私と同じこの事件最大の被ひ害がい者しや──上原祐たすく氏です！」




　　　　＊




「…………上原祐です。……………………はぁ………………………………」

　電話で呼び出され、ゲーム部室に急きゆう遽きよしつらえられた証言台（という名の普ふ通つうの机）に立ってくれたはいいものの、驚おどろく程の猫ねこ背ぜで陰いん鬱うつなため息を漏もらす青年・上原祐。

　ゲーム部の誰もがその憔しよう悴すいっぷりに言葉を失う中、最近彼と多少仲の良い大磯新にい那な先輩がおずおずと彼に声をかけた。

「に、ニセハラ？　あんたその……だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、ニーナさんじゃないですか……。…………。…………おっはー」

「駄だ目めだこの子。挨あい拶さつのチョイスが完全にズレてる」

「あ、ニーナさん、俺小腹空すいているんでティッシュ一枚貰もらっていいッスか？」

「駄目。ってか、なんなのこの学校。心壊れるとティッシュ食べる慣習でもあるの？」

「あ、上原君、私のウェットティッシュで良ければどうぞー」

「天道も、まるで味付け海苔のりかの如きニュアンスでウェットティッシュ勧すすめない！」

　がばっと私達からティッシュを奪って行くニーナ先輩。私と上原君が物もの欲ほしそうな目でティッシュを一心不乱に見つめていると、三角君がこほんと咳払いした。

「と、とにかく、話を進めましょう。えっと……まず、上原君、こんにちは」

「おう、ちっす。確かお前は……雨野の……」

「はい」

「雨野の──ＢＬ要員、その２だったっけか」

「違います」

　真顔で否定する三角君。しかし何を勘違いしたのか、上原君がそわそわし始める。

「違ちげぇって……。……わ、悪わりぃけど、その１の座は渡わたせねぇかんな？」

　そのリアクションに愕がく然ぜんとする三角君。

「な、なんの対たい抗こう意識ですか！　上原君ってガチでそっち系の方だったんですか!?」

「じょ、冗じよう談だんじゃねぇよ！　誰が男なんかっ！　ただ、なぜだろうな……。雨野のＢＬ要員その１の座を誰かに奪われるのは、ちょっとイヤな俺がいる」

「完全にヒロインの思考じゃないですかそれ！　ただ……うん。なぜだろう。確かにそう言われると、ボクもなんか欲しくなってきましたよっ、雨野君のＢＬ要員その１の座！」

「く、しかし俺の方がお前より、よっぽど雨野とお似合いな──」

『痴話喧嘩なら余所よそでやれ！』

　再びゲーム部中から抗こう議ぎの声が上がる。三角君と上原君は二人こほんと咳払いをすると、今度はまともな自己紹しよう介かいを、手早く済ませ合った。

　そうして場が落ち着いたところで、ようやく上原君の証言及および尋じん問もんが開始された。

　まずは、上原君があの一件に関して自分の見解を語る。

「事件か事故か……って部分に関しては、正直、なんとも言えねぇよ。複数の策さく謀ぼうや戦略が絡からんだという意味じゃ事件だし、誰もが想像だにしなかった結末に落ち着いたって意味じゃ事故だし」

「では、雨野君やカノジョさんを責める気持ちはないということでよろしいですか？」

　三角弁護士が結論を誘ゆう導どうするも、しかし上原君は首を横に振ふり、明確な否定の意思を見せてきた。

「いや、それはまた別の話だ」

　そう言って目をぎらつかせると、次に強く握にぎりこんだ右拳こぶしで机を激しく叩く上原君。

「事件だろうが事故だろうが関係ねぇ。大事なのは──あいつらが俺達の目の前で……キスをしたという、その『事実』だけなのさぁ！　ちくしょうがぁぁぁあああ！」

「い、異議あり！　雨野君は『唇はギリギリ触れていなかった』と主張しており、キスをしたと断言するのは時じ期き尚しよう早そうだと──」

「黙りな！　いいか！　大事なのは実際触れたかどうかじゃねぇ！　どちらにせよ既すでに、大きな被害者が出ているっつーことだ！　つまり……俺や天道が『キスシーンを目撃して大きく傷つけられた』。その事実こそが、今一番大事なんじゃねえのか！」

「うぐぅ！」

　三角君が上原君の勢いに圧おされて体をのけぞらせる。

　上原君は更に続けた。

「ああ、確かに『触れたか触れてないか問題』は大事さ。というか、そこに関しては、俺だって二人の『触れてない』って主張を心底信じたいと願っている」

「で、では……」

「だがっ！　それはそれ、これはこれ！　現状、俺たちのハートはあの二人によってズタズタに傷つけられている！　つまり被害者がいるんだ！　事件だろうが事故だろうが触れていようがいなかろうが、とにかく俺たちは傷ついた！　ただそれだけで、雨野景けい太たを告発するには、もう充じゆう分ぶんすぎる理由だろうがよぉぉぉぉぉぉおお！」

「ぐ、ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　更に体を引く三角君。正直普ふ段だんの彼のキャラからしたらリアクションが激しすぎにも程ほどがあるけれど、場が既に完全に某ぼう裁判ゲームの空気なので、そう違い和わ感かんがない。……まあ先輩方二人が若干引いているのはさておき。

　三角君が言葉を失ったところで、私は再び検事としての主張を再開した。

「確かに『ギリギリ触れていない』という被告人二人の主張には一考の余地があるかもしれません。しかしたとえそれが事実だったとて……私達二人の精神的被ひ害がいが決定的に解消されるものではないのです！」

「うあぁぁぁぁぁあああああ！」

　再び頭を抱え込んでしまう三角君。私と上原君はこの勝利に一いつ瞬しゆんだけ目を見合わせて互たがいに満足の笑えみを見せるも、直後に「いや何も救われてないじゃんこれ」と気づき、二人、げんなりと肩かたを落とした。……だ、誰のための何の裁判でしたっけ、これ……。

　場が完全に停てい滞たいを見せる中……突とつ然ぜん、これまでほとんど口を挟はさまなかった加瀬先輩が口を開いた。

「ちょっといいか、天道」

「あ、はい、どうぞ先輩──裁判長」

「ああ。その……オレはこういう恋れん愛あい事にはとんと疎うとい人間なのだが」

「ですね。正直検察側は『黙ってろやこのＦＰＳオタクが』と思っておりますよ」

「後で覚えてろよ貴様。まあそれはさておきだ。それこそＦＰＳだと、フレンドリーファイア……つまり味方を誤射してしまう行こう為いは確かに迷めい惑わくでペナルティを科せられるものだが、その理由如何いかんによっては充分に情状酌しやく量りように値あたいする余地もあるというか……」

「ホント黙っててくれますかＦＰＳメガネ君は」

「お前いよいよ普通に先輩へ暴言吐はき始めたな。まあその件は後にして、だ。俺が言いたいのは、『意図的に味方を撃うつクソ野や郎ろう』と『誤って撃ってしまった下手へたくそ』には大きな差があるということだ」

「？　ですからそれは先程の『触ふれているか触れていないか』問題と同じでは？　どちらにしたところで、起こったことには違ちがいがないという……」

「いやそれは実に乱暴な結論だ天道。お前はＦＰＳで『ただ誤射しただけ』のプレイヤーにまで悪評を送りつけたりするのか？」

「いえ私個人としてはそんなことはしませんが……しかし、未熟な腕うででフレンドリーファイアありのチーム戦にのこのこ参加した責任は当人にも多少あるでしょう？」

「それはそうだ。が、ＦＰＳにおける誤射には他ほかの理由もあったりするぞ？」

「？　なんの話ですか？　あの、いい加減関係ない脱だつ線せんは──」

　私がそう先輩をあしらいかけたその瞬しゆん間かん──彼はメガネをキラリと光らせ、核かく心しんを突つく発言を放ほうり込んできた。




「『撃ち手当人の過失ではなく……馬鹿な味方プレイヤーが考えなしに射線に飛び込んできたが故ゆえの誤射』──そういうのも、ＦＰＳにはあるという話だ」




『!?　うっ！』

　その言葉に、私と上原君は思わず胸を押さえる。そしてその動どう揺ようを、三角弁護士は見み逃のがさなかった。

「そ、そうです！　そもそも何故なぜそんな馬ば鹿かげたカップリングで《キズナダンジョン》に挑いどむことになってしまったのか！　そこにまだ審しん議ぎの余地があると思われます！」

　その言葉に、上原君が顔に汗あせをかきながらも反論する。

「だ、だから、全すべては施し設せつ側の過失であり、俺達の意図なんて何も……」

「本当にそれだけなのでしょうかね？」

「いや、た、確かに俺たちはカップリング部分で細かい試行錯さく誤ごをしたが……だが結局全てがランダムになっていたのだとしたら、そこは関係ないはずじゃねぇか！」

「それはどうでしょう」

「な、なにぃ……」

　何か思いついたらしく堂々と胸を張る三角君。対する上原君とそして私は……先程から冷や汗が止まらなかった。

　三角君はなにやらドヤ顔でぺしぺしと書類を叩たたく。

「ここに《キズナダンジョン》の施設概がい要ようがあります。どうやらこの施設は、リア充じゆう……カップルや交際前男女の御ご用よう達たし施設として有名なアトラクションらしいですね」

「そ、それが……なんだっっつうんだよ……」

「いえ……いかにもあの、こじらせた雨野君が嫌きらいそうな施設だなと思いまして」

『ぐっ!?』

　思わず呻うめく私と上原君。まずい。この論調は……非常にまずい気がするわ！

「そもそも『ダブルデート』という企き画かくだってそうです。上原君のカノジョさんはともかく、おおよそ雨野君には似合わない企画にも程があります。そこでお訊たずねしたいのですが……この企画は、どなたが、どういう目的で言い出したことなのでしょうか？」

『そ、それは……！』

　私と上原君の汗が尋じん常じようじゃなくなってくる。

　三角君は全てを察した様子でニヤリと微笑ほほえんだ。

「その反応、どうやら間違いないようですね。つまりこのダブルデートは……そもそも、貴方あなた達二人が企画したことだったのです！」

『あああぁぁぁっ！』

　思わず絶ぜつ叫きようし体を引く私と上原君。完全に流れがあっちに行っている！

　流れについて来られていない様子の大磯先せん輩ぱいが首を傾かしげる。

「つまりえっと……どういうこと？　三角は何が言いたいわけ？」

「さっき加瀬先輩が語った『フレンドリーファイアの理由』と同じことですよ。確かに雨野君にも責任の一いつ端たんはあったのかもしれない。しかしもし、この二人がこのデートやそして例の『キス』に関して散々お膳ぜん立だて工作を行っていたのだとしたら……」

「だとしたら？」

　そこで三角弁護士は一呼吸置き……そして満面の笑みで、その一言を放ってきた！




「最大の『過失』の所在は、雨野君達からこの二人へと切り替かわるっっっっ！」




「う、うぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　壮そう絶ぜつに追い詰つめられる私達！　これが某逆転する裁判のゲームなら、ＢＧＭが盛り上がりに盛り上がってきているところだ！

「そもそも雨野君や上原君のカノジョさんに浮うわ気き心ごころがあったところで、人前……それも知り合い達の前でキスに踏ふみ切るのは相当リスキーで妙みような話です。なにより、雨野君という人の性格とは致ち命めい的てきにそぐわなさすぎる」

「で、でも、結果としてそうなっているわけですし……！」

　私の反論に、しかし三角君はもはや一いつ切さい動じず続けてくる。

「そう、結果的にそうなった。雨野君は、らしくない行動をした。つまりここには……貴方達のお膳立てによって成立した『強い意志』も介かい在ざいしていたことになる！」

「つ、『強い意志』……ですって？」

「そう。そしてそれこそが……被ひ告こく人にん・雨野景太の無実ないしは情状酌量を求めるに足る最大の理由となるのです！」

「な、なにを……」

「裁判長！　ここで弁護側は──被告人・雨野景太への『電話証言』を要求致いたします！」

『許可します』

　さっさと終わらせてくれと言わんばかりにテキトーな許可を出す裁判長二名。

　私と上原君が固かた唾ずを飲んで見守る中、三角君は自分のスマホを操作し、雨野君に電話をかけた。

「雨野君？　急にごめんね。ちょっと今、例のダブルデートの件で聞きたいことあってさ。…………あー、うん、なんでって……えーっと、まあ、ほら、色々あって。そうそう、ボク色々無む駄だに巻き込まれるでしょ。あれの延長と思って。分かってくれて嬉うれしいよ」

　そのまま雨野君と朗ほがらかにゆったりと話しつつも、徐じよ々じよに会話を核心へともっていく三角君。

　そうして約二分後……ついに、その本題を口にした。

「で、雨野君的には、例の『キス』……『どういうつもり』でやったことだったの？」

　そう質問すると同時に、スマホを手早く操作して室内全体に通話音声が聞こえるよう設定する三角君。

　その場の全員が無言で聞き入る中。

　彼のスマホから、雨野君の気き恥はずかしそうな……しかし確固たる意思を伴ともなった決定的な言葉が、部室に放たれたのだった。




『えっと……そりゃ、勇気を出して『天道さんに』キスしようと思ったんだけど……』




「ぐはぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああ！」

　途と端たん、顔を茹ゆで蛸だこのようにしながら、ぶるんぶるん髪かみを振ふり乱みだしてその場で悶もだえ、のたうち回るみっともない検事こと──私！

　上原君も何か観念した様子でがくりとうなだれる中、三角君はスマホに向けて「どうもありがとう」とだけ言って通話を切断すると、胸を張って私と上原君……そして裁判長二人を見回した。

　そうした場の空気を受けて……裁判長の一人こと加瀬先輩が、こほんと咳せき払ばらいする。

「ええ……俺も長年この部活をやっていますが、こんな事態は初めてです」

　そりゃそうだろう。ゲーム部の部活風景として間違っているにも程ほどがある。

「ま、まあなんにせよ、場の空気的に、これだけは宣言しておくとしよう。被告人、雨野景太は……なんやかんや色々考こう慮りよした結果、この場的にはとりあえず……」

　そうして一いつ拍ぱくおいた後、加瀬先輩は妙に仰ぎよう々ぎようしい声でそれを告げる。




「　　　　　　　無　　罪　　　　　　　」




「わーわーわー」

　同時に、大磯先輩が無表情でどこから持って来たのか分からない紙吹雪ふぶきを部室に散らした。

　…………こうして。

　音おと吹ぶき高校ゲーム部的逆転裁判第一話「馬ば鹿か馬ば鹿かしい逆転」は幕を閉じたのだった。




　　　　＊




「とはいえ、ボクもやっぱり天道さんや上原君が一番可哀かわい想そうだと思っていますけどね」

　夕ゆう陽ひ差し込む旧校舎の廊ろう下かを歩きながら、三角君が私へ苦笑いを向けてきた。

　私は大きくため息をつきながら「それはどうも」とぞんざいに応じる。

　裁判終しゆう了りよう後、ゲーム部自体は自由解散となり、それぞれキリのいいところで勝手に上がることになったのだけれど……。

「……別に、私をフォローするためにわざわざ一いつ緒しよに帰らなくても良かったのに」

　私はそう言って隣となりを歩く元敵弁護士を睨にらむ。彼はどこか気まずそうに後頭部をぽりぽり搔かいていた。

「えっと……でも、やっぱり天道さんに謝っておかなきゃと思いまして。先程はお二人を責めるようなカタチになってしまって、本当に申し訳ありませんでした」

「別に三角君が謝るようなことは……」

「いえ、ゲームのノリで、本来は弁護士の職務じゃない『真犯人追つい及きゆうパート』までやっちゃったとこありますから……」

「ああ、根っからの主人公気質かたぎだものねぇ、貴方」

「うぅ……」

　三角君が気恥ずかしそうに俯うつむく。そんな彼に、私は嘆たん息そく混じりに薄うすく微笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、私も上原君も、今回の裁判ごっこで深く傷ついたりなんかしてないから。むしろギャグのノリで沢たく山さん叫さけばせて貰もらって、ストレス解消できたくらいよ」

「ホントですか？　なら良かったですけど」

　私の言葉に、三角君がホッと胸をなで下ろす。

　私はその様子を笑顔で見守った後……そのまま「まあ」と続けた。

「それ以前の段階で、既すでに心へ人生最大級の致ち命めい傷しよう負ってますしね、私達」

「……で、ですよね」

　三角君が頰ほおをひくひくと引きつらせながら、私に心底同情的な視線を向けてくる。

　私が大きくため息をついていると、三角君が話を最初に戻もどしてきた。

「この件で一番傷ついたのが貴方達お二人であろうということについては、ボクも全く異論はないんですよ。……心中お察し致します」

「ありがとう。……正直なんの慰なぐさめにもならないですけど」

「でしょうね」

　そのまま二人、酷ひどく陰いん鬱うつな空気のまま黙もく々もくと歩く。老ろう朽きゆう化した板張りの廊下が時折ミシリと音を立てた。

　そうして本校舎につながる渡わたり廊下手前まで来たところで、三角君が口を開いてきた。

「ボクは今回、雨野君の『唇くちびるが触ふれていなかった』という主張を支持したり、少なくとも彼側に悪気や浮気心がなかったことを証明するべく弁護しましたけど……一方で、この件の問題の核かく心しんが『そういうこと』じゃないのも、重々理解はしています」

「…………」

　私が黙だまり込んでいると、三角君は酷く憂ゆう鬱うつそうに続けてきた。




「キツいでしょうね……『像が焼き付く』っていうのは」




「…………ええ」

　彼の目を見ず、自らの二の腕うでをぎゅっと握にぎるようにしながら応じる私。

　どこからか、ランニング中らしき運動部のかけ声が聞こえた。

「……たとえ実際には『未み遂すい』で済んでいたのだとしても。少なくとも天道さんと上原君のお二人からは、確実に『そう』見えてしまったんですもんね……」

「……ええ……こればっかりはどうしても……ね」

「無理もないと思いますよ。ボクだって……たとえば義妹いもうとが雨野君とそういうことしているシーンを見たら、凄すごくショックだと思いますし」

　その言葉に、私は思わずニヤリと微笑んでしまう。

「あら三角君。貴方ようやく例の義妹さんに好意があると認める気に──」

「義妹より、ボクの方が絶対雨野君と仲良しなのに……って」

「そっち!?　い、今私の中で新たな疑ぎ惑わくの種が生まれたのですけど！　三角君!?」

「まあそれはさておき、ですよ」

「さておいていいのかしらこの案件！　後の禍か根こんにならないかしら!?」

　そんな私の激しいツッコミにも、三角君は一切動じず、髪をふぁさっとかき上げながら実にアンニュイな表情を見せてきた。

「……相変わらず人ひと騒さわがせで罪作りな人ですよね、雨野君って」

「う、うん、ごめんなさい三角君、もう貴方のその手の発言を、素す直なおにこちらへの慰めとは受け止められない私がいるわ」

「でもまあ、雨野君のそういうところが、ボクは好きなんですけどね。予想外で」

　キラキラした笑え顔がおでそんなことをのたまう三角君。……あ、駄だ目めだ。もう私、彼を「そういう人フィルター」越ごしにしか見られなくなっている！　以前だったら素直に受け取れたのに！

　気持ちの整理のため、しばし深呼吸を繰くり返しながら歩く。

　床ゆかが古い板張りのそれから本校舎の真新しいビニル床へと切り替わり、二人の足音が柔やわらかくなる。私は一度深く息を吸い、改めて会話を再開させた。

「実際、裁判を蒸し返すようで悪いのだけれど……雨野君や亜あ玖ぐ璃りさんの『触れてない』という主張を丸ごと信じていいのか、っていうのもあるのよね」

「ああ……それですか」

　痛いところを突つかれた、という様子で頭頂部を搔く三角君。

「まあ……雨野君の性格的に、保身のためというよりは、天道さんや上原君に気を遣つかってそういう主張をしている可能性も、大いにありますよね」

「ええ。その…………先程の電話で、彼が最後に言ってくれた……その……き、『キスに臨のぞんだ動機』までは、ぜ、全然、疑ってないんですけどね」

　私が思わず頰を赤らめて俯くと、三角君は「はいはい、ごちそうさまです」と笑った。

　そうこうしている間に校舎玄げん関かんへと到とう着ちやくし、私達は靴くつを履はき替えて外へと出た。沈しずみかけの夕陽が目に染しみる。

　三角君はバスで帰宅するらしい。私はと言えば思考整理がてら多少街を歩くつもりだったため、バス停前で別れることにした。

　が、その際、三角君が「最後に聞いておきたいのですが……」と少々硬かたい表情で切り出してきた。

「天道さんは、雨野君と、これまで通りの恋こい人びと関係を……続けられそうですか？」

「それは……」

　思わず答えを言い淀よどむ。……それは、私がここ数日ずっと考え……そして答えが出せないでいる命題だった。

　自分は一体どうしたいのか。どうすべきなのか。何が最善なのか。それが、どんなに考えても全く見えてこない。

　思えば、雨野君と出会ってからの私はずっとこうだ。

　昔と違ちがって、何をやっても上手うまくいかない。

　彼をゲーム部に誘さそえば断られ、少しずつ関係性を改善しようとした矢先に期せずして交際が始まってしまい、そうして、既き成せい事実を作ろうと必死に暗あん躍やくすれば……どういうわけか他ほかの女性にヒロイン枠わくをかすめ取られる始末。

「……でも、最近のこれは、全部、たまたま上手くいかなかっただけだから……」

　口をとがらせ、そう小さく一人呟つぶやいたところで、私はハッとする。

「（ああ……子供の頃ころ、私に負け惜おしみを言っていた子達の気持ちがようやく分かった気がする……）」

　努力云うん々ぬんじゃどうにもならない部分で、自分の敗北が決してしまう。確かにそれは……。

「（みっともない言い訳の一つもしたくなる程、苦しいことなのね……）」

　胸に痛みをおぼえつつも、しかし一方で、期せずして自分が「みんなと同じ」位置に立てていることが妙みように嬉うれしくて、私は思わずクスッと笑んでしまう。

「て、天道さん？」

　と、三角君が不気味そうに私の様子を窺うかがってきた。

「えっと……てぃ、ティッシュなら食べさせませんからね！」

「？　なにを言っているのかしら？　食べるわけないでしょティッシュなんて。こんな時に、つまらないボケはやめて下さい三角君」

「ええー…………」

　なにやら心底不服そうに呻うめく三角君。私はそれに「冗じよう談だんですよ」と笑うと、バス停の時刻表前へと歩を進めた。

「……何事も、全すべてが予定通りには、いきませんね……」

「？　バスの到着時刻ですか？　そりゃそうですよ。周辺の交通状じよう況きようによりますから」

「ええ、そうなのよね。……今私は、昔と違って自分『だけ』と闘たたかっているわけじゃ、ないんだもの。思い描えがいた通りに勝てなくても、それが普ふ通つう、だったのよね……」

「？　えっと、それはゲームの話か何かですか？」

「え？」

　彼の意外な言葉に振ふり向く。と、彼は彼で不思議そうにキョトンとしていた。

「あれ、違いました？」

　そう訊たずねてくる彼に、私は薄く笑って応じる。

「いえ、そうね。そうかもしれない。確かにゲームと同じ。それは、とてもままならなくて……そしてだからこそ……私はそれに本気で取り組みたいと……」

　と、その瞬しゆん間かん、少しだけ……ほんの少しだけ、ここ数日私の心を覆おおっていたモヤの一部が晴れた気がした。

　勿もち論ろん、あの光景で受けた傷も、数々の諸問題も、何一つ解決していない。

　けれど……少なくとも、今、私の──




　──雨野景太の彼女にして、ゲーマーたる天道花憐のしたいことは、分かったから。




「……うん。じゃあ、私はこれで失礼しますね、三角君」

　私は決意とともにその場から歩き出す。と、背後から三角君が焦あせったように声をかけてきた。

「あのっ、結局雨野君とは……！」

　その問いに、私は一瞬足を止め、顔だけ振り返らせると。

　一つの決意に満ちた面おも持もちで、答えたのだった。




「少なくとも私側は、もう、『これまで通り』でいるつもり──ありませんよ」








【雨あま野の景けい太たと全力敗戦】






　気まずい、という言葉程ほどぼっちの人生に頻ひん出しゆつする単語もそうそうない。

　なにせ授業時間以外の学園生活ほぼ全てを、僕らはこの感情に襲おそわれながら過ごしている。行き場のない小休きゆう憩けい時も、ぼっちめしに勤いそしむ昼休みも、リア充じゆう達の動向によってフレキシブルに存在位置の修正を迫せまられるバス通学時も。

　大凡おおよそ全ての時間、僕らは居い心地ごこちが悪く「気まずい」思いをしているわけで。

　他人と会話をする時だってそうだ。誰だれしも言葉を嚙かむことはあるだろうけれど、僕らみたいな人種は本当にアレな場面でこそ嚙む。可愛かわいいとか笑えるとかじゃないヤツだ。女の子が朝「おひゃよう」って嚙むのと、僕が授業中に教科書の朗読で「下しもの句」を「下の毛」と言い放つのとじゃ、「いたたまれなさ」が段だん違ちがいだろう。要はそういうことだ。……うわ、思い出したらまた頰ほおが熱くなってきた。ああ、どうして僕はあの時あんな……。

　と、とにかく。

　そんな、ありとあらゆる「気まずい」を毎日多量摂せつ取しゆしている「気まずいソムリエ」。

　それこそがぼっちであり……そしてそれこそが、僕、雨野景太なのである。

　さて、そんなあまりに虚むなしいソムリエたる僕をして、なお。

「人生最大級」と言わしめる程の気まずい状況に、たった今、遭そう遇ぐうしているわけで。

「…………」「…………」

　目の前の女性と時折視線を合わせたり外したりしながら、ごくりと唾つばを飲み込む。

　放課後のファミレス。沢たく山さんのお客さん達の喧けん噪そうの中、僕ら二人の座る四人掛がけのボックステーブル席周辺だけが、台風の目の如ごとくぽっかりと静せい寂じやくに包まれていた。

　こめかみを一筋の汗あせが流れていく。……僕は今、ソムリエとして完全に確信していた。

「（間違いない……このむせ返る程芳ほう醇じゆんな香かおり……熟成され濁にごりに濁った色合い……そして胃から立ち上ってくるえぐい酸味……）」

　そこまで考えたところで一度大きく息を吸い。そして……どうにか、嘔え吐ずくのだけには耐たえつつ、くわっと目を見開く。

「（これが、業界でも幻まぼろしとされる逸いつ品ぴん──『修しゆ羅ら場ば』か！）」




　──先日キスしかけた「友人のカノジョ」と、放課後のファミレスで二人きり。




　僕の人生で、これ以上の気まずい状況に出くわしたことがこれまであったろうか。

　いやない。あってたまるか。小学一年生の頃、ひぃばーちゃんの葬そう式しきでウトウトして「たいやき！」と叫さけんでしまった時でさえ、ここまで辛つらくはなかった。

　暑くもないのに汗が止まらない。胃が痛い。目眩めまいと頭痛までするのに、同時に酷ひどく眠ねむい。

「…………」

　目の前のギャル風女子……アグリさんが、髪かみを指先でくるくるといじりながらも、もう何杯ばい目になるのか分からないドリンクバーの烏ウー龍ロン茶をぐびぐびと呷あおる。

　僕もそれに釣つられ、自分の烏龍茶に口をつけた。そうして……。

《トン……》

　二人、テーブルにコップを置くタイミングが完全に重なった。

『…………』

　たったそれだけのことが……今は限りなく気まずい。二人、思わず俯うつむいてしまう。

　……照れ、恨うらみ、怒いかり、後こう悔かい、苛いら立だち、そして……互たがいへの限りない罪悪感。

　それらが僕らの中で渾こん然ぜん一体となった末、互いにかけるべき言葉を見失ってしまう。結果……ここでこうして二人、グビグビ烏龍茶を飲むだけの作業を始めて、もう実に三十分は経過しようとしていた。

　……ならばなぜ二人きりでファミレスでお茶と洒落しやれ込こんでいるのかという話だが。

　なんというか、二人とも、それでも「直接話さなきゃいけない」という気持ちは一応あるのだ。実際、例の事件からは既すでに二日も経過している。その間、互いに互いのパートナーへと必死の弁明は勿もち論ろんしていたものの……それらは完全に別個の活動であって、僕達二人では改めて見解を統一していなかった。

　それは……今後のことを見み据すえると、あまり良くないことだ。

　いや、何も「口裏を合わせよう」みたいな話ではない。

　そもそも──僕とアグリさんは神に誓ちかって、唇くちびるを触ふれさせてはいない。

　それは本当だ。けれど……たとえば、僕が天てん道どうさんにした弁明とアグリさんが上うえ原はら君にした弁明が微び妙みように食い違ってしまった場合、あの二人はどう思うだろうか？　かえって、疑ぎ惑わくを深めてしまうことにならないだろうか？

　そんな馬ば鹿かげた（そして僕らにありがちな）悲劇を避さけるためにも、僕とアグリさんで認にん識しきを共有し、それを互いのパートナーと向き合う際の武器としなければいけない、ということが……僕もアグリさんも、頭では、分かっているのだ。

　いるのだけれど……。

『…………っ』

　と、また視線がぶつかってしまい、互いに目を伏ふせる。……もしかしたら、他人の目から見た僕らは初うい々ういしいカップルみたいに見えるかもしれない。

　けど実際今の僕らの胸を満たしているのは……甘あま酸ずっぱさどころか、「苦味」以外の何ものでもなかった。

「（…………。……とはいえ……この沈ちん黙もくも、そろそろ限界だな……）」

　僕は一つ息を吐はくと、いよいよ本題に臨のぞむ決意を固める。

「（そうだ。いつもは、アグリさんに会話を主導して貰もらってばかりなんだ。こういう時ぐらい、僕が……！）」

　僕は勢いづけのため、がむしゃらにテーブルの上の烏龍茶入りグラスをつかむと、ぐびぐびと一息に呷り、そうして、いよいよ最初の一言を──。




「あ、あまのっち。あのそれ……亜あ玖ぐ璃りの烏龍茶……」




「…………」

　──言おうとして、見事撃げき沈ちんした。頭をガンッ、ガンッ、と何度もテーブルに打ち付け、涙なみだ目めで呟つぶやく。

「ぼ、ぼぼ、僕は今、この状況で、まさか、か、か、間接キスをやらかし…………！」

　もう死にたい。なんだこの僕らしい泥どろ沼ぬま感。昔からこうだ。何かを取り返そうとした結果、何故なぜか、皆みんなに更さらに白い目で見られる状況になる。立派な決意と、ぽんこつな結果。僕の人生はずっとそれの繰くり返しで……そうして、こんな気弱なぼっちが完成したわけで。

　周囲の注目を浴びない範はん囲いで、それでもゴツゴツとテーブルに額をぶつけていると。

　アグリさんが、くすくすと小さく笑いながらフォローしてきてくれた。

「ふふっ、バカだなぁ、あまのっちは。大だい丈じよう夫ぶだよ。あまのっちの飲んだ側、亜玖璃の口つけていた位置と反対だったから」

「うぅ……そ、そうなんですか？」

　涙目で顔を上げる。と、アグリさんが笑え顔がおで頷うなずいてくれた。

「うん。こんなことで今いま更さら噓うそつかないって。大丈夫、あまのっちはやらかしてな──」

　刹せつ那な、僕は大きく安あん堵どの息を吐きつつ、大喜びした。

「ああ良かった！　いやホント、アグリさんと間接キスなんて絶対イヤでしたからね！　いやぁ、助かった！　死ぬかと思いましたよっ、ホント！」

　途と端たん、頰をひくつかせるアグリさん。

「あ、あれ、なんだろう、それ、カノジョ持ちとしては完全に正解のリアクションなんだけど……亜玖璃今、あまのっちを激しくぶん殴なぐりたいわ！」

「え、いや、ごめんなさい。じゃあ……あ、アグリさんと間接キス、したかったなぁ！　よぉし、今からでもイジ○ー岡おか田ださんの如き舌使いでコップのそちら側を──」

「それもやめい！」

「げふぅ！」

　結局殴られた。割とマジ殴りだった。頰が痛い。そして店員さんが引いている。

　アグリさんは「まったく」と嘆たん息そくして背もたれに体重を預け、烏龍茶の代わりにすっかりぬるくなったお冷ひやを口に運ぶ。

　僕もそれに倣ならって、自分のお冷やを一口含ふくみ、そうして……。

《トン……》

　再びテーブルにコップを置く音が重なってしまったところで──

『…………ふっ』

　──僕とアグリさんは、思わず吹ふき出してしまった。

　そのまま二人、盛せい大だいにひとしきり笑い合うと。……今度は二人、互いにしっかりと目を見合わせる。

「じゃ、始めようか、いつもの作戦会議。ね、あまのっち？」

「はい、了りよう解かいです、アグリさん」

　いつもの僕らは、自分達でも拍ひよう子し抜ぬけする程簡単なきっかけで戻もどってきてくれた。




　　　　＊




「あまのっち。まず、何をおいてもまず最優先で確認しておくべきことなんだけどさ」

「はい」

　会議が始まった途端、アグリさんはテーブルの上で手を組みつつも、僕の目を真正面から見据えて訊たずねてきた。

「私達……ギリギリ、してないよね？」

「ええ、勿論。それはもう、まず、間違いなく」

　二人、深く頷き合う。そして……その二秒後、僕らは互いに大きく息を吐いた。

「っはぁ～……。いや安心したよ。亜玖璃も触れてない確信はあったけど、祐たすくを始めとして皆にああまで疑われちゃうと、もしかして……という不安も湧わいてきてさ」

「それ、僕もです。どうも昔から、自分の見解に絶対の自信って持てないタイプなんで。でも、これに関してはまず間違いなくしてないと思いますよ。だって僕……」

「うん、亜玖璃も……」

　そこで二人、ぽっと頰を赤らめながら、その確信に至る根こん拠きよを告白する。




『唇に全神経集中してたし……』




　当然のことだ。僕も、そしてアグリさんも……まあ互いに相手を勘かん違ちがいしていたとはいえ、基本的には「自分から、恋こい人びととの初キス」に臨もうとしていたのだ。

　唇に少しでも何かが触れたら、そんなの、記き憶おくに刻まれないはずがない。

　アグリさんがやれやれと続けてくる。

「まあ、目もく撃げき者全員が勘違いするほどにあまのっちと肉にく薄はくしちゃっていたのは、事実なんだけどね……」

「そうですね。でも、その、ほら……チキンな僕は極きわめてゆっくーり相手の顔に迫せまってたので、明かりがついた瞬しゆん間かん、びくーっと完全にストップしたわけで」

「同じく」

　二人、改めて安堵の息を漏もらした。

　アグリさんはコップの水でちびりと唇を湿しめらせると……突とつ然ぜん、僕を睨にらみ付けてきた。

「それにしても、ホント……明かりがついて、目の前の人物が祐じゃなくてあまのっちだと気づいた瞬間の、絶望感ったらなかったよ！」

「な、何を自分だけ被ひ害がい者しやみたいに！　僕だって同じですよ！　天使の如き天道さんイメージからのやさぐれギャルとか、どういう落差だと思っているんですか！」

「な……！　そ、そんなこと言ったら、イケメン彼氏イメージからのもやし小こ僧ぞうを経験した亜玖璃の方がダメージでかいもんね！」

「なんですか！」

「なにさ！」

　ぐぬぬと睨み合う二人。そうして、そのまま五秒ほど視線を闘たたかわせた後……しかし僕らは、同時に、一気に肩かたの力を抜いてため息をついた。

『虚むなしい……』

　流石さすがの僕らでも、この状じよう況きよう下かでなお互いの傷を抉えぐるような体力はない。

　そんなわけで僕らは互いのダメージアピールを早々に切り上げると、空気を切り替かえるためにも一いつ旦たんそれぞれドリンクバーで飲み物を取って来てから、改めて話を再開させた。

「……とはいえ、さ。これは別にあまのっちに悪気があって言うんじゃないんだけど……その、亜玖璃の方がやっぱりダメージ大きいよね」

　そう言ってミックスジュースを呷るアグリさん。僕はぽりぽりと頭を搔かいた。

「まあ僕、実際ホントきもいオタク男子ですからね。アグリさんには申し訳──」

「いや、そうじゃなくてさ。『キス未み遂すい』の件が凄すごくでかくて霞かすんじゃっているフシあるけど……実際、亜玖璃、それと同時に『星ほしノ守もり心春このはが祐に迫っている場面』も目撃しちゃっているわけで」

「あ……ああ……なるほど」

　確かに「キス未遂」が超ちようド級の爆ばく弾だんすぎてすっかり忘れていたけれど、僕ら以外のカップルにも多少問題はあったわけで。具体的には、アグリさんの見かけた「星ノ守心春が上原祐に迫る場面」と、そして……。

「でも、僕は僕で『天道さんとチアキが抱だき合っている場面』を目撃してますから、そこのダメージも同じでは？」

「どこがさ。そっちはなんていうか……意図しないアクシデント感凄いじゃない。いくらあまのっちでも、まさか本気で百合ゆり展開を疑ってはないでしょう？」

「まあ、そうですが……」

　とはいえ、僕の中に「もしや……」という疑惑の種が蒔まかれたのは事実なのだが、まあ、些さ細さいなものと言えば些細なものだ。

　アグリさんはやるせなさそうに続けてきた。

「でも、祐が他ほかの女の子と密着している場面っていうのは……そりゃ亜玖璃達の『キス未遂』に比べたら印象薄うすいだろうけど、カノジョとしては、結構チクチクくるもので」

「ああ……まあ、分かりますけど」

　僕だって、天道さんが他の男子と、たとえ事故でも体を密着させていたら、超ショックだ。勿もち論ろんそれをもって「浮うわ気きだー！」なんて過か剰じよう反応まではしないだろうけど、長きに亘わたってうじうじ気にするであろう確信はある。

「とはいえ、コノハさんと上原君だって、僕らと同じく事故は事故でしょう？」

「そりゃそうかもだけど……」

　嫉しつ妬とで口を尖とがらせる亜玖璃さん。僕はアイスコーヒーを一口すすって続けた。

「特に上原君は嫌いやがっていた様子でしたしね」

「そうそう、祐はあの時、相手をあまのっちだと勘違いしてたらしいね」

「うぐ……!?　な、なんだろう……そう聞くと、ちょっと、ショックです」

「いやいやいやっ、なんでさ！　祐があまのっち相手にスキンシップを受け入れてた方が大問題でしょう!?」

「た、確かに。だけどなんだろう……それはちょっぴり嬉うれしい僕がいますよ」

「危険人物にも程ほどがあるねあまのっち！」

　言いながら素す早ばやくスマホをいじるアグリさん。どうやら僕はアグリさんの「カレシの浮気疑ぎ惑わく人物リスト」に載のせられたようだった。それも割と上位で。

　僕はそれを甘んじて受け入れつつ、話を進める。

「むしろ僕的にこの件で幻げん滅めつしたのは、コノハさんですよ。確かに元からエロ──じゃなくて、えーと、天てん真しん爛らん漫まんな方でしたが、まさか、他人の彼氏……それも出会ったばかりの男性にモーションかけるとか……」

　最初はあんなに嫌っている風だったのに……。いや確かに上原君は本当に魅み力りよく的な男性で、女性ならずとも……僕でも多少ベタベタしたい気持ちは湧いてしまうけれどもさ。そこは、ぐっと堪こらえるのが人の理性というものだろう。

　僕が「まったく」と憤いきどおっていると、アグリさんは不思議そうに首を傾かしげてきた。

「へ？　いや、後から確かく認にんした例のヘッドセットの色分け的に、あのコノハって子は祐に迫ったというより、心情的にはむしろ……」

　僕をジッと見つめてくるアグリさん。……？

「ヘッドセットの色……ですか？　ああ……ごめんなさい、僕、イマイチ全員の主張をちゃんと覚えてないんですよ。天道さんが、相手を僕だと思ってチアキと抱ほう擁ように至ったという話だけは覚えているのですが……。…………。……えへへ……」

　あまりに光栄すぎる話を思い出し、思わず鼻の下をでろーんと伸のばす僕。と、アグリさんはなぜか呆あきれたような表情を見せつつ、「まあ……無む駄だに波を立てることもないか」と意味の分からないつぶやきを漏らした。

「っと、それで何でしたっけ？　コノハさんがどうとか……」

「あー、いや、なんでもない。あの子は姉と違って色ボケだねぇという話」

「いやいや、色ボケってそんな……」

　と脊せき髄ずい反射的に知り合いをフォローしようとしたまでは良かったものの、残念、その後の言葉がまるで出てこなかった。……ごめんコノハさん、僕、キミへの「色ボケ」評価に対して、何一つ反論の術すべを持たないかも……！

　僕はこほんと咳せき払ばらいする。

「あ、姉と言えば、チアキはなんで天道さんとくっついていたんでしょうね？　相手を上原君だとでも勘違いしてたんでしたっけ？」

「うーん、どうなんだろうね？　そういえば彼女は、パートナーのヘッドセットが何色に変化していたのか、ちゃんと明かしてないかも」

「むむ……」

　これは百合疑惑がまた少し深まってきたぞ。チアキが天道さんのヘッドセットの色を明かさない理由……それは、「天道さんの色が変化してなかったから」なのではないだろうか？　天道さんを天道さんと認識した上で、チアキは抱きついたのではなかろうか？

　と、僕が神しん妙みような顔で唸うなっている間にも、アグリさんは勝手に僕のアイスコーヒーを一口啜すすりながら独り言を呟つぶやいていた。

「やっぱり彼女、相手を祐だと……だから……」

　そのまま僕のアイスコーヒーを半分以上平気で飲むアグリさん。……さっきは間接キスであんなに動どう揺ようしたけれど、考えてみれば、アグリさんが勝手に僕の飲み物とか食べ物に口をつけるのは日常茶さ飯はん事じだった。僕側からはあまりないだけで。……なんか雰ふん囲い気きに吞のまれて色々気にしすぎていた自分が馬ば鹿からしい。

　僕は話を仕切り直す。

「まあでも、やっぱり一番の問題は僕らですよ」

「……そうなんだよねぇ」

　二人、再び大きく息を吐はく。アグリさんがテーブルにぐでぇーっと突つっ伏ぷした。

「亜玖璃も、祐に一いつ杯ぱい弁明はしたし、祐も最後には『分かったよ』なんて笑ってくれたけどさ。……しょーじき、疑惑の完全払ふつ拭しよくはできてない感ありありだよねぇ」

「僕だってそうです。天道さんも同じく理解した様子で笑ってくれましたけど……あれ、完全に『ビジネス天道さん』の微び笑しようでしたし」

「本当にしてないのにねぇ」

「ですねぇ」

「亜玖璃達に罪はないのに。理り不ふ尽じんな世の中だよ、まったく。ね、あまのっち？」

「…………」

「？　あまのっち？」

　珍めずらしく僕が同意を返さないでいると、アグリさんが起き上がりつつ僕を見つめてきた。

　僕は……テーブルの上で組んだ自分の手をジッと見下ろしつつ、返す。




「いえ……少なくとも、僕が天道さんを傷つけたのは、事実です」




「でもそれは、あくまで事故と勘かん違ちがいの結果で……」

「だとしてもです。自みずからの手で彼女を傷つけておいて『少なくとも僕は悪くない』なんて笑って済ませられる程、僕は図太く出来てないです」

「…………」

「僕は……勿論『本当にしていない』という弁明をした上での話ですが、更さらに、それに加えて彼女へ誠意を見せないといけないなと……考えています」

　真しん剣けんな眼まな差ざしでそう語る僕を見て……アグリさんは、突然、どこか気まずそうにそわそわと首筋を搔かき始めた。

　その挙動に、僕はハッとしてフォローする。

「あ、ご、ごめんなさい、アグリさんにも責任感じろって言っているわけじゃないですからね、これ。上原君に比べても、やっぱり、天道さんの心的ダメージは一ひと際きわ大きかった気がしていて……」

　僕がそこまで言うと、アグリさんはどこか安心したように微笑ほほえむ。

「ああ、それは分かるかな。まだ付き合いたてだしね、そっち」

「そうなんです。アグリさんと上原君には時間で培つちかわれた信しん頼らい関係があると思うので、今回の件も、きちんと弁明すれば一時的な『ショック』で済むイメージなんですけど……その、天道さんと僕は……」

「まあ……言わんとしていることは分かるけどさ。でも、誠意ったって、あまのっち、どうするつもりなの？」

「それは……」

　僕は思わず言い淀よどむ。……いくつか考えていることはあるものの、それは正直あまりポジティブな話ではなく……そして、まず間ま違ちがいなくアグリさんに怒おこられる気がしていた。

　しかしアグリさんはそんな僕の思おも惑わくを目ざとく看破した様子で、表情を険けわしくして追つい及きゆうしてくる。

「ちょっとあまのっち、もし良からぬこと考えてるなら……」

　と、そう彼女が言いかけた、その瞬しゆん間かんだった。




「し、しししししっ、失礼しますですっ！」




『!?』

　突とつ然ぜんのかけ声と共に、僕らの席へと招かれざる海かい藻そうが現れたのは。

「ち、チアキ!?」「星ノ守さん!?」

　驚おどろく僕らにかまわず、彼女はぐいぐいと僕の隣となりへ陣じん取どろうとして、その無駄に柔やわらかい体を押しつけてくる。慌あわてて奥へと席を移りながらも、なお呆ぼう然ぜんとする僕とアグリさん。

　チアキもまた自分から来たくせに酷ひどく気まずそうに頰ほおを真っ赤に染めつつ……しかし、同時に妙みように凜りんとした目つきで、僕とアグリさんを交こう互ごに睨にらんできた。

　あまりの意味不明さに言葉も出ない僕ら。チアキはやってきたウェイトレスさんに「えとえと、自分もドリンクバーで！」と手短に注文を済ますと、脇わきにドスッと鞄かばんを置き直してから、すぅーっと息を吸い……。

　そして、僕らを咎とがめるように、なぜか涙なみだ目めで叫さけんだのだった。




「おふっ……おふっ、お二人の関係を、じ、自分は、まだ、認めるわけには、いきませんですっ！　な、なぜなら……なぜなら自分は……！　自分は……！　だって……！」




『…………はい？』

「…………は、はい？」

　そうして、そこには。

　誰だれ一人状じよう況きようをまともに理解できてない、酷い間ま抜ぬけ面づらの三人組が、完成したのだった。




　　　　＊




「お、お恥はずかしい限りです……」

　水をちびりちびりと飲みながら、先程より更に頰を赤くして俯うつむくチアキ。

　僕とアグリさんは顔を見合わせつつ、やれやれとため息をついていた。

　……チアキの闖ちん入にゆうから約五分後。僕らからこの会合の意味を説明をされたチアキは、状況を理解すると同時に、当初の怒いかりテンションはどこへやら、すっかりいつもの……僕と同じく「いたたまれない」モードの星ノ守千ち秋あき氏へと切り替かわっていた。

　彼女は相変わらず俯いたまま、ドリンクも取りに行かず弁明する。

「いえ、あの……今日は家に両親いないので、コノハとファミレスでご飯しようと待ち合わせていたのですが……その、お二人が親しげに話しているのを目もく撃げきした瞬間、自分の中に先日の光景が蘇よみがえって、カーッとしてしまい……気づけば、ケータの隣に……」

『……はぁ』

　彼女の釈しやく明めいは、僕ら的に、分かるような、分からないような、だった。

「（これが天道さんだってんなら、僕のカノジョさんとして、怒おこって割り入るのも分かるんだけど。……なぜチアキがそこでカッとするのか……）」

　それじゃまるで僕のことが好きな人みたいだ。はっ、ラブコメ作品じゃあるまいし。

　となると、うーん、義ぎ憤ふんだろうか？　僕とアグリさんに対して、互たがいにパートナー持ちなのに、なんてふしだらな、的な？……チアキって、そんなに恋れん愛あいに対して生き真ま面じ目めなキャラだっけ？　まあ上原君に対して思うことは色々あるにしろ……。うーん……。

　……どれほど考えても、どうにもしっくりこない。とはいえ、僕もアグリさんも、これ以上チアキをいじめる趣しゆ味みもないわけで。

　アグリさんが、若じやつ干かんフォローの意味も込こめて喋しやべり出す。

「ま、まあ、昨日の今日で亜玖璃とあまのっちが二人きりなのは、確かにどうかと思うよね。そこは亜玖璃達も悪かったし、でもだからこそ、変に人の目に触ふれないように、いつもと違うファミレス選んでたんだけど……」

　そう言ってアグリさんはチラリと窓の外を見やる。

「……そういやここ、街の中でも、多少星ノ守さんの家側だったっけ……」

「ですです……ごめんなさい。近所という程ほどじゃないんですけど、味や価格との折り合いで時折使わせて頂いており……。……申し訳ないです……」

「や、星ノ守さんが謝ることは何も……」

　気まずそうなアグリさんが、僕に視線で「どうにかしろ」と促うながしてくる。……そ、そう言われましても……。

「…………ち、チアキ最近ゲームなにやってる？」

「雑談力低すぎるよあまのっち！　落ち込む女子相手にゲーム話題って！」

　アグリさんが全力でツッコんで来る。が──

「あ『竜りゆう血けつ樹じゆの迷めい宮きゆう５』やり始めましたよ。ケータもやってますよね？」

「乗ってきた！」

　愕がく然ぜんとするアグリさん。僕は構わずチアキと会話を続ける。

「勿もち論ろん！　今、第三階層攻こう略りやく中。チアキは？」

「自分もです！　いやはや、この手のゲームの中ちゆう盤ばん戦ってどうしてこうも楽しいのでしょうね！」

「しかもめっちゃ功を奏している!?　なんなのゲームオタク！　いついかなる時でもゲーム話題さえ出しときゃテンション上げられるの!?」

　アグリさんがまだなにやらごちゃごちゃ言っているが、ゲーム話題を始めてしまった僕らの耳にはもう届かない。僕とチアキは隣に座りながらも体を向き合わせ、熱心に会話を始めた。

「分かる！　序じよ盤ばんのチュートリアル段階を過ぎて、やれること、やりたいことがぶわっと広がるＲＰＧ中盤のわくわく感たるやないよね！」

「ですです！　あと『転生』とか『転職』とかある系統のゲームだと、中盤や終しゆう盤ばんで効率の良いレベル上げポイント見つけた時に『育成の幅はば』が一気に拡張され、自分の中に沢たく山さんの展望が生まれるあの感覚もいいですよね！」

「分かりすぎる！　今作の第三階層がまさにそれで、もう僕、ここで十時間ぐらいシナリオ止めて育成しちゃってるよ」

「はいはい！　そうなんですよね！　また一度レベル上げ始めちゃうと、もうなんか、ボス倒たおしてシナリオ進めるためにレベル上げているんじゃなくて、『レベル上げるためにレベル上げている』みたいな状況になって、進むのが億おつ劫くうになってくるんですよね！」

「もうなんかずっとそこに住みたいみたいなね。それこそ、ビュッフェで満腹になった時の感覚みたいな」

「それナイス喩たとえですねケータ！　いやぁ、でもその堕だ落らく感含ふくめて、ゲームの楽しさなんですよねぇ……」

「然しかりですねぇ、チアキさん」

　そのまま二人、宙を見てはふぅと熱い息を漏もらす。

　……対面の席では、アグリさんがテーブルに肘ひじをついて呆あきれた様子で僕達を眺ながめていた。

「……なんだろ、色々複雑な状況全部度外視して言うんだけど……。もう付き合えばいいじゃん、あんたら」

　何かほざいているが、僕もチアキもゲームに思いを馳はせているのでそれどころじゃない。

　しばらく温泉に浸つかったような幸福感を堪たん能のうした後、僕らは全く同時に喋り出す。

「いやそれにしても、今作の特に素す晴ばらしい点はやはり──」

「いやそれにしても、今作で著いちじるしく劣れつ化かした点はやはり──」

　そしてそのまま、二人の声がぴたりと重なった。




『女性キャラが総じて可愛かわいいところかな』




　……………………。

『あ？』

　途と端たんにガン付け合う僕ら。その瞬間、目の前の席からぱちぱちと拍はく手しゆが鳴り響ひびいた。

「よっ、雨野屋！　星ノ守屋！　やー、これまでもたまに小こ競ぜり合いは目撃したけど……やっぱりここまでがっつり王道な導入を見ると、不覚にも感動するね！　もういっそ伝統芸能見た気分だよこれ。なんか得したわー。亜玖璃、今超ちよう楽しいわー」

　なんかアグリさんがきゃっきゃとはしゃいでいるが、こちらはそれどころじゃない。

　僕とチアキはそのまま実に十五分にも亘わたって相変わらずの萌もえ討論会を演じ、互いに体力が尽つきたところで、ようやくアグリさんの存在に気がつき……二人で謝罪した。

『す、すいません……』

「いやいや、堪能させて貰もらいました。いいディナーショーでした」

　気づけばアグリさん、いつの間に頼たのんだのかフライドポテトを一人でパクついていた。僕らの口論も肴さかなにしてかなり楽しんでいたらしい。

　そしてそのまま、不思議なことを訊たずねてくる。

「ところで二人って、子供は何人いるの？」

『いや結けつ婚こんしてませんから』

「マジかー」

　なぜかアグリさんは心底驚いていた。なんなんだこの人は。そして、なぜチアキは隣で若干頰をぽっぽさせているのか。この程度の冗じよう談だんに、そこまで怒らなくても……。

　なんにせよ、これでチアキが乱入してきた当初の微び妙みような空気は緩かん和わされた。

　僕らは彼女がドリンクバーから飲み物を取ってくるのを待った後、この際なので、チアキにも先日の所感を訊ねておくことにした。

「チアキさ。この前の遊園地のことなんだけど……」

「あ。はいはい、お二人が口づけした日のことですね」

『してないから』

　そのまま僕らはチアキに再び弁明する。チアキはかなり渋しぶ々しぶながらも、一応は納なつ得とくした様子で頷うなずいた。

　彼女は温かい紅茶を一口飲んだ後、ぷくっと頰を膨ふくらませる。

「でもでも、実際自分からは完全に『している』ようにしか見えなかったですけどね」

『あー……そうかぁ……そうだよねぇ……』

　僕とアグリさんは頭を抱かかえる。チアキからそう見えたということは……他ほかのメンバーからもそうなのだろう。これは実に問題が根深い。実際してなかったところで、目撃証言の重みがあちらにある以上、これが裁判なら完全に負けてるわけで。

　と、僕らのそんなリアクションに流石さすがのチアキも少し揺ゆらいだのか、若干気き遣づかった表情を見せてきた。

「あのあの……とはいえ自分達も、お二人の主張を全く信じてないとかじゃ、ないのですよ？　ただこう……見たものとの折り合いがつかないだけといいますか……」

『う、うぅーん……』

　ありがたい言葉だけど、同時に、余計に困る証言でもあった。僕らにはどうしようもなさすぎる。……ただどうしようもないだけに、まあ、これ以上悩なやんでも仕方ないわけで。

　僕は話を他に向けることにした。

「ところでチアキ、さっきから僕的に一つ、よく分からないことがあるんだけどさ」

「はい、なんでしょう」

　もう一口、優ゆう雅がに紅茶を啜すすりながら応じてくるチアキ。僕は何の気なしに訊ねた。

「チアキって、僕とアグリさんのキスシーンの、何がそんなにショックだったの？」

「ぶはぁっ！」

　チアキ氏が思いきり紅茶を吐はき出しなすった。幸いテーブルを多少汚よごした程度で人や食べ物にはかからず済んだものの、中々の大惨さん事じだった。チアキはけほけほと噎むせながらも、ナプキンで慌あわててテーブルを拭ふきつつ返してくる。

「い、いや、あの、あの、それは、えと、えと」

「お、落ち着いてチアキ。ギャグ漫まん画が以外でそのリアクション見たのは僕も初めてだからどうしていいか分からないけど、とにかく、落ち着いて」

「は、はい。……すぅ……はぁ……」

「落ち着いたかい？」

「はい……大だい丈じよう夫ぶです。お騒さわがせしました。すいません、紅茶を一口貰います」

「うん、そうしたらいい。……で、チアキは僕とアグリさんのキスシーンの何が──」

「ぶはぁっ！」

『完全にギャグ漫画世界の人だ！　すげぇ！』

　僕とアグリさんは一周回って若干感かん銘めいを受けていた。良い塩あん梅ばいにテーブル以外を全く汚していないあたりが実に職人芸だ。

　僕らが目をキラキラさせて見守っている間にも、チアキは素早くナプキンでテーブルを清せい掃そうし、こほんと咳せき払ばらいをして仕切り直してきた。

「そ、そりゃあ……別々の交際相手がいる知り合い二人が目の前でキスを交かわすのを目もく撃げきする経験なんて、そうそうあるもんじゃないですからね。ショックに決まってます」

　それは確かにごもっともすぎる。が……。

「でも、別にチアキが『傷つく』ような類たぐいのイベントじゃないよね？　なのに、妹のコノハさん含め、どうも二人ともリアクションが過か剰じような気がするというか……」

　星ノ守姉し妹まいが上原君や天道さんと同テンションなのは、よく考えたらおかしいわけで。

　僕の純じゆん粋すいな疑問に、チアキはなぜか目をぐるぐるさせていた。

「いえ、あの、それは……えと、えと……」

　と、次の瞬しゆん間かん……意外なところから彼女に助け船が入った。

「あまのっちは駄だ目めだなぁ。意外な知り合い同士のキスシーンって、それだけで普ふ通つうに傷つくもんだよ」

　ちっちっちと指を振ふるアグリさん。僕は思わず首を傾かしげる。

「アグリさん？　えと……どういうことですか？」

「そうだなぁ、あまのっち視点で言うと……たとえば、星ノ守さんと、三み角すみなんたら君のキスシーンとか見たら、どう？」

　え……。…………。三角君とチアキが…………。…………!?

「うわぁ!?　なんか分からないけど超ショックだ僕！」

　想像したら思った以上のダメージを受けた僕がいる！　なんだこれ！　いやだな、つながりがよく分からない知り合い同士の意外なキスシーン！　ぼっち時代には考えもしなかった類の地じ獄ごくだ！　耐たい性せいがついてないにも程ほどがある！

　僕が心臓をばくばくさせていると、アグリさんがチアキに向けてパチリと軽くウィンクしていた。それに対して慌ててぺこりと礼をするように頭を下げるチアキ。……？　なんだろう、今のやりとり。チアキが気持ちを代弁して貰ったからというだけにしては、大げさなような……。

　まあなんにせよ、チアキの気持ちは僕にも分かった。僕はチアキに向き直って頭を下げる。

「ごめんチアキ。チアキがショックを受ける気持ち、僕も分かったよ」

「そ、そうですか。なら良かったです。…………ふぅ」

　ようやく落ち着いた様子で改めて紅茶に口をつけるチアキ。

　そんな彼女に、僕はニコリと微笑ほほえんで続けた。




「僕、チアキが男子とキスしているの見るの、確かにすっごいイヤだわ」




「ぶはぁ！」

「今の何キッカケ!?」

　またも盛せい大だいに紅茶を噴ふき出すチアキに動どう揺ようする僕。と、なぜか次の瞬間僕は女性陣じん二名に思い切り睨にらみ付けられた！

『お前はもう、人が飲み物飲んでいる時に喋しやべるな！』

「なんて理り不ふ尽じんな！」

　今のも僕が悪いの!?　別に笑えるようなこととか言ってないのに！　どちらかというと、チアキの謎なぞテンションの方に問題があるんじゃないの!?

　そうは思うものの、女性陣二名からの圧力が凄すごいので、僕は黙だまる。

　チアキはようやくまともに紅茶を一口ゆっくり飲むと、なんとか一息ついた。

「ふぅ……。なんにせよ、自分達姉妹のリアクションはこの際大した問題でもないはずです。問題なのは、お二人の交際相手なんじゃないですか？」

『そう、ですね……』

　正直チアキが来てからあえて話題を逸そらしていたとこあるけど、確かに、今一番問題なのは星ノ守姉妹の謎テンションじゃない。

　チアキがチラチラとアグリさんの様子を窺うかがいながら続けてくる。

「でも、その、こんなことカノジョさんの前で言うのもアレですけど……。……上原さんって基本、貞てい操そう観念緩ゆるそうじゃないですか」

「それホントカノジョの前で言うことじゃないよね！　まあ……残念ながら、亜玖璃もほしのんの言わんとしていることは分かるけどさ……」

「ほ、ほしのん？」

　突とつ然ぜんのアグリさんからの呼こ称しよう変へん更こうに戸と惑まどうチアキ。アグリさんはしれっと続けてくる。

「だって『星ノ守さん』ってやっぱり微妙に長いじゃん？　同好会含ふくめて結構喋る機会あるのに、ずっとそれもアレだしねぇ。あだ名の一つぐらいあっていいかなって」

「あだ名……あだ名ですか。……と、友達が、自分なんかにあだ名を……ふふ、ふふふ……くふふふふ……」

　なにやらチアキが気持ち悪く笑い始める。実に気味が悪い……と言いたいところだが、残念ながら僕にも「友達からあだ名を貰う」というイベントの尊さは分かるわけで。

　とはいえ、アグリさん的には本当になんの気なしに呼び方を省略しただけだったらしく、何かフォローするように続けてきた。
















「あの、いやだったら戻もどすけど……」

「いえいえ！　是ぜ非ひあだ名で！　あだ名でよろしくお願いしますっ、はい！」

「そう、だったら……そうさせて貰うね。そうだ、亜玖璃のことは……」

「あ、じゃあじゃあっ、そこは『姐あね御ご』で！」

『姐御!?』

　ぎょっとする僕とアグリさんに、しかしチアキはどこか当然とした表情で語る。

「自分なんかに『ほしのん』なんていう、侮ぶ蔑べつや嘲ちよう笑しようの意味をまるで含まない素す晴ばらしいあだ名をくれた方相手に、これからどうして気安い口がきけましょうかっ！」

「いや、きこうよ気安い口！　イヤすぎるんだけど、同学年からの姐御呼びとかっ！　あまのっちの神様扱あつかいといい、どうしてキミ達はすぐ亜玖璃を上位存在に仕立てるの!?」

「だ、だってだって……」

「だってじゃないっ！　だったら今まで通り『アグリさん』でいいよ！」

「そ、それじゃ仁義が通りません！」

「今通す必要あるのかなぁそれ！」

　そのまま、二人はしばし侃かん々かん諤がく々がくと意見を戦わせ……そうして五分後、ようやく二人の妥だ協きよう点たる結論を出したのだった。

「じゃ、じゃあ、ほしのんからの亜玖璃の呼び方は『アグ姉ねえ』に決定ということで……」

「や、やむをえませんね……」

　そうして結論が出たところで、改めて二人、笑顔で挨あい拶さつを交わし合う。

「じゃあ、これからよろしくね、ほしのん」

「はいですっ、アグ姉」

　追加でそこに僕も参加。

「よろしくな、ワカメ」

「黙れモヤシチビ」

　バチバチと視線で火花を散らし合う僕ら。アグリさんが呆あきれた様子で「ある意味羨うらやましいけどね、その関係性……」などと呟つぶやいていた。この戦争のどこに羨ましい要素があるのか全く理解できないんですが……。

　と、チアキがこほんと咳払いして話を戻す。

「えっと、それで、上原さんのことなんですが。その、自分が言いたかったのは、彼はその……少なくとも天道さんよりはこういう事案に対して『大らかな』方に思えるので、ちゃんと説明すれば、結構許容して貰もらえそうだっていう話なのですよ」

「そうかな？……うん、ほしのんがそう言ってくれるなら、ちょっと救われるかな」

　アグリさんが少し表情を明るくして頰ほおを搔かく。……今のあだ名呼びのくだりもそうだけど、最近この二人、かなり関係性が良くなってきている気がする。……僕から見たら、バチバチの「恋こい敵がたき」同士の二人のはずなんだけどな……。

　僕がそんなことを考えてぼんやりしていると、チアキが今度は僕に水を向けてきた。

「でもでも、天道さんはそうはいかないですよケータ。なんていうか……潔けつ癖ぺきで清純な方ですので、たとえ弁明したところで、この件によるショックは計り知れないかと……」

「そう……だね」

　それは僕もずっと考えていたことだ。実際したのか、してないのか……その真相云うん々ぬん以前に、アレを見た時点で、天道さんは既すでに深く傷ついたかもしれないわけで。

　チアキは更さらに訊たずねてきた。

「ケータは、これから彼女に対して、どうするつもりなのですか？」

「うん……それ、なんだけどね。実は既にある程度……僕の中で、『けじめ』をつける算段は、整っているんだ」

「『けじめ』ですか？　それはどういう……」

「うん……」

　僕はアイスコーヒーで唇くちびるを湿しめらせてから、改めて、その決意を、二人に語った。




「まず、天道さんが僕に深く幻げん滅めつしているようなら……その時は潔いさぎよく、別れようと思う」




『な……』

　驚おどろいて一いつ瞬しゆん言葉を失う女性陣。その後、二人は慌あわてた様子でまくしたててきた。

「いやいや、あまのっち、そんないきなり思い切らなくても……！」

「アグ姉の言う通りですよケータ！　いくらなんでも、考え方が極きよく端たんです！　そういうとこですよ！」

　二人に叱しかられる僕。それでも僕は、譲ゆずらない。

「いや、今回は極端に考えるべきだと思う。だって……彼氏が彼女の目の前で他ほかの女性とキス、ですよ？　これ以上に致ち命めい的てきな問題って、そうそうありませんよね？」

『それは……』

「実際してなかったところで、天道さんの中で疑ぎ惑わくが晴れないなら同じことです。そして、そんなモヤモヤを彼女側にずっと抱かかえさせたまま、こちらに都つ合ごう良く交際を続けるぐらいなら……。……たとえ彼女に恨うらまれようと、僕は、キッパリと身を引いて、早々に天道さんに新しい青春へのスタートを切らせてあげるべきです」

　この春に僕が、天道さんによって、素晴らしい青春を再スタートさせて貰ったように。

『…………』

　女性陣二名が神しん妙みような顔つきで黙り込んでしまう。僕は慌ててフォローを入れた。

「い、いや、まだ分からないですからね？　天道さんが僕らの説明を全面的に信じて『キスはしてない』と納なつ得とくしてくれる可能性だってあるわけで、別れると決まったわけじゃないですから。なんというか、その、僕側の覚かく悟ごやけじめの話で。あと、そう、別れるかどうかは別として、もう一つけじめをつけたいことがあって、それは──」

「あ、あまのっち！」

　と、突然僕の話を遮さえぎるようにアグリさんが何処どこか必死な表情で声をあげた。

　僕が話を中断して見つめると、彼女は居住まいを正してぺこりと頭を下げてくる。

「あ、あまのっち……その……あの、ごめ──」

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　今度は僕が話を遮る番だった。キョトンとする彼女に、僕は慌てて続ける。

「何謝ろうとしているんですかアグリさん！　やめて下さいよ！　そこで貴女あなたが謝罪したら、僕ら完全に『キスした』感じになっちゃうじゃないですか！」

「でも……してなくてもそれが原因であまのっちが別れるなら……それは……」

「少なくともアグリさんのせいでは絶対ないです。というか、変にアグリさんに責任を感じられたら、それこそ、僕も天道さんも余計寝ね覚ざめ悪いですよ。なのでアグリさんは……むしろいつも通りの、堂々としたアグリさんでいて下さい」

「あまのっち……」

　アグリさんはジッと僕と目を合わせてから……こくりと、力強く、頷うなずいてくれた。

「……ん、分かった。もう、これ以上は何も言わないよ。謝らない。亜玖璃はただ……天道さんとあまのっちが上手うまくいくよう、心から祈いのっておく」

「ありがとうございます、アグリさん」

　柔やわらかく笑い合う僕とアグリさん。と……なぜかその時、まるで対たい抗こう意識を燃やすかのような勢いで、チアキがぐいっと会話に参加してきた。

「あ、あのあの！　自分も、応おう援えんしてますですから！」

「え、あ、うん、ありがとう……？」

「それにそれに、ケータがもし別れることになっても……えとえと、それでケータの青春が完全に終わるとは、限らないですよ！　天道さんに青春のやり直しチャンスがあるように！　ケータの青春にだって、まだコンティニューが効く可能性は大いにあるじゃないですか！」

「は、はい？　僕の青春に……更にコンティニューの可能性が？」

「はい！　ほ、ほら……た、たとえば……その……ほ、他の、いい感じに気が合う異性と、親しくなったりとか……そういう展開も、また、あるかも……かも……」

　なぜか終しゆう盤ばん、顔を赤くしてごにょごにょしだすチアキ。……えーと、なんだろう、これは。慣れないフォローに緊きん張ちようしているのだろうか？　それにしたって……。

「いやそれはないよチアキ」

「断言!?」

　なぜかショックを受けるチアキ。僕は真顔で続ける。

「だって僕だよ？　モブキャラぼっちの雨野景太。しかも直前に『天道花か憐れんと交際』なんていう、人生の運を全部使い果たしたようなイベントあった直後だよ？　普ふ通つうに考えて……もう完全に魔ま法ほう使つかい一直線ルートでしょう、これは。むしろ一時的に天道さんと付き合えただけでも奇き跡せきというか、その思い出があるだけ恵めぐまれているというか」

「なんていう自己評価の低さですか！　自分もそういうとこありますけどっ！」

「それに僕の能力の低さから予想される年収の微び妙みようさなんかも鑑かんがみると……もはや詐さ欺ぎ目的の異性接近さえないだろうしなぁ」

「淡たん々たんと悲しいビジョン語らないで下さい！　じ、自分を特別視する中二病精神はどこに行ったんですかケータ！」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。僕、人類初のメラ○ーマを撃うつの、凄すごく楽しみにしているんだ！」

「魔法習得を楽しみにするのはやめて下さい！　い、色々諦あきらめないで！」

「その時は是非、チアキも一いつ緒しよに魔法使いパーティ組んで遊ぼうね！」

「なぜ自分まで巻き込んだのですか!?　じ、自分の人生はまだ諦めてませんよ！」

　ぜぇぜぇと息を吐はきながらツッコんでくるチアキ。ふむ、意外だ。チアキにも、誰だれかと結ばれる展望はあるのか。ああ、上原君かな？　でも、うーん……以前妙みような告白されているとはいえ、現時点で彼にアグリさんという圧あつ倒とう的なパートナーがいる以上、厳きびしい戦いだと思うけど……。

　僕がそんなことを考えていると、フライドポテトを殆ほとんど一人で食べ終えたアグリさんが「さて」と切り出してきた。

「なんだかんだ結構遅おそくなったし、そろそろ解散しようか？」

「あ、そうですね。えっと、チアキは……」

「あ、自分はコノハを待つんで──と、ちょっと待って下さい」

　そう言うとチアキは、なにやらメッセージの着信があったらしきスマホをチェックする。そうして数秒後、彼女は大きくため息をついて、自みずからもそそくさと退席の準備を始めた。

　不思議に思う僕とアグリさんに、チアキは説明してくる。

「コノハが、やっぱり見たいテレビ番組あるから、コンビニでご飯買おうって。……なので、自分もやっぱり一緒に出ますね」

「りょーかい」

　というわけで、僕らは三人で連れだってファミレスを出る。と、そこで……。

「（あ、そういえば僕の『もう一つのけじめ』の話が流れちゃったな……）」

　そう気づいたものの、別に今いま更さらわざわざ席に戻もどってまでする話でもない。

　僕らはそれぞれにレジで会計を済ませてから外に出た。まだ六時前だというのに、もうすっかりと陽ひは沈しずんでいる。

　三人でとりとめもない会話を交かわしながら歩道を往ゆく。

「日にち没ぼつ、早くなったねー」

「ですね」

「なんか、あまのっちみたいだねー」

「意味はよく分かりませんがとりあえず叩たたいていいですか？」

「やめて下さいケータ！　なぜアグ姉相手だとそんなにバイオレンスなのですか！」

「愚ぐ問もんだねチアキ。アグリさん相手だから、だよ」

「愚ぐ答とうですケータ。全然意味が分かりません！　特とく殊しゆすぎませんか、ここの関係性！」

　なんの生産性もない馬ば鹿か話が今は凄く心地ここちいい。これは、ぼっち時代には無かった救いだった。普ふ段だんは軽く喧けん嘩かさえしがちなこの二人の存在に……今僕は心の底から救われている。……ま、まあ、悔くやしいから、アグリさんとチアキに直接は言わないけれど、心の中だけでは深く感謝しておこう。……本当に、ありがとうございます。

　と、チアキはチアキなりに僕とアグリさんの喧嘩ムードに気を遣つかったらしく、若じやつ干かん強ごう引いん目に僕の隣となりに来てゲーム話を持ちかけてきた。

「りゅ、『竜血樹の迷宮』ですけど、今回、ボス戦軒のき並なみ辛つらいですよね！」

「え？　ああ……確かに。またボス行くまでにセーブポイントがない道を結構行かなきゃいけないから、再戦もかなり大変だしねぇ」

「ですです。だからこそ、自分もつい、ボスに挑いどまずレベル上げばかりにかまけてしまって……。今回、ゲームオーバー時のペナルティ大きいですしね」

「ああ、装備品ロストあるもんね今回。……おかげで、連戦連敗しまくった今の僕のパーティ、もんの凄い貧弱だよ」

　苦笑いをチアキに向ける。と、彼女は意外そうに僕を見返してきた。

「へ？　どうしてですか？　ケータも自分と同じで、リスクのあるボス戦前には延々レベル上げして、万ばん事じ整えてから挑むタイプじゃなかったでしたっけ？　そんな、わざわざ無む駄だに回数挑んで装備品ロストしなくても……」

「ああ……まあ、そうだったんだけどね。でも……」

　僕は正面を見み据すえながら、それに答える。

「ガムシャラに全力で挑んだ末の負け戦いくさってのも、そう、悪いプレイ感覚じゃないかなって、最近、思えるようになってきてさ」

「対戦格かく闘とうとかなら分かりますけど……。でもでも、この手の『負け』にリスクある類たぐいのＲＰＧで、敗戦にいいことなんて何も……」

「いやそりゃ僕だって勝ちたいよ。でも『挑んで、負けて、失う』っていうのもさ……それはそれで『いいゲーム体験』なのかもなって。なんか最近、そんな風に思えるようになってきたというか」

　そう笑え顔がおで語る僕に対し。チアキは……なぜか少し俯うつむいて応じてきた。

「…………まるで天道さんみたいなこと言いますね、ケータ」

「え？　ああ……言われてみればそうかも。そっかそっか、こう見えて僕も、知らないうちに天道さんから、たくさん影えい響きよう受けているんだねぇ」

　チアキの指し摘てきに深く納得し、思わず彼女に笑いかける僕。が、そんな僕に対して彼女はなぜか……少し寂さびしそうな微び笑しようを返してきた。

「？」

　僕にはそのリアクションの意味がイマイチ分からず、彼女に改めて真意を訊たずねてみよう──としたところで、僕らの前を歩いていたアグリさんが振ふり返ってきた。

「ところで、あまのっちもほしのんも、このまま亜玖璃と一緒に街方向で良かった？」

　その問いに、僕らはゲーム話を切り上げて応じる。

「あ、はい、僕は駅からバス乗るんで、とりあえず一緒で」

「じ、自分も駅でコノハと合流しようと思うんで、大丈夫ですよ」

「りょーかい。じゃ駅まで歩こうか」

　というわけで、三人夜の街を連れ立って歩く。改めてチアキに先さき程ほどの反応の意味を問いただしたかったものの……彼女が珍めずらしくアグリさんと二人で世間話を始めたので、タイミングを逸いつしてしまった。

　まあ、しつこくしても仕方ない。僕は気分を切り替かえつつ、一人、街並みをぼやっと眺ながめて歩いた。

　……しかしそれにしても、よくよく考えてみれば、中々にレアな三人組である。ゲーム同好会仲間とはいえ、この三人で固まるケースはそうそうないかもしれない。

「（ギャルとワカメと連れだって夜道を歩く雨野景太、か……。……す、少し前の僕が見たらどう思うのだろうなぁ、これ）」

　いくらなんでも、ここ数ヶ月で僕の人間関係は激変しすぎな気がする。とはいえ、この二人と知り合いであることなんかまだまだ序の口で、一番衝しよう撃げき的なのは「あの天道花憐さんと恋こい人びと」という事実なのだけれど。

「（恋人……ね）」

　……数ヶ月前の僕どころか、今の僕からしても、相変わらず現実感のない事実だ。

　でも、それも当然のことだ。そもそも僕らの交際が始まったきっかけが──。

「って、あ、あれ？」

「？　どうしました、アグリさん？」

　突とつ然ぜんアグリさんが立ち止まってしまったため、思考を中断して訊ねる僕。

　と、アグリさんは、既すでに正面に見えてきていた駅の方を指さしながら、実に不思議そうな顔で僕を振り返ってきた。

「……なんか、祐と、天道さんと……それにコノハちゃんが一緒に駅に入っていくのが、見えたんだけど……」

『…………はい？』

　…………。

　……不思議なスリーショットは、どうやらこの街にもう一組存在したらしかった。




　　　　＊




　僕らが駅構内へと入っていくと、例の三人がロビー中央の休きゆう憩けいソファ付近でなにやら揉もめているのが見えた。

　慌あわてて駆かけ寄ると同時に、徐じよ々じよにその口論の内容が聞き取れてくる。

「──だから、何度も言ってるけど、俺はそういうんじゃねぇんだって」

「だったら、デートであたしのカラダを弄もてあそんだ件はどう説明するのですか！」

「それに関してはもう『濡ぬれ衣ぎぬ』の一言しかねぇよ！」

「ほら、また『濡れ衣』なんて微妙に卑ひ猥わいな言葉を使って！」

「いや、なんだその理り不ふ尽じんな指摘！　卑猥な発想してんのはどっちだよ！」

「それはゲスハラさんでしょう。どうせ『通り雨に濡れた、若い、胸にハリのある無防備な人妻』というニュアンスをふんだんに含ふくめた『濡れ衣』という発言でしょうに！」

「それこそ濡れ衣にも程があるわ！」

「ちょっと二人とも落ち着いて下さい。こんな公衆の面前でそういうやりとりは……」

「あら天道さん。貴女あなたも貴女ですよ。さっきから仲裁役みたいなポジション取ってますけど、あたしは天道さんにも怒おこっているんですからね！　雨野センパイという彼氏がいながら、こんな汁しる男優まがいと二人で街を歩くなんて……」

「いや、ですからそれは何度も言っているように、本当に偶ぐう然ぜん会っただけなのを、貴女が必要以上に騒さわぎ立てているだけであって──」

「いやいや天道、それ以前にまず俺に対する『汁男優まがい』発言を取り消させ──」

　なにやら揉めに揉めている三人。僕らはそんな三人の会話がハッキリ聞き取れる位置まで近づきつつも……しかしそこで、全員、ピタリと足を止めてしまっていた。

　なぜなら……。

『（うーわ、知り合いと思われたくねー）』

　三人、完全にシンクロした想おもいが胸を満たしていたからだ。

　僕らは目を見合わせて頷うなずき合うと、そっとその場から離はなれることを選せん択たく──

「って、あれ、雨野君？　雨野君よね、そこにいるの」

「────ちぃっ！」

「ちぃっ!?」

　彼氏に盛せい大だいに舌打ちをされてショックを受ける天道さん。ごめんね天道さん……でも悪いのは、駅構内でそんな会話をしている人達の方だと思うんだよ、僕……。

　なんにせよ、見つかってしまったものは仕方ない。僕らがギギギとぎこちなく振り返ると、天道さん達は口論を中断して驚おどろいたように目を見開いてきた。

『……不思議な三人組でなにしてるの？』

『こっちの台詞せりふにも程がある！』

　僕らは思わず全力でツッコんでしまう。

　結局それから僕らは五分ほどかけて話し合い、ようやく互たがいの事情を把は握あくした。

　天道さんと上原君はそもそも、今日の放課後は「諸事情」で二人ともゲーム部の活動に顔を出していたらしい。で、それから別々に下校したものの、そこは悲しいかなゲーム好き、二人は駅近くのゲーセンでばったり再会。で、折角だから雑談がてら駅までは一いつ緒しよに行こうか……とちょっと歩いたところで、コノハさんに見み咎とがめられてしまったらしい。

　星ノ守家の女に、浮うわ気きの勘かん違ちがいで勢い込んで乱入される……というのは、どこかで聞いたことがある話だった。最近のトレンドか何かなのだろうか。

　その流れで僕ら側の事情説明も始める。が、僕らの場合天道さん達とは違い。そもそも偶ぐう然ぜん云うん々ぬんではなく、二人きりでファミレスで会ってはおり。

　その点は正直浮気を疑われても仕方ないよなと、僕もアグリさんも覚かく悟ごはしていたのだけれど……。

　意外なことに、天道さんも上原君もあっさりと僕らを信しん頼らいしてくれた。

　僕とアグリさんが不思議がっていると、二人は顔を見合わせた後、なぜか少しげんなりした様子で声を揃そろえて応じてきた。

『や、私達（俺ら）、ついさっき裁判でこってりやられてきたとこなので……』

『裁判？』

　首を傾かしげる僕とアグリさん。……全く意味が分からない。なんだ、裁判って。

　しかし天道さんも上原君もそれを詳くわしく説明する気はないらしく、さくさくと話を進めてきた。

「と、とにかく、私も上原君も今はちょっぴり反省モード中ということです」

「そうそう。だから無む闇やみに二人の浮気を疑う気持ちじゃねぇというか……」

『はぁ……そう……ですか……？』

　な、なんだろ、この、疑われないなら疑われないで、若干物足りない感じは。拍ひよう子し抜ぬけというかなんというか……僕もアグリさんも、釈しやく明めいする気満々だったものだから……。

　まあ、普ふ通つうに信頼して貰もらえるならそれは素す直なおにあり難がたい。

　そうして互いの説明が一段落したところで、上原君が仕切り直すように切り出してきた。

「なんにせよ、つまり全員もう帰るとこだったんだよな？　バスにしろ徒歩しろよ」

「ええ、そうね」

　天道さんが頷く。上原君は「だよな」と続けてきた。

「なら……ここで雁がん首くび揃そろえてたむろってても仕方ねぇだろ。解散で、いいんじゃね？」

　その至し極ごく真っ当な提案に、しかし、その場の全員が肯こう定ていとも否定とも言えない微び妙みような沈ちん黙もくで応じてしまう。

　上原君が困ったように頭を搔かいてアグリさんの方を見る。アグリさんは、少し気まずそうに視線を逸そらした。僕と天道さんカップルもまた、似たような反応をしてしまう。

「（……あぁ、そっか……）」

　僕らは現状、少なくとも表面的には「キス（未み遂すい）事件」に関してそれぞれに納なつ得とくしているはずで、だから、気まずくなる理由なんか、本来ならないはずなのである。

　なのに、結局はこうしていつも通りでいられないあたり……本当は各自の中で、何一つ解決なんかしてなかったのが、お互いに透すけて見えてしまったわけで。

『…………』

　率先して帰ることもできなければ、かといって場の空気を改善する名案もない。結果としての、全員の沈黙。皆みなが皆、根っこの部分で他人に気を遣つかう人間が故ゆえの……停てい滞たい感。

　このままでは、どんどんいたたまれなくなっていくだけだ。

「えっと、えーっと、あの、雨野センパイ、エロゲ……じゃなくて……えと……」

　コノハさんが空気を変えるべく何か別話題を切り出してくれようとするも、自分の趣しゆ味みを暴ばく露ろするわけにもいかず、上手うまくいっていない。

　そして、そんな風に他校の後こう輩はい女子に気を遣わせているのが僕ら二年組としてはとても情けなく、結果として、更さらにいたたまれない空気が重くなっていく。と……。

「あ……あの……えと……ゲーム……そう……『竜血樹の迷宮』が……」

　すぐ隣となりから、酷ひどくか細い……僕にしか聞こえないレベルの声がして、僕はそちらに視線を向けた。と、そこにいたのは……。

「（チアキ……）」

　妹のためか、それとも僕らのためか……こういうのは慣れないだろうに、顔を真っ赤にして震ふるえながら、何か雑談話題を提供しようと必死に模も索さくしてくれている、ゲームオタク女子の姿で。

　…………。

　その瞬しゆん間かん、僕の中で、ようやく踏ふん切りがついた。────よし。

「あの！」

『!?』

　チアキの呟つぶやきをかき消すボリュームで声をあげる僕。皆が驚いた様子で顔を上げる中、僕は……堂々と胸を張って数歩進み出ると。

　そのまま、天道さんの正面に、立った。

「……あ、雨野君？　ど、どうしたの？」

「天道さん。こういうのは本来、人前で切り出す話題じゃないのは重々承知しているのですが……でも、今ここにいる人達は僕らにとって『身内』や『関係者』と言っていい間あいだ柄がらの、かけがえのない人達だと思うので、そこは何とぞご容よう赦しや頂ければと思います」

「は、はぁ。えと……雨野君？　一体なんの話を……」

　ぽかんと訊たずねてくる天道さん。周囲の人達も啞あ然ぜんと見守る中……僕は、至極真ま面じ目めに、背筋を伸のばして、その話題を切り出す。




「勿もち論ろん、僕らの交際に関する『けじめ』の話です」




『っ！』

　天道さんのみならず、場の全員が息を吞のんだのが分かった。

　僕は一度大きく息を吸ってから、話を再開させる。

「まず、天道さんに確かく認にんしておきたいのですが……」

「は、はい」

　緊きん張ちようの面おも持もちで僕と相対する天道さん。……僕は、覚悟を決めて、その質問をする。

「僕とアグリさんのキスシーンに関して、僕らの釈明通り未遂だったのだと納得し、水に流し、僕と、これまで通りの交際関係に戻もどることは出来そうですか？」

「…………」

　僕の質問に、天道さんは黙だまったまま、まずゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

　そうして、そのままたっぷり十秒程ほど目を瞑つぶって沈ちん思し黙もつ考こうすると。

　次に瞼を開いた時には……そのブルーの瞳ひとみに確かな決意を滾たぎらせていた。

　彼女は、僕を正面からきっちりと見み据すえると、ゆっくりと、その……誠実で正直な回答を、告げてくる。

「いいえ。私はもう、貴方あなたと、これまで通りでいるつもりは、ありません」

「そう……ですか」

　とっくに覚悟はしていたつもりだったのに、いざ実際に彼女からその言葉を貰うと、僕は、喉のどが詰つまってしまった。

　と、突とつ然ぜん、背後からアグリさんが声をあげてきた。

「ちょ、ま、待ってよ天道さん、あまのっちは何も悪く──」

「アグリさん！」

　僕は大きく叫さけんで彼女を制す。アグリさんは「でも……！」と食い下がったものの、僕が顔だけ振ふり返らせて「ありがとうございます」と会え釈しやくすると、一いつ瞬しゆん泣きそうな顔を見せつつも、唇くちびるを嚙かんで俯うつむき、退ひいてくれた。

　僕は改めて、天道さんに向き直る。頰ほおの筋肉を無理矢理動かして、微び笑しようを作る。

　……正直、今にも泣き出したい気分だ。もしあれ以上アグリさんに優やさしいフォローをされていたら、本気で危なかった。

　が……これ以上、尊敬する女性に、みっともないところは見せられない。

　皆が沈黙してことの成り行きを見守る中、僕は続けた。

「天道さんの気持ち、確かに受け取りました。では、現時点をもって、僕らはもう……」

「ええ、そうね。もう……こんな関係は、終わりにしましょう」

　彼女の口から漏もれた決定的な言葉に、僕は思わず嗚お咽えつを漏らしそうになる。

　が……駄だ目めだ。まだ、だめだ。

　だって、まだ現時点で僕は……「けじめ」を、半分しか、つけていないのだから。

「雨野君──」

　天道さんが僕の方に手を伸ばしながら、何か言葉をかけようとしてくる。

　が、僕はそれを拒きよ否ひするように一歩後退して叫んだ。

「それはそれとして！」

　びくっと驚く天道さん。そして、僕らを見守る面々。更には、若じやつ干かん名の野次馬的通行人達。……うぅ、恥はずかしい。でも、構うもんか。

　今ここしか、もう、「この『けじめ』をつける機会」は、ないんだ。

　僕は胸を張り、堂々と、宣言する！

「こ、ここ、ここで最後に！　ぼぼ、ぼ、僕なりの、この交際に対する『けじめ』を、つけさせて頂きたいと思います！　天道さん！　しばし、ご静せい聴ちよう下さい！」

「ふぇ？　あ、雨野君？　あ、貴方、一体何を……」

　状じよう況きようが分からない様子で、目を白黒させる天道さん。周囲の面々も動どう揺ようした様子で見守る中。

　僕は……人生最大級に、ほっぺたを真っ赤にしながらも。

　それでもきっちりと「けじめ」をつけるべく……。
















　大きな声で、全力で、ありったけの想いを込めて……天道さんに、叫んだ！
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「天道花憐さん！　僕は……僕はっ、貴女あなたのことが、好きです！」




「ひゃひっ!?」『!?』

　天道さんが奇き声せいを発して顔を真っ赤にしつつのけぞり。友人達はぎょっと目を瞠みはり、そして駅構内の通行人達が足を止めた。

　恥ずかしい。死にたいぐらいに恥ずかしい。消えてしまいたい。

　けれどそれでも僕は……止まらない。

　告白を、止めない。
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「貴女の笑え顔がおが好きです！　僕みたいな、なんの取り柄えもない駄目男おとこを、鬱うつ屈くつした日常の中から一瞬で掬すくい上げてくれたその笑顔に、僕は心底惚ほれましたっ！」




「や、ちょ、あま、あまのく……」

　あわあわする天道さん。こんな僕の奇き行こうに巻き込まれて可哀かわい想そうに。そうは思うものの、しかし「けじめ」として、こればっかりはやめるわけにはいかない。

　僕はまだまだ続ける。

「貴女の真しん剣けんな眼まな差ざしが好きです！　ゲームや勝負事に取り組む際の、決して手を抜ぬかないその姿勢に僕はいつも憧あこがれ、そして、激しく恋れん慕ぼしました！」

「や、えと、なに、これ、ちょ」

「貴女の少しズレた感性が好きです！　何事にも独自の目線を持つ貴女の言葉に何度笑わされ、そして何度感かん銘めいを受けたことかっ！　人と一いつ緒しよに過ごしてこんなにも満ち足りた気持ちにして頂いたのは、初めてのことでした！　青二才が何を言っているのかと笑われるかもしれませんが、それでも、これが、これこそが、人を愛するって気持ちってヤツの一いつ端たんなのかなって、そう、感じることができました！　ありがとうございました！」

「にゃぅっ!?　や、や、や、やぁ……」

　顔を両手で覆おおう天道さん。それどころか、今や友人達まで頰が赤い。

　が……僕は、それでも、いくら恥ずかしくても、最後まで、全力でやり切る。

「そしてっ、なによりも……貴女とゲームで遊ぶ時間こそが……ゲームの話で盛り上がる時間こそがっ！　僕の人生で、まず間ま違ちがいなく、最も幸福なひとときでしたっ！」

「雨野君……」

　天道さんが指の隙すき間まから僕を覗のぞき見る。

　僕はそんな彼女に、にこりと微笑ほほえみかけると……。

　最後にもう一度だけ素す直なおな気持ちをぶつけて、締しめくくることにした。




「天道花憐さん！　僕は貴女のことが……貴女のことが、大好きです！　以上！」




『…………』

　気づけば……天道さんのみならず、友人達全員が、頭から湯気が噴ふき出すほど照れてしまっていた。

　しかも、なにやら周囲の野次馬さん達からはパラパラと拍はく手しゆさえ送られ始めていた。……な、なんという恥ち辱じよく！

　僕が今にものたうち回りそうになる中、天道さんが、未いまだたっぷり動揺しながらも、僕に訊たずねてきた。

「あ、あ、雨野君？　い、今のは、一体……？」

　そんな、彼女の当然とも言うべき質問に。

　僕は数回深呼吸を繰くり返し、なんとか一時的に平常心を取り戻すと、苦笑い混じりに、答えたのだった。

「で、ですから、その……『けじめ』ですよ。素直に別れを受け入れるのと同じかそれ以上に重要な、僕なりの『けじめ』、です」

「け、『けじめ』って……一体何の？」

「何のって……えっと、今ので伝わらなかったでしょうか？」

「へ？　い、今のって……その……まるで『告白』みたいとしか……」

「そ、そう、それですよ！」

「……へ？」

　きょとんとする天道さんと、そして、周囲の面々。

　僕は改めて自分の真意を、きちんと、伝えることにした。




「だって僕、天道さんにまだちゃんと『告白』していなかったでしょう？」




『…………あ……』

　その瞬しゆん間かん、皆みなが何かに気づいたように声をあげる。

　僕は続けた。

「ほら、僕と天道さんの付き合い出したキッカケのアレは……お互たがいの、すれ違いや勘かん違ちがい、言い間違いの産物みたいなものでしたから。なんていうか……ずっと、気になっていたんです。これから別れるとか関係なしに、そこは、一度ちゃんとしないと駄目だって」

「雨野君……」

「だってそうじゃないと……これまで天道さんに本気で告白してぶつかって玉ぎよく砕さいしてきた方々に、面めん目ぼくが立たないじゃないですか……。こんな……まともな告白一つしてないヤツが、天道さんの好意に甘えて、のうのうと彼氏面づらしていていいはず、ないです」

『…………』

「ま、まあ、結果として、完全にフラれた後に大声で愛を叫ぶっていう、この世で一番痛いんじゃないかって告白にまでなったのは想定外でしたが……」

　僕はそこで頰をぽりっと搔かくと、「でもまあ……」と続けた。

「言えて良かったです。なんかスッキリしました。ほら、ＲＰＧでまるで勝てそうにないボス戦に突とつ入にゆうしちゃった時とかと同じです。諦あきらめて早々にリセットするのも手ですけど……今の僕はやっぱり、一度全力で挑いどんで全ぜん滅めつしてタイトル画面に戻もどった方が、スッキリするんですよね」

『…………』

　あ、あれ、なんだろう。誰だれもリアクションしてくれないけど……。ゲームに喩たとえた話がまずかったのかな。

　僕は端たん的てきに結論を告げて引きあげることにした。

「えっと、そんなわけで、これまで、どうもありがとうございましたっ、天道さん！」

　勢いよく頭を下げる僕。……相変わらず誰からも言葉は返ってこなかったけれども……それでも、皆の間に先さき程ほどまでよりは穏おだやかな空気が流れているのが感じられた。

　まあ、恥はかきまくったし、彼女は失ったけれど……ギスギスムードが改善しただけでも、僕のやったことには意味があったよな、うん。

　僕は自分なりにこの結果に満足すると、はにかみながら皆に声をかける。

「さて、じゃあ、今日はもう遅おそいですし、皆さん解散しましょ──」

　と、僕がそう切り出した、その刹せつ那なだった。

「い、いや、あの、ちょっと待って、雨野君」

「？　天道さん？」

　未だ頰ほおに赤みのさす天道さんが、もじもじと進み出てくる。

　その場の全員が一体何事かと見守る中……天道さんは、こほんと咳せき払ばらいをすると。

　少し照れたように視線を逸そらしながら、なにやらごにょごにょと告げてきた。

「………………いつ………………言いましたか」

「……はい？」

　やばい、これは流石さすがに独り言聞き取り能力に定評のある僕でも聞き取れなかった。

　実際他ほかの人も全く聞き取れなかったらしく、全員で天道さんに一歩寄る。

　と、天道さんは「う……」と一瞬ひきつりながらも……。

　しかし次の瞬間……いっそ、やけくそのように、叫さけんできたのだった。

「い、一体、いつ、私がっ、雨野君と別れると言いましたかっ！」

『…………。…………はい？』

　意味が分からず、思わず疑問の声が重なる僕ら。

　中でも、珍めずらしいことにチアキが率先して天道さんに疑問の声をあげた。

「いやいや、だ、だって天道さん、さっき『こんな関係は、終わりにしましょう』とかケータに言ってましたよね？　それってつまり別れるってことじゃ……」

「[image: ～][image: ～]！　や……だからあれは……その……」

　もじもじと、スカートの端はしを握にぎって俯うつむく天道さん。

　途と端たんに、上原君が「ははーん」とにやつく。

「お前、さてはさっきの雨野の告白を聞いて、やっぱり惚れ直したんだろう？　ええ？」

「そ、そうじゃっ、ないです！　そうじゃ、なくて！　私は……その……最初から……そういうつもりで……ここに……」

　その呟つぶやきには、コノハさんが鋭するどく切り込む。

「最初からそういうつもり？　それってつまり、最初から彼を許してヨリを戻そうと思ってたという話ですか？　だったら、どうして関係を終わらせるだなんて……」

「だ、だからっ、そうじゃなくてっ！」

　だだっ子のように手をぶんぶん振ふる天道さん。が、そう言われても、その場の誰も、こんな断だん片ぺん的な情報じゃ彼女の真意など理解できないわけで。

「うぅ……」

　みるみる赤くなっていく天道さん。彼女は一人、ぶつぶつと、「こんな皆の前で言うはずじゃ……」などと呻うめくも、しかし流石にもう、どうにもこうにも、ちゃんと説明しないと場の収しゆう拾しゆうがつかないと悟さとったらしく。

　三度ほど深呼吸を繰り返してから、ぽつらぽつらと、語り始めた。

「で、ですから私は……その……さ、最初から、雨野君との『こんな関係』はもう終わらせようと……決意していたんです。……こ、ここで言う『こんな関係』というのは、つまり……その……ですから……」

「？　どういう意味ですか？」

　純じゆん粋すいな疑問から首を傾かしげて訊ねる僕。

　すると……天道さんは、その瞳ひとみを潤うるませながら、心底恥はずかしそうに……再び、両手で自みずからの顔面を覆いながらも……ようやく、その赤せき裸ら々らな本ほん音ねを、吐と露ろする。




「そろそろ、こんな『恋こい人びとごっこ』みたいな関係は卒業して……、つ、次の、ステップに…………。つまりあの……ちゃ、ちゃんと、きき、き、キスとかそういうのを視野に入れた段階に、移行しましょうと、言いたかったわけでして……」




「…………？…………。…………!?」

　直後。

　茹ゆで蛸だこの如ごとく赤面し俯く若者が、もう一人、その場に増えたのだった。




　　　　＊




　結局当初とはまた違った意味で「いたたまれない空気」になった僕らは、別れの挨あい拶さつもそこそこに、そそくさとその場で解散したのだけれど……。

『…………』

　帰路のバスが、まさか天道さんと完全に被かぶるとは。しかも、僕ら以外に乗客なしときた。

『…………』

　最後部座席にて、真ん中に人一人分程度の隙間を開けて座る僕ら。……本来なら二人掛がけ席にカップルで収まればいいのだが、現状、互いにそう密着できる余よ裕ゆうもなく……かといって完全に別々の席に座るのはおかしいよなという空気の結果、こういう状じよう況きようが出来上がってしまった。

『…………』

　……沈ちん黙もくする二人の間に、バスのアイドリング音だけが木霊こだまする。……まさか、僕の人生における「気まずい状況」ランキング一位が、このたった数時間で再び更こう新しんされるとは思わなかった。

　しかも険悪が故ゆえの気まずさなどではなく……互いに好意がある故の気まずさというのは、初体験にも程があってどうしていいか分からない。胸やらお腹なかやらがムズムズしてたまらなかった。

「（しかもバス、中々発車しないし……！）」

　僕にしろ天道さんにしろ、自宅はここから徒歩でも帰れる距きよ離りだ。つまり、バスならそうかからない距離。時間が時間だから、バスを選せん択たくしただけで。

　しかしこのバスときたら、発車時刻調整なのかなんなのか、全然発車してくれる気配がない。というか今気づいたけど、運転手さん、バス降りて他のバスの運転手さんと談だん笑しようしてんじゃん。いつ出るんだホントこれ。

『…………』

　しかし流石にこのまま沈黙で押し切るのは辛つらい。僕はどうにか勇気を絞しぼり出すと、自分なりのユーモアを最大限発揮して天道さんに喋しやべりかけた。

「……わ、別れの挨拶した後すぐに再会するのとかって、気まずいですよね」

「そ、そうね。気まずいわよね」

「え、ええ、気まずいですね」

「…………」

「…………」

　やべぇ、互いに気まずい宣言しただけだこれ。余計気まずいわ。僕の雑談力どうなってんの。自分という人間がほとほといやになる。

「はぁ……」

　大きくため息をついて肩かたを落とす。と、その瞬間、隣となりからクスクスと笑い声が漏もれた。

　見れば、天道さんが表情を緩ゆるめてこちらを見つめていた。

「雨野君って、こう、不思議と、ずぅーっと変わらず雨野君ですよね」

「ええ？　なんですかそれ。褒ほめられている気がしないんですが……」

「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ、実際褒めてませんから」

「ぐぅ!?」

「まあ、貶けなしてもいないんですけどね」

　そう言って朗ほがらかに笑う天道さん。……なんだか分からないけれど、とりあえず、空気がほぐれたのは確かだ。

　僕はほっと胸をなで下ろしつつ、改めて彼女に向き直った。

「あの、すいません天道さん。その、自分に向けられた気持ちに、こう……我ながら挙動不ふ審しんなリアクションしかできなくて……」

　僕が謝罪すると、天道さんは再び笑いながら返してくる。

「いいえ、それこそ雨野君は、最初からそうじゃないですか。私がゲーム部に誘さそった時だって、相当挙動不審でしたし」

「あ、やっぱりあの時も挙動不審と思われていたんですね、僕」

　そりゃそうなんだけど、地味にショックだ。あの時の天道さんは、天使のような笑え顔がおで許してくれていたイメージだったから……。まあ今思い返せば、あの笑顔や対応は、実に「ビジネス天道さん」だったけれど。

　僕が落ち込んでいると、天道さんは少しだけ座り位置をこちらに近づけてきた。

「でも、私にとっては割と好印象の方が強いですよ、その、一いつ生しよう懸けん命めいな感じ」

「え、えへへ、そう言って貰もらえると……」

「『９』好印象：『１』キモいの割合ですかね」

「あ、ほんのりキモさは感じられているんですね」

　すっと真顔になる僕。なんだろう、九割好印象と言って貰えているのに、全然一割のキモいが勝つよね。キモいという言葉の破は壊かい力、パない。

　そんな僕を見て、天道さんがまた楽しそうに笑ってくれる。…………うん、これが見られたんだから、キモくて良かったな、僕。

　そんな馬ば鹿かなことを考えていると、バスの運転手さんがようやく戻って来た。ドアを閉めながら発車のアナウンスを告げる。

　駅のロータリーをゆっくりと抜ぬけていくバス。僕らは二人、景色をぼんやり眺ながめた。賑にぎやかな繁はん華か街がいの灯あかりが窓の外を流れていく。

　発車したからには、もう二人でいられる時間はあまりない。先さき程ほどまではあれほど気まずかったのに、今は酷ひどく時間が惜おしかった。

「私は次の次のバス停ていですね」

「そう、ですか。かなりすぐですね」

「ええ。すぐ、よね」

「…………」

「…………」

　車内に次の停留所案内の機械音声が流れる。……これを過ぎたら……次が、天道さんの降りる場所。

『…………』

　何か言わなきゃいけないのは分かっていても、何を言えばいいのかが分からなかった。

　カノジョさんに「関係性を先に進めたい」なんて言われたのは、そりゃ掛かけ値なしに嬉うれしい。男冥みよう利りに尽つきると言っていい。僕の妄もう想そうなんじゃないかってレベルだ。

　でも、これは紛まぎれもなく現実で。そしてだからこそ……ただ浮うかれているだけじゃ、いられなかった。いや、むしろ……。

「（僕は……どうしたら……）」

　突とつ然ぜん思わぬ方向に広がりだした未来に、僕は、ただただ戸と惑まどうしかなかった。

「（天道さん的には僕がどうしたら一番幸せなのかな？……って、いやいや、今は彼女がどうしたいかじゃなくて、僕がどうしたいかが、問題なんじゃないのか？　既すでに彼女にあそこまで言わせている以上、ここからは僕が多少強ごう引いんにでも……強引にでも……いやいや、それこそ、失敗したら取り返しつかない心の傷を彼女に負わせるわけで！　いや、でも、だからってウジウジ草食男子的な態度でいるのも違ちがうような……）」

　まるで答えが出ない。……天道さんのことが大好きなのに。大好きだからこそ、僕は何も決められなかった。

　ゲームと違って「失敗してもいい」「当たって砕くだけてみる」なんてまるで思えなくて。

　でも、それじゃいけないってことも分かっていて。

　と、悩なやんでいる間にも車内に次の停留所案内が流れた。天道さんが停車ボタンを押す。

　……駄だ目めだ。このままいつも通りに優ゆう柔じゆう不ふ断だんなままの僕じゃ、絶対駄目だ。

　僕は天道さんと距離を詰つめると、勇気を振り絞って、その膝ひざの上に置かれていた手をぎゅっと握りしめた。

　天道さんの瞳が揺ゆれる。僕は頰ほおを真っ赤にしながら彼女を正面から見つめると、まとまらない気持ちをとにかく口にした。

「あの、えと、天道さんっ、僕も、その、天道さんと前に進みたいですけど……！　でも、あの、だけど、どうしたら天道さんにとって一番いいのかが──」

　と、僕がそこまで言ったところで。

　天道さんはそっと僕の唇くちびるに、その人差し指を当てて、制止してきた。

「雨野君、キモいですよ」

「…………」

「それ以上に大好きですけど」

「…………」

　ふわりと微笑ほほえむ天道さん。その姿に、これまで僕の中を満たしていた焦しよう燥そうは消え、代わりに、穏おだやかで心地ごこちいい胸の高鳴りが戻もどって来た。

　天道さんは相変わらず僕の唇に指を当てたままで、照れたように微笑む。

「白状しちゃうと、私も今の今まで、心の中がはちゃめちゃだったんです。これからどうしたらいいんだろうって。答えが全然出なくて。でも……雨野君が必死で焦あせっている姿を見たら、なんだか、分かっちゃいました」

　天道さんはそう言って微笑むと、僕の唇から指を離はなし。

　そうして次の瞬しゆん間かん──その人差し指を自らの唇へと当てて、美しくはにかんだ。




「その答えは、これから二人で一いつ緒しよに悩んで、ドキドキして、見つけていきましょう」




「…………はい……」

　あまりに「幸福」が過ぎて、思わずぼんやりとした答えを返してしまう僕。

　と、バスが徐じよ々じよに減速し始める。天道さんは鞄かばんを持って立ち上がると「じゃあね雨野君」と僕に小さく手を振ふった。

「あ、はい……さようなら……」

　僕はといえば、相変わらずぽやーんとしたまま手を振り返す。そうしてバスが完全に止まったところで、天道さんは降り口へと向けて歩き出し──

　──しかしその途と中ちゆうで、「あ、そうそう」と何かついでの用事を思い出したようなテンションで僕を振り返ってきた。

「近々是ぜ非ひ私の部屋に遊びに来て下さい、雨野君。進めましょう、関係性」

「あ、はい、よろこんで」

「それじゃあ」

「はい、それじゃあ」

　僕は淡たん々たんと粗そ相そうのないように挨あい拶さつを返し、手を振り、降車する天道さんを見守り、そして、発車するバスの窓からもう一度天道さんに手を振って、別れた。

　そうして……ただただ、ぼんやりとバスに揺られること、三分。




「……………………。………………。……………………はぁっ!?」




　突とつ如じよ大きく叫さけぶと同時に立ち上がる僕。運転手さんの肩がびくりと揺れる。

　僕はすぐに運転手さんに謝罪すると、改めて座席に座り直し。

　そうして……ぐったりと前のめりに項うな垂だれながら、一人、呟つぶやいた。




「……ま、前に進むにしても、急加速が過ぎませんか、天道さん……」




　──結局その日。僕は、バス停を十箇か所しよほど乗り過ごしてしまったのだった。








【雨あま野の景けい太たと天てん道どう花か憐れんと完全勝利】






　日の入りもすっかり短くなり、人ひと肌はだの温ぬくもりが恋こいしくなり始めたとある秋の日。

　薄うす暗ぐらい、女子高生の部屋の中には現在……恋人達の荒あら々あらしい息いき遣づかいが木霊こだましていた。

「……ん……はぁ。……ねぇ……たまには……雨野君が上になって？……」

「う……天道さん……で、でも僕は、天道さんが気持ち良ければそれで……」

「ううん……雨野君……私に……私に、貴方あなたの男らしいところ、見せてほしいの……」

　彼女の、上気して仄ほのかな桜色に染まった頰ほおと、潤うるんだ上うわ目め遣づかい。

「て、天道さん！」

　ここまでされて、黙だまっていられる男なんかいるはずがない！

　僕はベッドの上でむくりと身を起こすと、体勢を変え、改めて天道さんの青く透すき通った瞳ひとみを見つめた。

「天道さん……い、いきますよ」

「ええ、来て、雨野君。……私を……私をもっと昂たかぶらせて！」

「天道さん！」

「あ、雨野君！　そ、そんな最初から無茶苦茶したら、私もう……もう！」

「だ、ダメです天道さん！　僕、もう、自分で自分が止められない……！」

「ああっ、雨野君！　雨野君！　私このままじゃ……このままじゃ……！」

　天道さんの荒い息遣いに、興奮と切なさが滲にじみ始める。

　そうして、次の瞬しゆん間かん──薄暗い部屋に、彼女の嬌きよう声せいが響ひびき渡わたった！

「このままじゃ私────私、また……っ！　こんな、続けて何回も……ああ！」

「う、うわ、そんな、天道さん、凄すごい、あ……あぁぁぁぁぁあああああ！」

　部屋に響き渡る若い男女の叫び声。

　そうして、二人の昂ぶりが最高潮に達した、その時──

〈ＦＩＮＩＳＨ！〉

　──モニター画面から流れたのは、対戦格かく闘とうゲームの無慈じ悲ひな決着を知らせる音声だった。しかも……。

〈１Ｐ　ＷＩＮ！〉〈ＰＥＲＦＥＣＴ！〉

　２Ｐの僕から見れば、追い打ちでしかない情報補足が突つきつけられる。……どうしてわざわざこの格ゲーはそれを言うのか。僕のキャラが画面端はじで無残に倒たおれ、天道さんの操作キャラがガッツポーズをし、そして彼女のキャラのＨＰゲージはとても綺き麗れいな単一色。その画面だけで結果の告知は充じゆう分ぶんじゃないか。

「はぁ……はぁ……」

　僕がベッドの上で……制服姿で彼女の部屋のベッドに腰こし掛かけて無線コントローラーを握にぎったまま燃え尽つき、見慣れない天てん井じようをぼんやりと見つめる。

　とある秋の日の放課後。初めて訪おとずれたカノジョさんの部屋にて、僕、雨野景太は……ごらんの通り、制服のまま格闘ゲームの「対戦」に……いや「敗戦」に勤いそしんでいた。

　同じベッドで僕の隣となりに座っていた天道さんが、大きく嘆たん息そくしながらこちらを横目で睨にらみ付けてくる。

「……貴方にはがっかりです、雨野君」

「ぐ……!?」

　いつもは「ゲームに対して下手へたの横好きな雨野景太」にある程度理解のある彼女なのに、連敗を重ねすぎな今日ばかりは本当に辛しん辣らつな言葉を放ってきた。

　僕は汗あせばんだ手でコントローラーを操作しゲームをキャラ選せん択たく画面に移行させながら、天道さんの目を見ずに言い訳を試みる。

「い、いや、ほら、格ゲーって、プロでも、そう勝率安定しない世界ですし……」

「いえ、たった今怒ど濤とうの二十連敗を喫きつした貴方はある意味とても勝率安定していますよ」

「……まあ、事前にやり込んでいる人との対戦じゃそりゃプロでも分ぶが悪──」

「さっきも言いましたけど、私このソフト、殆ほとんど初プレイですが……」

「…………」

「もっと言えば、このソフト、持って来た貴方の方が遥はるかにやり込んでるはずじゃ──」

「ま、まあ、でもほら、僕ってなんていうの、戦いの中で成長していく的なタイプというか、もう何戦かやれば……」

「いえ、最初はそこそこ拮きつ抗こうしていた勝負が、今やパーフェクトゲームというこの惨さん状じようを見るに、雨野君の成長速度より私の成長速度の方が遥かに早く、つまり追いつくのは……」

「……………………」

「……………………」

　二人の間に沈ちん黙もくが訪れる。背後に流れるキャラ選択画面の陽気なＢＧＭが余計に辛つらい。

　僕は深く嘆息した後、そっと視線を部屋の隅すみへと逸そらすと……唇を尖とがらせて呟つぶやいた。

「…………天道さんのばーか」

「子供ですか貴方は！」

　がばっと立ち上がる天道さん。僕もまた立ち上がり、そのまま口論に突とつ入にゆうする。

「は、初めてカノジョの家にお呼ばれしてドキドキワクワク状態だった彼氏を、無ぶ遠えん慮りよに二十回連続フルボッコしちゃうようなカノジョさんに、子供とか言われたくないです！」

「私は元からそういうタイプだって雨野君はよく知っているでしょう!?　獅し子しは兎うさぎを狩かるにも全力を尽くすのです！」

「そ、それは分かってますけど！　分かってますけど……だったら、『たまには雨野君に（順位的に）上になって欲しいな』的要望なんかしないで下さいよ！」

　本人分かってないだろうけど、正直その頼たのみ方にかなりピンクな空気漂ただよってたし。

　と、天道さんは頰をぽっと桜色に染め、また例の空気を出してくる。

「だ、だって、それはいつも、私ばかり（順位的に）上で……私ばかり（ゲーム的に）気持ち良くて……。だから、たまには、私の（操作キャラの）カラダを、雨野君に、いいように弄もてあそんで貰もらいたいと思って……」

　そんな彼女に、僕もまたその空気に巻き込まれたツッコミ方をしてしまう。

「そんなこと言う割には、天道さん、いつもめっちゃ僕を攻せめてきますよねぇ!?」

「……だって……私もどかしくて……カラダが疼うずいて、つい……」

「僕に（操作キャラを）弄んで欲しいなんて懇こん願がんするんなら、それ相応の態度ってあると思いますけど！」

「雨野君……。……まさかこの私に……（相手の実力を）舐なめろと？」

「まあ無理にとは言いませんが、カノジョさんならそれぐらいはして貰わないとねぇ？」

「く……！」

　ゲスく笑う僕と、オークに捕ほ縛ばくされた姫ひめ騎き士しの如ごとき屈くつ辱じよくの表情を見せる金きん髪ぱつ碧へき眼がん女性。

　そうして二人……正直既すでに会話の妙みようには気づいていて、その上で若じやつ干かんの悪ノリを始めていた矢先の出来事だった。




〈ガシャーン！〉




　……ドアの外から、盛せい大だいに陶とう器きの割れる音が聞こえてきたのは。




　　　　＊




「…………天道さん。正直僕……ここ数年でトップクラスの凹へこみ具合です、今」

「奇き遇ぐうね雨野君。私もよ……」

　二人、肩かたを落としながらトボトボと夜道を歩く。夕方六時半。秋の北の大地の日の入りは早く、周囲は既に真っ暗だが、時間が時間だけに人通りはまだまだ多かった。

　僕は天道さんと並んで歩きながら、深々と嘆息する。闇やみの中でも分かる程ほどに白い息がほわっと広がった。

「（天道さんのお母さん……説明で事情は分かってくれたみたいだけど……。……はぁ）」

　いくら誤解が解けたところで、娘むすめの彼氏として初対面でやらかした事実は消えない。

　隣では天道さんも僕に負けず劣おとらずの大きな白い息を吐はいていた。

「アレね……いつもの、ただの勘かん違ちがい＆すれ違い案件ならまだしも……終しゆう盤ばん私達軽く自発的にふざけていた部分があるだけに、余計凹むわね、これ」

「はい……慣れないことはするもんじゃないです。ホント反省です。あ、割れたカップは僕が後で弁べん償しようを──」

「ああ、いいわよそんなの。私にも、それに勝手に立ち聞きして勘違いした母にも、満まん遍べんなく責任あるんだから。むしろ雨野君に弁償されちゃう方が、母も困るわ」

「そう、ですか……？」

　そう言って貰えると、ありがたい。僕はほっと胸をなで下ろしつつ呟く。

「まあ、今回はお父さんがいらっしゃらなかっただけ、マシかもしれませんしね」

「そうね。父は別に武ぶ闘とう派はとかじゃないけれど……色々激しい人だし」

「は、はぁ、色々激しい……ですか」

　ど、どういう意味なのだろう。僕はいつかカノジョのお父さんに会う日を想像して、ブルッと身を震ふるわせた。

　と、何か気を遣つかった様子で天道さんが話題を切り替かえてくる。

「そうそう、ごめんなさいね雨野君。バス停ていまで送るなんてワガママ言ってしまって」

「え？　あ、ああ、そうですね。僕を送った後、バス停から一人で、超ちよう絶ぜつ可愛かわいい天道さんが夜道を歩いて帰ること考えると、彼氏として本来断固として断りたかったところなんですが……」

　僕はそこで一いつ拍ぱく置くと、彼女に微び笑しようを向ける。

「でも、何か二人で話したいこと、あったんですよね？」

「……正解です」

　ニコッと微笑ほほえみ返してくれる天道さん。僕は周囲を見回すと、「まあ……」と続けた。

「そういうことであれば、今日だけは許しますけど……」

「今日だけ？　じゃあ普ふ段だんは私、夜にお出かけしてはダメなのかしら？」

「そうですね……。うーん……この人通りと明るさなら、まあギリギリ許します。だ、だけど、午後八時……いや、午後七時半以降に一人で歩くのはダメです！　どうしても出歩きたい時は、僕を呼び出して下さい！　すぐ駆かけつけますんで！」

　僕がそう必死で付け加えると、天道さんはクスクスと笑ってから、少しはにかんで、悪戯いたずらっぽい顔で応じてきた。

「はーい、わかりましたよ……あ・な・た」

「────」

　……………………おっと、危ない、今僕、人の身でありながら成じよう仏ぶつしかけてたぞ。

「（なんかもうホント満足です僕の人生。でもここで死ぬと迷めい惑わくだし、仕方ない……）」

　僕が身体からだに魂たましいを定着するべく自分の頰ほおをぱんぱん叩たたいていると、天道さんもまた自分で言っておいて少し恥はずかしかったのか、こほんこほんと咳せき払ばらいをしていた。

　そうして、何か誤ご魔ま化かすように話題を切り替えてくる。

「そ、それで、あの、二人で話したかったことなのですけど……」

「あ、ああ、そうでしたね！　な、なんですか？」

　二人、少しだけドギマギしたものを残しつつも、新しい話題に移行する。

「えっと、私この前……来週の自分の誕生日に向けて、雨野君に、プレゼント何が欲ほしいか訊きかれたじゃないですか。あれについて、最近ずっと考えていて……」

「あ、はいっ！　な、なんでも言って下さいね！　全力で用意しますので！」

　僕は背筋をピンと伸のばしてそう宣言する。……そもそも引きこもりぼっち野や郎ろうがカノジョに誕生日プレゼントを贈おくるという時点でその緊きん張ちよう感たるや相当なものなのだが、個人的に最近、とある知人の誕生日をするっと見み逃のがしたことに若干罪悪感を覚えていたのもあって、僕は現在、天道さんの誕生日に対しては並々ならぬ闘とう志しを燃やしていたわけで。

　天道さんは僕の意気込む様子に微笑しながら続けてくる。




「私……できれば、雨野君に、押おし倒たおされたいかなって」




「────は？」

　とんでもない発言を聞いた気がして僕が思わず足を止めていると、天道さんは……何かまたも少し意地悪そうにクスクスと笑っていた。

「ごめんなさい、今の言い方は完全にわざとです」

「……心臓が止まるかと思いました」

　一いつ瞬しゆん、頭の中にカレー○シのＣＭを彷ほう彿ふつとさせる奇き怪かいな映像が流れる程度には動どう揺ようした。

　天道さんが続けてくる。

「正確に言うと、雨野君に『倒されてみたい』……ですかね」

「……ああ……ゲームの対戦の話ですか」

　僕が神しん妙みような顔つきで応じると、天道さんは少し申し訳なさそうな表情を見せてきた。

「ごめんなさいね。勿もち論ろん分かってるのよ。雨野君のゲームスタンスだって、私との実力差だって。だけど……不思議ね。私、普段はあんなに勝利に拘こだわってゲームしているのに……。貴方相手だと、時折、無む性しように、自分が負けたくなる時があるのよ」

「……そう、なん、ですか」

「かといって、わざと手を抜ぬいて貴方を立てたいとかじゃなくて……なんていうんでしょう、本気で完敗したいといいますか……。多分、ただ単純に貴方の力強いところとか、男らしいところが、ちょっと見たいからなんだとは思うんですけど……って、なに言ってんだろ私っ。えっと、ごめんなさい。なんかホント勝手なこと言ってますよね、私」

「……いえ……そんなことは全然……」

　僕が自分の不ふ甲が斐いなさに俯うつむいていると、天道さんがどこか慌あわてた様子でフォローしてくる。

「あ、えーと、そう、やっぱり誕生日プレゼントは、雨野君が選んでくれた文ぶん房ぼう具ぐがいいかなっ、うん！　ほ、ほら、それなら授業中にも見てニヤニヤできるでしょ？　うんっ、これ凄すごく素す敵てきな名案！　じゃあホントに安いものでいいので、頼めるかしら、雨野君！」

「天道さん……」

　僕は彼女に何かを伝えたくて口を開くも、続く言葉が出て来ない。と、そうこうしている間に、僕らはバス停に到とう着ちやくしてしまっていた。

　同時に丁ちよう度ど到着したバスが停車し、車体中央の乗り口を開く。ここで乗る客は僕一人しかいないため、タラタラはしていられない。

「じゃあね、雨野君」

「え、は、はい、じゃあ、天道さん……」

　僕は胸にモヤモヤしたものを抱かかえながらも、バスに乗り込む。と同時に即そく座ざに閉まるドア。僕はドア付近の席につくと、すぐに窓から天道さんへ手を振ふった。笑顔で手を振り返してくれる天道さん。……が、バスが発車するとすぐに彼女は僕の視界から消えてしまった。

「…………はぁ」

　僕は座席に深く座り直すと、思わずため息をつく。

　そうして……先程まで彼女の家でコントローラーを握にぎっていた自分の両手をジッと見つめること、十数秒。

「…………やってみるか」

　僕、雨野景太は人生で生まれて初めて、ガチでゲームに取り組んでみることを決心したのであった。




　　　　＊




「というわけで上うえ原はら君、僕に格ゲーのいろはを一から教えて下さい」

「はぁ？」

　翌日の放課後、早さつ速そく数少ない友人の一人、上原祐たすくくんにそう教えを請こうと、彼は露ろ骨こつに怪け訝げんそうな表情を浮うかべてきた。

　彼は一いつ旦たん僕を放置し、リア充じゆうらしくクラスメイトの知り合いに次々と別れの挨あい拶さつを繰くり返す。そうしてその後、よっこらせと鞄かばんを手に取ると、そのまま流れる様に僕へビジネスライクな笑顔を向けて来た。

「じゃあな、雨野。また明日！」

「さらっと逃にげようとしないでよ上原君！　どういうつもり!?」

「それはこっちの台詞せりふだ！　お前、自分のへっぽこっぷりが分かってて、その実に面めん倒どうでストレス溜たまりそうな依い頼らいを俺にしてんの!?」

「た、ただとは言わない！　お礼にソシャゲの招待コード送ってあげるからさ！」

「いるかよ！　っつーか俺への報ほう酬しゆうと見せかけて結局お前が得するだけじゃんかそれ！」

「じゃあ、僕との『ゲーム対戦券』も十枚つけるよ！」

「だからいらねぇって！　なに『肩たたき券』のノリで提案してんの!?　それも結局ぼっちのお前が得するだけじゃねえかよ！」

「今なら桐きりタンスもつけます」

「いらねぇ！　けどそれに関してはお前がどう調達してくんのかに興味があるわ！」

「く……これ以上僕からまだ毟むしり取ろうだなんて……上原君は鬼き畜ちくだね！」

「これ以上も何も、まだ俺は何一つお前から毟り取ってねぇんだが！　お前が一方的に貢みつごうとしてきているだけで！」

「……それ、カツアゲ常習犯みたいな釈しやく明めいだね、上原君……」

「なんだその脅おどし方！　って……」

　ふとあたりを見回すと、クラスメイト達が僕ら二人を見て、コソコソ何かを喋しやべり出していた。

　上原君は「く……」と呻うめくと、一度大きく嘆たん息そくし……そして、ついに折れてくれた。

「……分かったよ。とりあえず……今日だけは軽くゲーセン付き合ってやる」

「わぁ、ありがとう上原君！　やっぱり上原君は頼たよりになるなぁ、うん！」

「……最近、俺、お前が無む邪じや気きの皮を被かぶった悪あく魔まに見えて仕方ねぇんだが……」

　上原君がなにやらぼやいていたけど、僕はそんなもの軽く無視すると、早さつ速そく彼の腕うでを引っ張ってゲームセンターへと繰り出したのだった。




「参りました。ホント、もう、ホント勘かん弁べんして下さい、雨野大先生」

「まったく……情けないなぁ、上原君は」

　ゲームセンターにて彼とワンプレイ五十円の、一昔前の不人気対戦格かく闘とうゲームを始めてから約三十分。

　対面の筐きよう体たいの前でがくりと項うな垂だれる彼に対し、僕は堂々と胸を張り、腕を組みつつ、彼に言い放ってやった。

「たった十戦──全すべて僕に圧勝しただけで心が折れるだなんて、情けない！」

「手て応ごたえがなさすぎてマジでつまんねぇんだよぉぉぉぉおおおおおおおおおおおお！」

　対面筐体からこちらを覗のぞき見、今にも血けつ涙るいを流しかねない勢いで訴うつたえてくる上原君。

　僕は画面の中で倒れた自キャラを横目に、やれやれと首を振った。

「一体、いつになったら、僕は強くなれるんでしょうねぇ、上原師し匠しよう？」

「なんでお前が偉えらそうなんだよ！　お願いだから、多少は成長してくれよぉ。なんで対戦繰り返すごとにむしろ弱くなってくんだよぉおおおお……」

「恐おそらくそれは、僕の格闘ゲームに臨のぞむモチベーションのピークが、最初にあるからだろうね。あとはもう、ただただ、飽あきてダレていくのみだから。正直今ちょっと眠ねむいし」

「向上心！　お前、ゲーム上手うまくなりたいんだろう!?　だったらもっと学習の姿勢を見せろよ！」

「失敬な。一応僕なりに学んではいるよ！　ほら、今回で言うと……変に抵てい抗こうしない方が早く楽になれることとか学んだし！」

「それ格ゲーで悟さとっちゃ一番駄だ目めな項こう目もくだから！　どの業界も、諦あきらめない、ネバーギブアップのマインドが一番大事だって、漫まん画がやアニメでも再三繰り返していることだろ！」

「でもさ、キング○ムの一いつ般ぱん兵とかって、そういう精神論以前にざっくりあっっさり死ぬでしょ？　僕、雨野景太のスペックは、基本あれ以下だと思って頂きたい！　万に一つも天道さんや上原君みたいな武将級キャラを単独で討うつ可能性は、ない！」

「じゃあもう俺に教えられることは何もねぇよ！　お前は絶対強くなれねぇよ！」

「そ、そこをなんとか、上原師匠。……聞けばこの世界『主人公補正』とかいうチート要素があるって噂うわさじゃないですか。それ……なんとか僕にも少し分けて貰もらえませんかね？」

「やり方がクズすぎるだろう！　っつうか持ってねぇよ俺も、んなもん！」

「そうなの？　なぁんだ、だったら最初から上原君じゃなくて、まさに主人公の風格たる三み角すみ君をこそ頼るべきだったなぁ……。失敗した」

「友達を三十分苦行に付き合わせた上で失敗呼ばわりってどういうこと!?」

「あ、じゃ、上原師匠、あざっしたー」

「お前ホントこれ絶交レベルの所業だからな!?　分かってんの!?　なぁ!?」

　上原君が絶ぜつ叫きようする中、ふと、僕の背後に人の気配を感じる。

「あっと、すいません」

　いかな不人気ゲームだろうと、三十分もいれば一人ぐらいはやりたいお客さんも来る。そういう人がいればすぐに譲ゆずると決めていた僕は、慌ててそそくさと立ち上がり、その人物に席を譲る。が、その人は一向に空いた席に座る気配がない。それどころか、脇わきにのけた僕の方に視線を向けている様子だった。

「？」

　その段に至って、僕はようやくその人の顔に視線を向け……そして、それが顔見知りであることに気が付いた。

「お、大おお磯いそ先せん輩ぱい？」

　そこには、相変わらずどこか気け怠だるげな美人ゲーマー先輩が立っていた。着き崩くずした制服のポケットに手を突つっ込みながら、無表情でガムをくちゃくちゃと嚙かんでいる。

「やっぱし雨野景太だ。お疲つかれぇ～」

「お、お疲れ様です……」

　戸と惑まどいながらも僕が挨拶をしていると、対面席の上原君も彼女に気が付き、ＣＰＵ戦をこなしながら大磯先輩に挨拶してきた。

「ああ、ニーナ先輩、お疲れっす」

「ニセハラ、お疲れぇ～」

　軽いやりとりを交かわす二人。……僕の知らないうちに知り合ったとは聞いていたけれど、この二人、なんだか思った以上に親しげだった。……うーむ。

　ただ、今はそこを検証している場合ではない。僕は一度ごくりと唾つばを飲み込むと、正直まだあまり「親しい」とは言えないこの女性先輩に、思い切って頼たのみ込んだ。

「あ、あのっ、大磯先輩！　格闘ゲームのプロたる大磯先輩に、折り入ってお願いが！」

「？　お願い？　あたしに？　雨野景太が？」

　珍めずらしそうに目を見開きキョトンとする先輩。実際僕と先輩はあくまで「顔見知り」程度の関係性だ。普ふ段だんから互たがいに頼み事をするような距きよ離り感では全然ない。

　ＣＰＵ戦で手が離はなせない様子の上原君が「馬ば鹿かっ、お前如ごときのレベルでなにニーナ先輩巻き込んで……！」などと注意してくる。

　が、それでも僕は、勇気を持って口を開いた。

「あのっ、格ゲーの上達のコツ教えて欲しいんです！」

「コツ？　そんなの、ただ沢たく山さん練習するしかないけど」

　身も蓋ふたもない、しかしだからこそこれ以上ない程ほどの真理でバッサリ切り捨すてる先輩。上原君が「だからそう言ってんだろ……」と呆あきれる中、僕は……僕は、恥はじも外がい聞ぶんもなく、先輩に思い切り頭を下げて頼み込んだ。

「そこをなんとか、お願いしますっ、先輩！　裏うら技わざでもなんでもいいんで、勝つコツを！」

　僕がそんなみっともない願いを口にした途と端たん、場にピリッとした緊きん張ちようが走る。格ゲーのプロたるニーナ先輩だけでなく……今や上原君まで、本気で僕に苛いらつき始めているのがヒシヒシと伝わって来た。

　元来気弱な僕がごくりと唾を飲み込む中、先輩が少し刺とげ々とげしい口調で釘くぎを刺さしてくる。

「そういう『近道』ばかり求めるの、あたしが一番嫌きらいな姿勢だって、キミ分かって──」

「分かってます！」

　しかし、僕はその言葉を遮さえぎるように叫さけんだ。二人が少し驚おどろく中……僕は拳こぶしを強く握り込み、ゲーセンのガムがこびりついた床ゆかを見つめ……羞しゆう恥ち心しんに負けそうになりながらも、それでも、自分の勝手で傲ごう慢まんな願いを口にした。

「それでも、僕は今回、どうしても……どうしても一週間で『天道さんへの勝利』を摑つかまなきゃいけないんです！　そして、そのためには、僕が一週間ただ普ふ通つうに努力するぐらいじゃダメなのは、分かりきっているから……！」

『…………』

　ぐっと拳を握り込む。自分が最低すぎて涙なみだが出そうだ。でも……！

「ゲームの上達を目指す際に、補正や裏技みたいなズルにばかり縋すがる姿勢が最低なのは、僕にだって分かります！　だから二人とも、僕のことは存分に軽けい蔑べつしてくれて構いません！　だけど……それが分かった上で尚なお、恥を忍しのんでお願いさせて下さい！　僕に『近道』を教えて下さい！　お願いします！」

「…………」「……雨野……」

　大磯先輩と上原君が、軽蔑とも同情ともつかない、実に神しん妙みような空気で僕を見つめている。

　そうして、沈ちん黙もくのまま十秒程経過しただろうか。

　大磯先輩が、ぶつぶつこの状じよう況きようを纏まとめるように呟つぶやいた。

「……雨野景太という超ちよう弱小最低キャラが、天道花憐という超天才ハイスペック強キャラを、搦からめ手含ぶくみでどうにか倒たおしたい、ねぇ……」

「…………」

「……顔を上げな、雨野景太」

　大磯先輩にそう促うながされ、僕が恐る恐る……最大級の軽蔑も覚かく悟ごの上で顔を上げる。

　と、そこには──




「それ、すっごい面おも白しろそうじゃん。是ぜ非ひ、あたしにも一枚嚙ませてよ」




　──悪戯いたずらを企たくらむ少年のように無邪気な顔をした大磯先輩の姿が、あったのだった。




　　　　＊




　一週間後。天道さんの誕生日当日。

「本当に……やるの？　雨野君」

　彼女の部屋の中、一週間前と同じようにベッドに腰こし掛かけながらも不安そうにこちらを上うわ目め遣づかいで見つめて来る天道さんに対し。

　僕は、決意の瞳ひとみでこくりと頷うなずき返した。

「勿もち論ろんです。そのために、こうしてまた性しよう懲こりもなく、天道さんのお家にずかずかお邪じや魔まさせて貰ったわけですから」

「それは構わないのだけれど……でも……」

　そう言いながら、天道さんはちらりとテーブルの上に置かれたものを見やる。それは、ファンタジーＲＰＧに出てくるような剣けんを象かたどった、洒落しやれたレターオープナーだった。

「ほら、雨野君からとても素す敵てきな誕生日プレゼントはもう頂いたわけですし、別に焦あせってそこまでする必要は……」

「いえ、させて下さい。お願いします、天道さん」

「そ、そんな、頭を下げたりする必要は……！　わ、分かりましたから！」

　そう応じて、慌あわてて──コントローラーを握にぎり直す天道さん。僕が彼女ににこりと微笑ほほえむと、彼女は少々複雑そうな笑みで返してきた。

「（まあそりゃ……折角いい雰ふん囲い気きで終わりそうな誕生日イベントのラストで、わざわざ、弱小彼氏をゲームでフルボッコにはしたくないですよね……）」

　天道さんがこの格ゲー対戦に及および腰な理由は痛い程理解できる。

　しかし……僕だって引くわけにはいかない。なぜならこの一週間僕は……彼女には内ない緒しよで、死にものぐるいで「近道」を踏とう破はしてきたのだから！

「（この勝負には今や、上原君と大磯先輩の想おもいもかかっているんだ……！　その場のリア充じゆうカップルムードを優先して対戦さえしませんでしたじゃ、彼らに顔向けできない！）」

　正直天道さんが「なんでこのムードで、なお頑かたくなに対戦しようとするかねこのカレシは……」感をビンビン出しているのは分かるけど……き、気にしない！　やるったらやるのだ！　恋れん愛あいの師匠たるアグリさんがこの場にいたら、「そういうとこだぞっ、あまのっち！」と叱しかられそうだけど、それでも、やるんだ！

　僕はゲームのロード時間を待つ間、興奮気味に叫ぶ。

「僕は今日、記念すべきこの日に、絶対、天道さんと、やりますからね！」

「言い方！　雨野君それ、今回はわざとですか!?」

「え、何がですか？」

「おっと天然とは、むしろタチが悪いですね！　今日も母、家にいるんですからね!?」

「関係ないです。お母さんの前だろうと、僕、今日に限っては、絶対やりますよ」

「実に男らしい表情で何を言っているのですか貴方あなたは!?」

「普通に格かく闘とうゲームの話ですけど」

「でしょうね！　それは私も重々分かっているんですけどね！」

　なにやら天道さんがツッコミ疲れでぜぇぜぇしていらっしゃる。…………よし。

「（彼女の集中力を削そげている気がするぞ！）」

　上原師し匠しよう直じき伝でん番ばん外がい戦術《揺ゆさぶりトーク》が功を奏しているようだった。上原君が言うには、「お前のトークは、高確率で天道の精神をぐらつかせるからな。彼女のパフォーマンスを著いちじるしく削げるはずだ」とのこと。……正直イマイチ僕の中ではピンと来てない理り屈くつだったが、今回は上手うまくいっているみたいだ。

「……まったく、もう……」

　天道さんがぶつくさ言いながら画面を見つめる。そこに現在映っているのは、キャラクター選せん択たく画面だった。

　僕がジッと見守っていると、天道さんは「えーと……」と少し迷う素そ振ぶりを見せた。普段なら自分の「持ちキャラ」を使う天道さんなのだが、僕との対戦時はハンデと練習を兼かねて様々なキャラクターを使ってくれている。

　というわけで、今日も今日とて彼女は、特に大した理由もなしに主役格の格かく闘とう家かキャラを選択しようとしていたのだが。僕はそこで、実にさりげない風を装よそおって──実際にはかなりの「圧」を伴ともなって、彼女に進言した。

「エルドラド本ほん郷ごうがいいんじゃないですかね」

「え？」

　不思議そうに僕を振ふり向く天道さん。可愛かわいい。僕は彼女に、にこぉっと柔やわらかく微笑みかけて、もう一度告げる。

「エルドラド本郷がいいと思うなぁ、僕。ほら、このお相撲すもうさん、カッコイイし」

「え？　い、いや、私、今日はお相撲さんキャラよりは、もう少し軽快な動きをしたい気分というか……」

「エルドラド本郷は、お相撲さんにしておくには勿もつ体たいないぐらい軽快ですよね！」

「雨野君!?　なんなの貴方のエルドラド本郷推おしは！　何狙ねらってるの!?」

「狙ってるだなんて。そ、そんなことないですよ。ただ、天道さんってほら……お相撲さんが似合うから」

「その言葉、女性に対してどうなの!?」

「むしろそのツッコミ、エルドラド本郷さんに対してどうなんでしょうね！」

「何そのカウンター！……なんか正直ちょっとイラッときたので、やっぱり私、初志貫かん徹てつして格闘家キャラでいきます！」

　天道さんが無慈じ悲ひに格闘家キャラで決定ボタンを押してしまう。が、僕がまだキャラ決定してないので、本決まりではない。……僕は今一度、天道さんに笑顔を向けた。

「……か、からの～？」

「『からの』!?　いやいや、私、このキャラで本当に──」

「…………」

「ぐ……な、なんてつぶらで、綺き麗れいで、なにより憐あわれな瞳で見つめてくるんですかこのカレシは！　わ、分かりましたよ！　分かりました！　エルドラド本郷にします！」

　天道さんはようやく折れてエルドラド本郷を選択、決定ボタンを押す。

　その瞬しゆん間かん僕は……思わずグッと拳を握り込んだ！

「イエス！」

「『イエス』!?　ちょ、雨野君、これ貴方明らかに私を誘ゆう導どうして──」

「♪～♪～」（カチカチカチカチ！）

「って、鼻はな唄うた混じりに高速で『エルドラド本郷キラー』とも言うべき相あい性しよう抜ばつ群ぐんキャラを選択してゲーム開始まで持ってった！　雨野君!?」

「天道さん……今日は正々堂々と闘たたかいましょうね！」

「どの口がそれを言うの!?」

　天道さんが愕がく然ぜんとしていらっしゃる。だけど……構うものか！　僕が貴女あなたに一週間で勝つには、これぐらいしないとダメなんだ！

　僕は約一週間前に頂いた大磯先せん輩ぱいの言葉を回想する。

「格ゲーはぶっちゃけ、キャラ性能とその相性がかなりモノを言うわ。勿論それを覆くつがえす浪漫ロマンも大いにあるわけだけれど、今回はプレイヤーが最弱な分、そこは充じゆう分ぶん利用させて貰もらわないと。つまり……天道には全く持ちキャラじゃない、しかもゲーム全体のバランスで見ても弱い方に分類されるキャラを使わせ。なおかつ、貴方はそのキャラに対して相性抜群かつ、普通に高性能なキャラを摑む！」

　そう、これこそが、大磯師し匠しよう直伝の近道戦術、名付けて《脱だつ法ぽう相性ブースト》だ！

　…………え。いや合法ですよ合法。マナー？　は、はて……僕、格ゲー初心者かつ弱者だからわかんなーい。

　そんなわけで、早さつ速そく対戦がスタートする。

　僕のキャラ……アメリカの軍人さん・ガイヌは早速距きよ離りを取り、遠距離攻こう撃げきを連発する。当然近接戦せん闘とう向けのお相撲さんキャラたる天道さんは防戦を強しいられるが、とはいえ彼女にも対たい抗こう手段がないわけじゃない。

「く……ならこれで！」

　エルドラド本郷が、敵方向に大きく跳とんでその巨きよ体たいで激しく押おし潰つぶす技わざを繰くり出してくる。過去作からの調整で、遠距離攻撃使いへの対抗手段として追加された技だ。技をかわし、なおかつ上空から一気に間合いを詰つめられる技。

　が、これに対して僕は……。

「ていやっ！」

「な──」

　ガイヌの極きわめて優ゆう秀しゆうな対空技で応戦、本郷をはねのけた。

　天道さんが、驚おどろいた様子で訊たずねてくる。

「な、なに今の、雨野君らしくない臨機応変な対応と上級者的コマンド捌さばき！」

「ふふふ……当然ですよ天道さん。なにせ僕はこの一週間……」

　画面の中で再び遠距離攻撃を繰り返しながら、僕は……ニヤリと笑う！




「この一週間、ただただ必死で……この『ガイヌでエルドラド本郷をハメる』練習『だけ』を繰り返してきたのですからねぇ！」




「確信犯だぁぁぁぁっぁああああああああああああああああああああ！」

　天道さんが大きく叫さけぶ。僕はふっと髪かみをかきあげると、再びガイヌの対空技で本郷をあしらいつつ呟つぶやいた。

「天道さん……その『確信犯』って言葉の使い方、誤用ですよ？」

「うちのカレシが今、限り無くうざい！」

　天道さんが露ろ骨こつにカッカし、プレイに精せい彩さいを欠く。……どうやら再び上原君直伝番外戦術が決まったようだ。僕はそれに冷静に対処し、そして……。

〈２Ｐ　ＷＩＮ！〉

　結果発表を受け、しばし無言の時間が僕らの間を満たす。

　と、次のラウンド開始を待つ間、天道さんが横目でギロリと僕を睨にらみ付けてきた。

「雨野君……回線切断みたいなゲームにおけるマナー違い反はん行こう為いを心底憎にくんでいた過去の貴方の素敵な感性は、一体どこにいったの？」

「失礼ですね天道さん、そういう僕も、ちゃんとまだいますよ、この胸に」

「あ、雨野君……そ、そうよね、ごめんなさい、私ったら──」

「────美しい思い出と、共に」

「完全にお亡なくなりになってますよねぇ!?」

　と、天道さんがツッコむと同時に始まる第二ラウンド。直前の会話のせいでまたもカッカしてしまった天道さんの動きはやはり極めて読みやすく、僕の遠距離技＆対空技の前にガリガリゲージが削けずられていく。

　どんどんいらつく天道さん。それでも全く手を緩ゆるめない僕。

　そうして、気づいた時には、なんと……。

〈ＦＩＮＩＳＨ！〉

『あ』

　僕と天道さんの呆あつ気けにとられたような声が重なる。だってその結果は……。

〈２Ｐ　ＷＩＮ！〉

　……僕の勝利なのは当然ながら、それに加えて……。

〈ＰＥＲＦＥＣＴ！〉

　──まさかの、僕の、一いち撃げきたりとも貰わない、完全勝利だった。

『…………』

　部屋に圧あつ倒とう的な沈ちん黙もくが降りる。

　見れば、天道さんが俯うつむき、ふるふると肩かたを震ふるわせている。

　僕は……そんな彼女の肩にそっと優やさしく手を置いて、語りかけた。

「天道さん……どうでしたか？　天道さんにこの僕が勝利するという、このサプライズ的誕生日プレゼント。……喜んで……貰えましたか？」

「雨野君……」

　天道さんがゆっっくりと顔を上げ、潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめてくる。

　彼女と僕の視線が熱く絡からみ合い、二人の間には濃のう密みつな感情の奔ほん流りゆうが渦うず巻まいた。

　そうして、数秒の後。

　涙なみだを拭ぬぐい、正面から僕を見つめた天道さんは……満面の笑えみで、その言葉を、告げて、くれたのだった。




「正直、そういうことじゃ、ないですよね」




「ですよね」

　ホント言うと、僕もそれ、練習段階から既すでに薄うす々うす感づいてましたけどね！　ノリノリな師し匠しよう二人の手前、言い出せなくなっていたとこあるよね！

『…………はぁ』

　僕らは、二人、ベッドの上で大きくため息をついたのだった。




　　　　＊




「でも雨野君の動き、本当にいやらしかったですよ。らしくなさすぎて驚きました」

　しょぼしょぼと帰り支じ度たくを始めた僕に、天道さんがベッドに腰こし掛かけたままクスクスと笑いかけてきた。

　僕は肩を竦すくめてそれに応じる。

「そりゃそうですよ。この一週間、寝ねる間も惜おしんであればっかりやってたんですから。……ふわぁ」

　本番を終えたら途と端たんに眠ねむ気けが襲おそってきた。眠気を散らすためにも「んっ」と手を前に伸のばすと、天道さんが「あ」と何かに気づいたような声をあげる。

「雨野君、その手……」

「へ？　ああ……恥はずかしいですね」

　僕は自分の左手親指にぷっくりと小さく出来たタコを見て苦く笑しようした。

「対戦環かん境きようとか自分の技術とか考こう慮りよして、この一週間、十字キーでずっと練習しちゃってたんで……生まれて初めてゲームダコ出来ちゃいましたよ」

「そう……なんだ……」

　天道さんが呆あきれた様子を見せる中、僕はぽりぽりと頭を搔かいて続ける。

「なんか……汚きたない手段の練習にタコ作るとか、ホント、格好つかなくて申し訳ないです。あれですよね。思えば天道さん、僕に勝って欲しい云うん々ぬんっていうのは……手段を問わずとかじゃなくて『男らしいところが見たい』っていう想おもいからでしたもんね。……完全に的まとを外してましたね……僕……」

　思い切り嘆たん息そくしてげんなりと落ち込む僕。……うーん、一体どこから間ま違ちがってしまっていたんだろうか。勝利に意気込んだまでは良かったはずだけれど……。

「（ああ、上原君や大磯先輩に『僕がなんで勝ちたいのか』をちゃんと説明しなかったのが敗因か！）」

　終わってみれば、相変わらずの僕らしい「すれ違い」「言葉足らず」のせいらしかった。……つまり、やっぱり、全部、僕が悪い。

　考えれば考えるほどしょんぼりしていると……天道さんはなにやら一人、ぽーっと僕の方を見たままぶつぶつ口を動かしていた。

「……あの雨野君が……寝る間も惜しんで……ゲームダコが出来るまで……」

「う……」

　な、なにやらその口から漏もれている言葉から察するに……本気で僕の馬ば鹿かな行こう為いに呆れているらしい！

　僕は、あまりにいたたまれず、慌あわてて鞄かばんを摑つかむと「そ、それでは今日はこの辺で！」とそそくさと退室せんとドアノブに右手をかけ──

「待って」

　──たところで、左手をふわっっとした何かに包まれた。

　驚いて振ふり返ってみると……そこでは、天道さんが、なぜか、僕のタコが出来た左手を、その両手で、愛いとおしそうに包み込んでくれていた。

　彼女の手の温ぬくもりと、だけどその意図が全く分からないことで僕が動どう揺ようしまくって目をキョロキョロさせてしまう中。

　天道さんは……僕の手を自みずからの顔の前まで持っていって、女め神がみのような顔で呟いた。

「ちゃんと見せて貰いましたよ……貴方あなたの、凄すごく、男らしいところ」

「て、天道さん？」

「……ふふっ」

「っ！」

　突とつ然ぜん彼女から、あまりに美しいはにかんだ笑顔を向けられ……心臓を跳はね上がらせる僕。

　状じよう況きようは未いまだよく分からない僕でも……流石さすがに、今の彼女から自身に向けられている大きな愛情を感じられない程ほど鈍どん感かんでは、なくて。

「天道さん……」

　ぽーっとしながら、僕は、思わず彼女の手に自分の手を重ね直す。天道さんは少し照れた様子で……だけど僕から全く目を逸そらさず、強い意思で、告げてきた。

「私……もっと……貴方の男らしいところ、見たい、かな」

「天道さん……それは……」

　僕らの間に流れる、濃密な空気。徐じよ々じよに二人の距離は近づき、そうして……。

〈ガシャーン！〉

　ドアの外から響ひびき渡わたる、陶とう器きの割れる音。

『…………はぁ』

　僕と天道さんは二人、同時に大きく息を吐はくと、苦笑いを交かわし合う。

　そうして僕はすぐにドアを開けると、案の定そこであわあわしていた天道さんのお母さんの掃そう除じの手伝いをしながら、例の如ごとく釈しやく明めいを始めた。

「あ、あの、ですからお母さん、これは相変わらず僕らにありがちな勘かん違ちがい案件でして、男らしいところを見せて云々っていうのは、あくまで、相変わらずゲームの話でしかなく……ねっ、天道さん？」

　彼女の同意を求めるように、振り返る僕。

　と……天道さんはなぜか頰ほおを赤く染めると……僕らからぷいっと視線を逸らし、こほんと咳せき払ばらいしてから、ぼそぼそ呟いたのだった。
















「……私からは、ノーコメントでお願い致いたします」








【上うえ原はら祐たすくと弱くてニューゲーム】






「今日の放課後、女に会ってくれだぁ？」

「ああ」

　俺が不信感たっぷりの面おも持もちで訊たずね返すと、雅まさ也やは相変わらず妙みように胡う散さん臭くさい、いやらしい笑みを浮うかべ、密談を交わすが如ごとく俺の肩かたに手を回してきた。俺は思わず大きくため息をついて、旧校舎男子トイレの小こ汚ぎたない窓からぼんやりと空を眺ながめる。

「（十分しかねぇ休きゆう憩けい時間にわざわざこんな場所のトイレまで付き合わせるあたり、何かあるとは思っていたが……）」

　道中色々考えた中でも、下から三番目ぐらいにはイヤな展開だった。ちなみに最悪はタバコなんかの非行に誘さそわれることで、最高は余ったライブチケットなんかを譲ゆずってくれるとかそういう展開だ。

「いや俺、今日は大事な先約があるからよ」

　俺はポケットからスマホを取り出して休憩時間の残りを確かく認にんする。しかしそんな俺の露ろ骨こつに興味ない態度にもめげず、雅也はぐいっと俺を引き寄せて続けてきた。

「まあ聞けよ。その子……『綾あや辻つじねむ』ちゃんって言って、この前合コンで知り合った、うちの後こう輩はいなんだけどよ」

「合コンって……合同コンサートの略とかじゃあ、ねぇよな？」

「んなわけあるかよ。普ふ通つうに合コンだよ。男女で集まってわいわいやる方の合コン」

「おぉ、ジャニーズとＡＫＢの合同コンサートか」

「確かにそれも男女で集まってわいわいやる合コンだけども！　おい、祐ぅ」

「悪わりぃ悪ぃ。だけどそれにしたってお前、まだ高校生で、更さらにカノジョ持ちのくせに、合コンって……」

　俺は呆あきれ眼を向けるも、雅也は相変わらず妙に人なつっこい笑えみを返してくる。

「ま、しょーじき俺も大学生の兄貴に数合わせで連れて行かれただけなんだけどな。だから浮うわ気き心ごころ全くなかったっつったら噓うそになるけど、基本的には九割社会科見学のノリよ」

「社会科見学ねぇ……」

　随ずい分ぶんと軽い社会科見学もあったもんだ。まあでも、実際雅也はこういうヤツだ。軽いっちゃ軽いんだけど、素直であり、悪気もなく、だから不思議と憎にくめない。

「だから当然参加者も大学生ばかりだったわけだけれど、そこにどういうわけか俺と同じくらいの女子がいてよ。訊きいてみたら、うちの学校の一年生だっつうんだよ」

「なるほど。で、なんだ、その子……綾辻なんたらちゃんが、このモテモテリア充じゆうイケメンたる俺に興味あると」

「話早はえぇじゃねぇか」

「断る」

「いやマジで話早すぎるぜ祐さんよぉ！」

「早いもなにも、最初から、今日の放課後は先約あるっつってんだろ」

「んなもん、パスしろよパス。どうせアレだろ。ほら、亜あ玖ぐ璃りちゃんと帰るとかそういう日常的なアレだろ」

「まあ確かに日常的なアレだけれども、先約は先約だ」

「いやいやいや！　先がどうとか関係ねぇから！　優先度の話だから！」

「や、だから、俺の中での優先度は先に約束した方に……」

「この世に『尻しりの軽い女との約束』以上に大事なものなんざあるかよ！」

「あるわ！　っつーか、その下半身主体の生き様を俺にまで押しつけるな！」

　雅也の手を振りほどきトイレを後にしようとする俺に、雅也が慌てて取り縋すがってくる。

　俺は大きく息を吐いて足を止め、彼を振り返った。

「おいおい……なんで雅也がそう必死なんだよ。俺とその女を会わせて、お前になんのメリットがあるっつうんだ」

「親友が幸せになる。それこそが俺のメリットさ！」

「なるほど。で、実際は？」

「友人の貞てい操そうを代だい償しように、彼女の『軽い』女友達を紹しよう介かいしてくれる約束を取り付けた！」

「クズじゃねぇかよ！」

　前言撤てつ回かい。こいつ素直だし悪気もないし明るくて憎めないけど、やっぱり根はかなりのクズだ。……憎めないクズって、なかなかタチ悪くね？

「た、頼たのむよぅ、祐ぅ。ねむちゃん、俺には全く興味ないけど、お前にならあるっつうんだもんよぉ。となりゃ、そりゃ取引もするだろうよぉ。これこそ、素す敵てきなウィンウィンの関係だろうがよぉ」

「お前とその女はな！」

　俺が高校での友人選び失敗の可能性に思いを馳はせて嘆たん息そくしていると、雅也は不思議そうに首を傾かしげた。

「？　や、でも祐にだって全然悪い話じゃないだろう？」

「いや悪い話だろ。俺今日先約あるわけだし、なによりカノジョ持ちだし……」

「？　あれ？　でもお前、最近亜玖璃ちゃんと上手うまくいってねぇんだろう？」

「ぐぅ!?」

　他人の口から発せられた「上手くいってない」という単語にえらく胸を抉えぐられる俺。

　俺は胸を押さえながらも雅也に訊ねる。

「ま、雅也お前……それ、誰だれから、上手くいってねぇって……」

「や、誰からも何も……普通に傍はたから見てての印象、だけど」

「ど、どの辺が上手くいってないように見えるわけ？」

「どの辺がって……そもそも若い男女が半年間も何一つ進展しないっつー時点で相当にアレだったけど、最近なんかは特に、一いつ緒しよに遊ぶ時も妙にぎくしゃくしてるし」

「ぐ……」

　それは図星だった。俺と亜玖璃は……実際近ちか頃ごろ上手く絡からめていない。雨あま野のとのキス未み遂すいに関しては一応勘かん違ちがいということで決着はついているのだけれど、とはいえ、それはそれとして、互たがいへの接し方が探さぐり探りにはなってしまっているわけで。

「（なんつーか……臆おく病びようなんだろうな、俺も、亜玖璃も）」

　二人とも一見ガツガツ行くタイプに見えて、実際は「相手の意思」こそを最も尊重したがる部分がある。だから最近じゃ「こうしたら相手に変に思われないか」「ああしたらまた相手に勘違いされるのではないか」という思おも惑わくが先に立ちすぎて、結果、当たり障さわりのない極きわめて表層的な会話に終始してしまいがちであり。

　で、そんな状況は他人から見たら、そりゃ「上手くいってない」ようにしか見えないわけで……。…………。

「（…………いや、『見える』じゃなくて……実際『上手くいってない』のか……）」

　そんなことを改めて認識して落ち込み、ため息をつく俺。

　そんな俺の心の隙すきにつけ込むように、雅也が再提案してくる。

「んなわけで、ここらでどうよ、お前に好意ある後輩女子との面会っつーのは……」

「それは断る」

「意外とガード硬かてぇなこの男！　なぁ、頼むよぅ、祐ぅ。一度会うだけでいいんだって。そこから先は、お前の好きにしていいからさ」

「や、だから、俺にはカノジョが……」

「いるって言えるのか？　今の状じよう況きようで？　本当に？」

「…………」

　すぐには言葉が返せなかった。……さしたる既き成せい事実もなく、最近じゃ会話さえぎこちない間あいだ柄がらの女子を、カノジョと呼んでいいのか。それは……俺の亜玖璃に対する気持ち云うん々ぬんとは、また全く別の問題であり。

「（それに、最近雨野と天てん道どうの凄すげぇ潔いさぎよいカップル成立場面見ちまったしなぁ……）」

　自分と亜玖璃の間にアレに匹ひつ敵てきする一場面は、今のところないわけで。

「…………（はぁ）」

　と、その沈ちん黙もくの間をついて、雅也が俺の肩を叩たたきつつ強ごう引いんに予定を押しつけてきた。

「じゃ、放課後、旧校舎裏手の元自転車駐ちゆう輪りん場じようで彼女が待ってる手て筈はずだから。よろー」

「あ、おい、待てって！　だから俺は大事な先約が──」

「あーあーあー」

　俺の主張を無視し、耳を塞ふさいでそそくさと去って行く雅也。

「（野や郎ろう……！　言うだけ言って、逃にげるつもりか！　これで俺が放課後ばっくれたら、俺が、自分に好意を向ける女の子を外に放置する鬼き畜ちく野郎みたいになっちまうじゃねぇか！　冗じよう談だんじゃねぇ！）」

　雅也の意図を察した俺は、必死で彼を追いかけるも。




　──結局この日、問題の放課後に至るその瞬しゆん間かんまで、雅也は耳を塞いで俺から逃げ回り続けたのだった。

　……もう一度だけ前言撤回。

　雅也はクズじゃない。この邪よこしまなひたむきさは、もはや尊敬に値あたいするレベルだ。

　……まあ。

　友達選びは、確実に間違えたけどな。




　　　　＊




「しかも、いねぇし……」

　放課後。仕方なく約束通り向かった旧自転車駐輪場には、女の子どころか人っ子一人存在しなかった。さび付いたトタン屋根だけが、風に揺ゆれてキシキシと鳴っている。

　石いし畳だたみの隙すき間まから伸のび放題の雑草を踏ふみつけつつ屋根の下に入ってみるも、腰こしをかける場所は勿もち論ろん背を預けられる壁かべもなく、酷ひどく居い心地ごこちが悪かった。

「（早く済ませて先約に合流したいんだけどな……）」

　所在なく首筋をさすりながらぼんやりと相手を待つ。本当ならスマホの一つもいじりたかったが、こういう時に露骨にスマホで時間潰つぶしているのを相手に見せてしまうのもどうなのだろうなと考え、暇ひまでも、居心地悪くとも、緊きん張ちよう状態を保ってその場にぽつねんと立ち続ける。

「（……なんだろうな。俺の駄だ目めなところって、こういうところなのかな……）」

　どうでもいいと思っているはずの女子に対してまで、結局こうして気を遣つかってしまっている自分。亜玖璃のことだけを本当に優先するなら、この約束をすっぽかすぐらいはしても良かったハズなのだが……。

「……それができないのが、俺なんだよなぁ」

　こんなだから八方美人呼ばわりされるのだろうか？　しかしこればっかりは性しよう分ぶんとしか言いようがないわけで、どうにも──。

「何ができないんですか？」

「っ」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、俺は心底驚おどろきつつも慌あわてて振ふり返る。と、そこには赤茶けたボブカットと凄すさまじく短いスカート丈たけが印象的な実に垢あか抜ぬけた女子生徒の姿があった。

　俺は少し動どう揺ようしながらも、すぐに笑顔を取り繕つくろって手を挙げる。

「よ、よぉ。えっと……あ、綾辻さんで、良かったかな」

　そう微笑ほほえんでから、すぐに「なんで笑顔見せたんだ俺」と後こう悔かいする。……どうして、どうでもいいはずの相手にまで咄とつ嗟さによく見られようとするんだ、俺は。……はぁ。

　しかし俺の後悔に気づくはずもなく、後輩女子……綾辻さんとやらはニコッと無む邪じや気きに笑った。

「あはは、そうでーす。どもでーす。あ、さん付けとか別にいいんでー。いっそ『ねむ』呼びでもいいですよ？　あ、ってか、早いですねー先せん輩ぱい。うけるー」

　そのままキャッキャと楽しそうに一人笑う綾辻さ──綾辻。……俺の奥で未いまだ生きる生き真ま面じ目めな俺が心の中で盛せい大だいにため息をつく。う、うーん、高校入学してこの手のノリには俺も大分慣れたと思っていたが……どうやらまだまだらしい。

　俺は一いつ旦たん心を落ち着かせると、改めて綾辻へと向き直った。

「えっと、それで綾辻？　もしかしたら雅也が言ってないかもなんだけど、その、俺、既すでにカノジョがいるんだわ」

「？　あ、はい、アグリさんとかって人ですよね。聞いてますー。うけますよね」

「う、うける？」

「や、だって、半年付き合って何もないらしいじゃないですかぁ」

　悪びれる様子もなく、にこにこと笑って返してくる綾辻。……今度は心の中の俺だけじゃなく、現実の俺までため息をつきかけた。

　俺は頭をぽりぽり搔かきながら、綾辻に訊たずねる。

「えっと、じゃあ、その上で、綾辻は、俺にどういう用件なわけ？」

「用件？　用件って。それ訊ききます？　えーと、あ、じゃあ、付き合って下さい」

「じゃあって……」

　俺は思わず啞あ然ぜんとするも、綾辻は平然とした顔で続けて来る。

「え、だって、先輩、カノジョさんと上手くいってないんですよね？　だったらいいじゃないですか。あたしも今丁ちよう度どフリー……みたいなもんですし」

　みたいなもんですか。

「いや、良くないから。なんつうかな……その……上手くいってないとかってのは一時的なことであって……気持ちはちゃんとあるっていうか……」

　初対面の後輩女子に俺は何を言っているんだ。恥はずかしくて顔が熱くなってくる。

　俺は早々に話を切り上げるべく、結論を急いだ。

「っつうわけで、俺はキミとは付き合えな──」

「あ、じゃあ、それはいいです」

「──へ？」

　あっさり引かれて変な声を出してしまう俺。まるで手押し相撲ずもうで攻こう撃げきをすかされたような気分だ。

　とはいえ、相手がすんなり引いてくれるなら好こう都つ合ごう。俺は軽く手を上げて続ける。

「えと、じゃ、じゃあ、そういうことで……」

「はいっ、そういうことでっ、全然ＯＫでーす！」

　なぜか笑顔で応じて来る綾辻。俺は頭の上に「？」マークを浮うかべながらも、まあ相手が納なつ得とくしてくれたならそれでいいかと、その場から去るべく彼女に背を向けて歩き出し──

「……!?」

　──たところで、突然、自分の右みぎ腕うでに柔やわらかい何かが絡みついてきたのを感じてギョッとして足を止めた。

　慌てて確かく認にんすると、そこには……俺の腕に豊満な胸を押しつけるようにして抱だきついてきている綾辻の姿があった。

　彼女は上うわ目め遣づかいで俺を見つめてニコッと笑う。

「じゃ、行きましょうか祐先輩」

「は、はぁ!?　いや行くってどこに──」

「え？　まああたしは、別にどこでもいいですケド」

「どこでもいいって、それどういう──」

「静かで二人きりになれる場所なら、それで」

「────」

　瞬間、自分でも驚く程ほどに心が凪ないでいくのが分かった。

　俺は……ぐいっと強めに彼女を自分の腕から引きはがすと、淡たん々たんと、全く感情のこもらない声で彼女に告げる。

「……雅也から聞いてない？　綾辻。俺、今日先約あるからさ」

「はぁ、そうですか。でも、きっとあたしの方が先輩を楽しませられますって」

　にっこにこと、まるで悪気のない笑顔でそんなことをのたまう綾辻。

　俺はそれを……思わず鼻で笑ってしまった。

「はっ、それはねぇな、絶対」

　瞬間、彼女も流石さすがに若じやつ干かんムッとした様子で返してくる。

「なにそれ。あたしより、何もさせてくれないカノジョの方がいいって言うんですか？」

「ああ、そりゃ勿論そうだ」

「っ！」

　しれっと返す俺に、苛いら立だちを募つのらせ強く睨にらみ付けてくる綾辻。……うわ、なんか本ほん性しよう出てきてるよ、こいつ。怖こわいわぁ。

「先輩。そういうの、やめません？　萎なえるんですよねー」

「おぅ、萎えたならそれでいいじゃねぇか。じゃ、さいなら」

　軽く手を振って去ろうとする俺の肩を、しかし綾辻がガッと摑つかんでくる。……だから、怖こえぇって。

「あたしが好みじゃないなら、そう言って下さい」

「や、そういう問題じゃなくてだな──」

「そういう問題ですよ。あたしの容姿に問題ないなら、それでいい話じゃないですか」

「いやいや、全然いい話じゃねぇって」

「カノジョさんにバレなきゃそれで──」

「だからさぁ！」

　いい加減ムカムカと来て思わず声を荒あららげる俺。が、仮にも後輩たる女子がびくんと怯おびえた様子を見て、俺は「……わりぃ」と頭を搔いた。

「なんつーのかな……。……とりあえず、綾辻。別に俺はお前のことを特別悪くは思ってねぇよ。好きでもねぇけど。アリなんじゃねぇの？　そういうのも」

「…………」

「でも俺は……やっぱ、そういうんじゃねぇんだわ。わりぃな。他ほか当たってくれよ。実際お前、客観的に見てかなり可愛かわいいと思うぞ、うん──」

　──とまで言ったところで、ハッとして即そく座ざに反省する俺。こ、こういうとこじゃないのか俺！　なんで俺今、綾辻の容姿褒ほめたよおい！　この状じよう況きようでまで女子にフォローとか入れるか俺！　ホント救いようねぇな俺！　世界八方美人選手権ベスト16ぐらいまでなら余よ裕ゆうじゃねぇのかこれ！

〈ガンッ！　ガンッ！　ガンッ〉

　あまりの不ふ甲が斐いなさに、思わず近くのさび付いた鉄骨にガンガン頭をぶつける俺。と、綾辻は一いつ瞬しゆんその奇き行こうにギョッとした様子を見せるも……一つ「はぁ」とため息をつくと、次の瞬間にはなにやら毒気を抜ぬかれた様子で呟つぶやいてきた。

「……マジで、雅也先輩の言う通りの人ですねー、祐先輩って」

「雅也の言う通り？」

「『イケメンオオカミの皮被かぶった生真面目ヒツジ』」

「うぐ!?」

　まさか、あのアホっぽい雅也にまでそんな見み抜ぬかれ方していたとは！　マジか。俺って思った以上に、全然高校で「強くてニューゲーム」できてねぇの？

　俺が胸を押さえて呻うめいていると、綾辻は何処どこか吹ふっ切れた様子で笑った。

「やー、でもまさかここまでとは思わなかったです。だって合コンで会って十分であたしに『二人でどこか行かない？』って誘さそってきたあの雅也先輩の友達ですよ？　っていうか、祐先輩って、なんで雅也先輩と友達なんですか？」

「……そ、それは俺が訊きたいぐらいかもしれん」

　そう答えて、思わず綾辻と苦笑いを交かわし合う。まあ実際、雅也は雅也で本当にいいヤツなんだけどな。……欲よく望ぼうがアレすぎるけど。

「えと……じゃ、俺、本校舎玄げん関かん前で先約と待ち合わせしてるから……」

　そう告げて去ろうとする俺。綾辻は引き留めてこそこなかったが、代わりに「あたしも一いつ緒しよに戻もどりますー」と隣となりに並んできた。

　ぽりぽりと頭を搔く俺に、綾辻は小こ悪あく魔まな笑えみを向ける。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ちゃーんと祐先輩の待ち合わせ相手に見られる前に別れますから」

「う……」

　なんか見み透すかされていた。……俺ってそんなに感情が顔に出るタイプかなぁ。

　綾辻と連れだって本校舎へと戻る道を歩く。……正直特に話すこともないのだが……どうにも俺は無言の時間というヤツが苦手であり、気づけばどうでもいいことを話し始めてしまっていた。

「俺はさ、綾辻。ずっとずっと、ただリア充じゆうになりたかったんだよ」

「ですかー。ま、でも、据すえ膳ぜん食わない人には、無理なんじゃないですかぁ」

「ぐ」

　毛先をくるくる指で巻きながら、気軽に辛しん辣らつな返答をしてくる綾辻。俺はそれに若干ダメージを受けながらも……それでも、俺は俺なりの答えを返す。

「そ、そうだな。お前や雅也みたいには、俺は結局なれねぇのかもしれないな」

「うっは！　一分前にフッた後輩女子にすぐ弱よわ音ね吐くイケメン先輩とか、超ちよううけるんですけどぉ！」

　げーらげら笑って手を叩たたく綾辻。おおっとぉ、こいつマジで性格わりぃな。いやフッたのは本当だけどさ！　このテンションの会話でそのリアクションするかよ普ふ通つう！

　俺は若干苛いらつきながらも前を向き……咳せき払ばらいをして、改めて、シリアスな空気を作り直した。

「でも俺は最近、新しい友達なんかとつるむようになってからさ。少しだけ、自分の目指すものに関して、考え直したんだよ」

　俺はそこでしばし間を置くと……ある程度溜ためたところで、満を持じして、その結論を、爽さわやかな笑顔と共に語った。




「俺は、俺の考える『リアルの充じゆう実じつ』を目指せれば、それでいいのかなって──」




「あ、ヒロくーん！　え、今日部活中止になったの？　やーん嬉うれしぃ！　じゃ、あたしも一緒に帰るぅー　ねぇねぇ、時間あるなら二人で静かな場所寄っちゃおっかぁ？　なーんて、きゃっ、恥ずかしい」

「おいお前マジか」

　先せん輩ぱいがかなりいい話している途と中ちゆうで他の男に愛あい想そ振ふりまいてキャピキャピするってどういうこと？　どういう思考回路の切り替かえ方してんの？　雅也と同じで、もはや一周して尊敬対象だわ、軽けい薄はく女子、綾辻ねむ。ナチュラルボーンリア充は違ちげぇなー、やっぱ。

　と、俺が妙みような感心の仕方をしていると、件くだんのヒロ君とやらがうきうきと荷物を取りに行ったのを見計らって、綾辻が俺を振り返ってきた。

「じゃ、祐先輩、そういうことで。先約のカノジョさんによろしく言っといてねー」

「言うか。っつうかそもそもだな──」

「あ、ヒロくん待ってぇー！　え、部室に荷物取りに行くの？　やーん、あたし男臭くさい運動部室とか大好きぃ！　いっしょに行くぅ！」

「お前なんか凄すげぇな」

　もはや俺の中である種の評価がうなぎ登りだった。綾辻ねむ。これはもしかしたら、いつか、何らかのカタチで歴史に刻まれる名前かもしれない。次会ったら是ぜ非ひサインを貰もらっておこう。

　俺は綾辻の背中を見送ると、改めて、先約との待ち合わせ場所である本校舎玄関前へと向かった。

　と、そこには案の定、既すでに待ち合わせ相手の姿が。そいつは俺の姿を見つけると、一瞬子犬の様に嬉しそうに笑って駆かけ寄ってくるも……すぐに何かハッとした様子で頰ほおを膨ふくらませて、ぷりぷり怒おこってきた。

「ちょっとちょっと、いくらなんでも、遅おそいよ！　すぐ戻るって言ったじゃん！」

　俺を上目遣いで見ながら、妙に可愛かわいらしい、実に初うい々ういしい怒り方をする待ち合わせ相手。

　俺はそいつの髪かみをくしゃくしゃとかき混ぜながら、謝罪した。




「わりぃわりぃ、ホント待たせちまったな────雨野」




　彼女──ではなく、彼、雨野景けい太たは、くすぐったそうに俺の手から逃のがれながら、照れくさそうに笑いつつ……しかしこういう場面ではちゃんと怒らなきゃという妙な使命感の下もと、実に微び妙みようなリアクションで返してきた。

「ほ、ホントだよ！　まあ別に……今日は急ぐわけじゃないからいいんだけど……」

「いいんじゃねぇか」

「で、でも、人として待ち合わせに平気で遅おくれるのは、どうかと思うんだ、僕」

「だから悪かったって。友達なんだから許せよ、これぐらい」

「と、友達！　そ、そう……だね。と、友達なんだから……そ、そうだよね」

　なにやら若干興奮した様子で小さく「友達……ふふ……友達」などと呟く、実にチョロいクラスメイト。

　俺は彼のそんな様子にやれやれと肩かたを竦すくめると、「ほら行くぞ」と促うながし歩き始める。

「あ、ま、待ってよぅ、上原君」

　と、慌あわててトテトテと小走りで追いかけてきて、俺の隣に並ぶ雨野。

　俺たちはそのまま学校の敷しき地ちを抜けると、街方面へと続く道を歩き出した。

　と、そこで雨野が小首を傾かしげて訊たずねてくる。

「ところで、上原君、実際何処行ってたの？　なんか外から玄関に来たけど……」

「ちょっと野や暮ぼ用でな」

「野暮用。……なんか意味深な響ひびきだよね」

「いやそんなんじゃ──と言いたいところだけど、今回はマジで野暮用だったな」

　確かに、こんなに「野暮用」という言葉の似合う「野暮用」も中々ないかもしれん。

　と、雨野が興味を引かれた様子で食いついてきた。

「なにそれ超気になるんだけど。詳くわしく」

「いやいや、それが野暮ってんだよ」

「ええー」

　雨野が不服そうに頰を膨らませる。そんな彼のリアクションが面おも白しろくて俺が思わずクツクツと笑ってしまっていると、雨野は突とつ然ぜん、神しん妙みような顔つきで改まって訊ねてきた。

「でもその……今日は、本当に僕なんかに付き合って良かったの？」

「？　良かったって、何が？」

「いや、だって……今日は同好会でもなんでもなく、ただ、僕がゲームショップに中古ソフトを見に行くっていう、ただそれだけの日なんだよ？」

「ああ。でもそれに付き合うって言ったの俺だしな。実際気になるし、中古ソフト」

「や、でも……上原君、なんか今日用事入ってたんでしょ？　それって、僕に付き合ってゲームショップ行くことなんかより、よっぽど大事なことだったんじゃないの？」

「んー？」

　どうやら、普ふ段だん意外と律りち儀ぎに時間を守る俺が今日に限って「遅れて」やってきたことについて、雨野は雨野なりに何か察して心配してくれているらしい。

　俺はそんな彼の目を見つめ返すと…………ニカッと笑って、ぐしゃぐしゃともう一度その髪をかき回してやった。




「いーや、全然？　こっちの方が遥はるかに有意義で優先度高たけぇっつの」




「そ、そう？　ならいいんだけどさ……」

　雨野は少しはにかみながら笑う。が、そんな自分のリアクションを俺に見られるのが恥はずかしかったのか、こほんと咳払いをすると、いっちょ前に憎にくまれ口を叩いてきやがった。

「でも上原君って、こう見えて、案外いつも暇ひましてるよね。ホントに『リア充』なの？」

「っせぇよ」

「あいたっ」

　俺はそこで、コツンと強めに彼の頭を小こ突づくと。

　今日も今日とて、たらたらと、生産性の欠片かけらもない怠たい惰だで青春無む駄だ遣づかいな放課後を──




　──親友と馬ば鹿かみたいに笑いながら、開始したのであった。








【星ほしノ守もり千ち秋あきとネタバレローカルプレイ】






　北の地で山々の紅葉が最も賑にぎわいを見せる、十月も半ばの朝。

　自分はちくちくと肌はだになじまないマフラーに口元を埋うめると、今日も一人、嘆たん息そく混じりに学校へと向かうバスを待っていました。

「（……急に冷え込んできましたね）」

　あんなに残暑の厳きびしかった九月が、今では遠い過去のことのように思えます。……世間的な季節区分で言えば今は「秋」なのでしょうけど、暑さにも寒さにも弱い典型的な虚きよ弱じやく体質の自分、星ノ守千秋からすれば、外気温に肌寒さを覚えたらそれはもう立派な「冬」です。

「（というか、『秋』とか『春』の曖あい昧まいさってなんなんですか。自分みたいなひねくれぼっちの服装が周囲から浮うくのを試ためされる期間すぎてホント嫌きらいです）」

　現在もこもこと顎あごを埋めているこのマフラーにしましても、自分がどれだけの周辺観察と決意をもって着用しだしたことか。妹のコノハなんかは、

「や、薄うす着ぎも厚着も自分の好みで判断すればいいじゃん……」

　なんていつも呆あきれた様子で姉を見下してきますが、正直、ちゃんちゃらおかしいです。これだから根っからのリア充じゆうさんは困りますね。自分みたいな気弱な人間にとっての「服装」とは、いつだって何よりも優先して、

「周囲と比ひ較かくしておかしくないか」

　という基準をもって選ばれるのです。防寒性云うん々ぬんっていうのは、その後になってようやく考えられることであり。

　自分は思わず鼻息強めに拳こぶしを握にぎり込みます。

「そういう意味では、自分こそっ、根っからのオシャレさんと言えるのではっ！」

　…………。

　言ってみたはいいものの、正直絶対違ちがう自覚はあったので、頰ほおを染め、こほんと咳せき払ばらいします。と、そこでポケットの中のスマホがぶるっと一度振しん動どうしました。何かと思って確かく認にんしてみると、最近少し離はなれ気味だったソシャゲの通知です。

　自分は一度顔を上げてまだバスが来なさそうなのを確認すると、アプリを起動させます。まずログインボーナスを受け取り、現在開かい催さい中のイベントをチェックし、そうしたところで……。

「あ……」

　……メッセージが一件、自分のアカウント向けに届いていることに気がつきました。

「（メンテナンスのお詫わびか何かですかね）」

　無料でガチャが回せる予感に少し機き嫌げんを良くしながら受信箱を開きます。と、その瞬しゆん間かん目に入った表示は……。




〈送信者：ツッチー〉




「っ」

　その表記にびっくりして、思わずスマホから顔を上げ、意味も無くキョロキョロと周囲を窺うかがってしまいます。……と。

「あ……」

　丁ちよう度どそのタイミングで、バスが減速して自分のいる停留所に入ってきました。自分は少しわたわたしてしまいながらもバスに乗り込むと、今日も今日とてガラガラの車内を歩き、いつもの自分の定位置たる、前方の二人掛がけ席に座りました。

「ふぅ……」

　バスが発車する中、鞄かばんを横に置いてマフラーをはずしながら、一息つきます。

　ゆっくりと窓の外を流れていく、なんの見所もない景色。バスのエンジン音と、後方座席から時折漏もれ聞こえてくる小さな雑談の声。

　自分は右手にスマホを握ったまま、しばらくぼんやりと窓の外を眺ながめました。……基本的に登校や外出が好きとは言いがたい自分ですが、朝のこの、ゆったりとしたバス通学の十数分間に関してだけは、とてもお気に入りです。自分の部屋で過ごすのとはまた違う、「心地ここちよい、一人の時間」が、ここにはあります。ちなみに、自分の創作アイディアが湧わくタイミングランキング第二位が、このバス通学の時間です。一位はお風ふ呂ろでシャンプーやトリートメントをしている時ですけどね。最近だとあるモヤシチビにワカメワカメ言われることもあって、入念にトリートメントをするので余計に……っと、こんな話はどうでも良かったです。

「……それにしても、どうして今いま更さら、ゲーム内メッセージなんか……」

　息を整えてから、再びスマホの画面を見つめます。そこには、相変わらず送信者名「ツッチー」のメッセージ。見み間ま違ちがいではなかったようです。

「件名は……『スポット巡めぐりのお誘さそい』？……スポットって……。……あっ」

　自分は一瞬首を傾かしげてしまいましたが、すぐにその用語が指し示すものへと思い至りました。

「そうでしたそうでした、この《ＧＯＭ》、前回のアップデートで新機能追加したんでしたっけ」

　呟つぶやきながらも、一いつ旦たん受信箱を離れ、例のシステムのヘルプ画面へと飛んでみます。

「ふむふむ……ああ、そうでしたそうでした、現実の位置情報でやるアレでしたね」

　要は……ぶっちゃけ《イング○ス》や《ポケモンＧ○》人気のそれに乗っかったような機能です。スマホのＧＰＳ機能を使い、現実世界の特定地点に行くと、アイテムなりキャラなりが貰もらえるという。

　正直引きこもりの自分にはまるで響かない機能であり、これまでは完全にスルーしてしまっていました。

　機能の概がい要ようが分かったところで、再び受信箱に戻もどり、本文を開いてみます。

〈突然すいません。まだ《ＧＯＭ》ってやられていますか？　もしやられているようでしたら、暇な時でいいので、この前追加された新機能で一いつ緒しよに遊びませんか？〉

「……な、ななっ」

　思わず手からスマホを取り落としそうになります。静かな車内だけに近くの方からチラリと見られてしまいましたが、自分はぺこりと一礼すると、今度は両手でしっかりとスマホを持って、画面に視線を何度も走らせました。

「こ、ここ、これって、けけ、ケータからの、お出かけの、お誘い……ですよね？」

　自分にしか聞こえない小さな声で呟きます。……心臓が、バクバクと鼓動を打ちます。このバス車内でこんなに緊きん張ちようを覚えたのは、音おと吹ぶき高校初登校の日以来でした。

　自分はカタカタと震ふるえ、頰を真っ赤にしながらも……しかしすぐに決意を滾たぎらせると、なにはともあれまずは彼に了りよう承しようの意を伝えるべく、超ちよう高速で返信を打ちました。

〈是ぜ非ひに！〉

　送信ボタンを押し、荒あらい鼻息をむふーと漏らします。……この手のお誘いを一も二もなく受けるなどというのは、自分にしては実に珍めずらしいことでした。いつもなら、熟じゆく慮りよに熟慮を重ね、胃が痛くなってきたところで、丁てい重ちようにお断りするのがパターンです。

　けれど……。

「（く、悔くやしいですが、あるんですね、こういうのって！　ごちゃごちゃ複雑な周辺事情なんかを考える前に、とにかく嬉うれしくなっちゃって、即そく自分の中で最優先になることって！　まるでゲームの発売日です！）」

　スマホを両手で持ち、彼からの返信を今か今かと待ちながら、うきうきを抑おさえ切れずに足をパタパタさせてしまいます。

「（……ま、まったく仕方ないゲーム野や郎ろうですね、ケータは。天てん道どうさんというカノジョさんがいながらも、ゲームのこととなると途と端たんに見境なくなって、自分を誘っちゃったりなんかして、も、もう……）」

　ケータと仲良く、共通の好きなゲームを遊びながらお出かけ。……ああ、もう、なんでしょう、悔しいけど……悔しいけど楽しみすぎて困ります！　なんですかこれ！　こんな幸せなことが自分に突とつ然ぜん起こっていいのですか！　何か巨きよ大だいな落とし穴でも設置されてなきゃ、釣つり合い取れないレベルですよこれ──

「っと、返信です！」

　──受信箱に新着メッセージが表れます。きっとケータも、通学バスの中でメッセージを打ってくれているのでしょう。……あ、あわわ、なんですかこれ、朝からメッセージ送り合うなんて、自分たち……まるでとても仲良しさんみたいじゃないですか！

　自分はぽっぽと浮かれながらメッセージを開くと、幸福気分でその文面を確認します。

〈良かったです！　じゃあ、互たがいに都つ合ごうのいいタイミングを調整して、近いうちに遊びましょう！　楽しみにしてますね！〉

「こちらこそですっ」

　スマホに向かって思わず敬礼してしまいます。自分は早さつ速そくこちらのスケジュールがガラ空きである旨むねを返そうと──したところで、ふと、先さき程ほどのケータからのメッセージがまだ続いているのに気づきました。どうやら、改行位置の関係でギリギリ画面に収まっていなかったようです。

　自分は極きわめて上じよう機き嫌げんに、鼻歌混じりに画面をスクロールさせると、そこでようやく──




〈──楽しみにしてますね！　コノハさん！〉




「……あっ」




　──ようやく、自分があまりにも巨大な落とし穴へとハマッていたことに気づいたのでした。




　　　　＊




「馬ばっ鹿かじゃねぇの」

　屋上へと続く階段踊おどり場の採光窓から外の景色を眺めたまま、上うえ原はらさんが心底呆れた様子で嘆たん息そく混じりに呟きました。

　自分は踊り場から二段上の階段にちょこんと腰こし掛かけ、両手でスマホを摑つかみながら涙なみだ目めで相談を続けます。

「ど、どうしましょう、上原さん」

「どうするっつわれてもなぁ……」

　こちらを振ふり返り、小窓の縁へりに右みぎ肘ひじをつきながら上原さんが気け怠だるげに応じてきます。

「お前が俺を改めて相談相手として信用し、ネット関連の状じよう況きようを洗いざらい話してくれたことについては、俺も高く評価するけどよ」

「は、はい。上原さんとしては衝しよう撃げきの事実だらけだったと思いますが……」

「いや全然。俺が既すでに把は握あくしていた情報を、もう一度たらたら説明されただけだし」

「な、なぜ事前に全すべての状況を把握して!?　上原さんまさか……やっぱり自分を……」

　ストーキングでもしているのでしょうか!?　自分ががくがくと震えていると、上原さんはどうでもよさそうに頭を搔かいて、話を戻してきます。

「そもそも、お前は今、雨あま野のとはどうしたいわけ？　天敵じゃなかったのかよ」

「そ、それは……」

　もじもじと俯うつむく自分に、上原さんは嘆息します。

「いや別に言わなくてもいいわ。その辺も俺側で既に大体察しているからな」

「お、恐おそれ入ります」

　ぺこりと頭を下げつつ、自分はちらりと、どこか憂ゆう鬱うつそうな上原さんの横顔を見ます。

「（でもでも、上原さんって、自分のことを好いてくれていたのでは……？）」

　この前の告白はやはり冗じよう談だんだったのでしょうか？　まあそうなんでしょうけど……でも……うーん……。

　と、自分がそんなことを考えていると、上原さんが話を進めてきました。

「普ふ通つうに『やっぱり都合つきませんでした』と断るんじゃ、駄だ目めなのか？」

「ど、どうでしょう。こちらは最初に参加の意思を示してしまっていますし、日取りなんかも、『互いに都合つくタイミングを調整して』という段階なので、今『やっぱり無理です』と断る上手うまい理由は全然ないかと……」

「あー……お前、一回行く意思ある返信しちゃってんだもんなぁ」

「す、すいませんです……」

　しょんぼりとする自分に、上原さんは自みずからの髪かみをくしゃくしゃ搔き、実に面めん倒どうそうに……それでも真しん剣けんに、悩なやんでくれている様子でした。

「確かに、この段階で断るのは妙みようだわな。じゃあ……そうだな。雨野のスケジュールを訊きいて、その上で、『あー、その辺、たまたま全ぜん滅めつですねー。残念ですー。今回は縁がなかったということでー』という断り方をすれば……」

「あのあの、ケータは基本、『いつでも』空あいているらしいです」

「あいつ友達少ねぇもんな！」

「そしてそして残念ながら、自分は彼以上にいつも暇ひまなのですよ！」

「もうホント二人でくっつけよ、頼たのむから！　ぼっち同士、幸せになってくれよ！」

　上原さんが何故なぜか涙混じりに叫さけんで来ます。……最近の上原さんの動向は、イマイチ意味が分かりません。自分へ告白した件とかは、やはり彼の中で完全になかったことにでもなっているのでしょうか？　言い訳みたいになってしまいますが、上原さん側がそんなだと、自分側としてもイマイチあの件に言げん及きゆうしづらく……。

　結果、なんだか結局元サヤ……って言うのか分かりませんが、自分と上原さんの関係は「相談相手」に戻ってしまっていました。自分としてはありがたいですが……うーむ。

　自分は停てい滞たいムードの仕切り直しも兼かねて、今回の件の責任の所在を再確かく認にんすることにしました。

「まったく、《ＧＯＭ》も余計な機能を追加してくれたものですよね！」

「責任転てん嫁かにも程があるな！　っつうか、お前らのやってたソシャゲ《ＧＯＭ》っつうのか。……全然聞いたことねぇけど」

「あ、はい、これは略りやく称しようなんですよ。正式名めい称しようは《ゲート・オブ・マーズ》です」

「おう、それならなんか最近ＣＭとかで見たことあるかも。でも略称はそんな堅かた苦くるしい感じじゃなくて、なんとかマーズ……ああ、そう、ゲーマー──」

「いえ《ＧＯＭ》です」

　ピシャリと言い切る自分に、目をぱちくりさせる上原さん。自分は「ハッ」と息を吐はいて続けます。

「こう、露ろ骨こつに新規開かい拓たくを狙ねらって企き業ぎよう側が打ち出してくるキャッチーな略称とか嫌きらいなんですよねっ、自分」

「おっと久々に出たな、星ノ守の面倒臭くさい部分！」

「じ、自分だけじゃないです！　古参のユーザーなら確実に《ＧＯＭ》派は閥ばつに属すと考えていいでしょう。だってだって、初期の頃ころは完全にそれで浸しん透とうしていたのですから。そうだ、なんだったらケータで試ためしてみて下さいよ！　上原さんが軟なん弱じやくな略称で呼ぼうものなら、自分と同じ勢いで嚙かみついてきますから！　絶対！」

「なんだその謎なぞの信しん頼らい関係。お前らの絆きずなはホント意味不明すぎるな。ったく……」

　上原さんは呆あきれたようにそう呟いたのち、ふと、何か思いついた様子でこちらを見つめてきました。

「これは素そ朴ぼくな疑問なんだが、じゃあ、お前らこじらせゲーマーって、ドラクエはＤＱとかって言うわけか？」

　その疑問を、自分は一いつ笑しように付します。

「ははっ、ちゃんちゃら可笑おかしいですね上原さん。そこは普通にドラクエ一択たくですよ」

「そ、そうか。まあ無む駄だにひねくれまくっているわけではないんだな──」

「そしてＦＦに関しては『あえて懐なつかしさ含ぶくみで《ファイファン》と呼びたい。が、基本ＦＦ呼びでも全く問題なし』というスタンスに決まっているじゃないですか！」

「決まってるの!?　いやそこは人によって意見が分かれるところだろうがよ、絶対！」

「いえ、少なくともケータと自分は完全に見解が一いつ致ちしていますので」

「もうホントお前ら結けつ婚こんしろよ！」

　謎の判定基準でツッコんでくる上原さん。なぜか自分とケータの関係を激げき烈れつに応おう援えんしてくれているのはありがたいですが……たまに言われるこの手の「結婚してしまえ！」系ツッコミは、自分的にイマイチピンと来てないです。きっとケータもそうでしょう。

　上原さんは再び窓の外を眺ながめつつ、話を戻もどしてきました。

「ま、普通に考えるなら、とりあえず星ノ守のスマホをコノハちゃんに渡わたして、普通に代役として行って貰もらえばそれで済む話ではあるな」

「ですね。ただそれには……やはり、看過できない大きな問題があります」

「問題？　ああ、コノハちゃんがボロを出す可能性とかか？」

「それも多少ありますけど……もっと大きな問題があるのです」

「も、もっと？　ええ？　お前がそこまで言うようなこと、あったっけか？」

　不思議そうに顔だけ振り返らせる上原さん。自分はそれにこくりと頷うなずき返すと、極めて真剣に答えました。




「自分も、ケータと楽しく遊びたいのです！」




「お前雨野大好きだな！」

　上原さんにツッコまれて、自分は思わず頰ほおを赤くします。

「そ、そんなんじゃないです！　ケータがどうとかじゃなくてですね！　あの、その……これはやっぱり《ＭＯＮＯ》と《ツッチー》の間で育はぐくまれた感情値の蓄ちく積せきによって発生した一大イベントじゃないですか！　それを、妹に譲ゆずるっていうのは、こう……」

　自分の言葉に、もう今日何度目になるか分からない呆れ目で応じる上原さん。

「それは、そもそもお前が変な噓うそついたからじゃねぇかよ。こんなに『自じ業ごう自得』って言葉がぴったり当てはまるケースも中々ねぇぞ」

「ぐ……！　そ、そうなんですけどもっ、けどもっ！」

「まあ言わんとしていることは分かるよ。じゃあ……そうだな。お前も『妹についてきちゃいました』の体ていでひょいっと参加すりゃいいんじゃね？」

「そ、そんな『お邪じや魔ま虫』扱あつかい、は自分のプライドが許しません！」

「この期ごに及およんで『プライド』とか言い出すかお前！」

「だってだって、そういう参加方法だと、ケータは確実に『な、なんでワカメまで？』テンションでしょうし、妹は『この姉が邪魔すぎる……』と睨にらんで来る気がします。なんですかその休日の過ごし方」

「確かに地じ獄ごくの空気だな。とはいえ全部お前のせいだけど。んー……。……あれ？……というかそもそも大前提として、雨野って、一人で来るのか？」

「へ？」

　その疑問に変な声をあげてしまう自分。上原さんが続けてきます。

「いや、普通に考えて、雨野が自分からコノハちゃんと二人きりで出かけたがるかなって話だよ。一応カノジョ持ちの真ま面じ目め君だぜ？　あいつ」

「い、言われてみればそうですね。チャラ男おの上原さんじゃあるまいし……」

「流れるように相談相手を傷つけるのとかやめようぜ。びっくりするわ」

「でもでも、実際ケータってゲームが関かかわると人格変わりますから、全然男女がどうとか気にしないで、勢いで《ＭＯＮＯ》を……コノハを誘さそったのかもしれませんよ？」

「ああ……まあその可能性は捨すてきれねぇか……。……うーん」

　再び頭を悩ませ始める上原さん。と、そのとき、校舎に朝のＨＲ五分前を知らせる予よ鈴れいが響ひびき渡った。

　自分が階段から腰こしを上げると、上原さんは「とりあえず」と結論してくる。

「休み時間に、それとなく俺から雨野に探さぐりを入れてみるよ。星ノ守がどう動くか決めるのは、それからでもいいだろう」

「あ、はい、すいません。お手数おかけ致いたしますが、よろしくお願いします」

　自分はぺこりと上原さんに頭を下げます。と、上原さんは自分の頭をくしゃくしゃと撫なでると、なんの裏も感じさせない爽さわやかな笑え顔がおで告げてきました。




「任せとけって。なんつっても俺は、誰だれよりもお前の味方をするって決めてんだからよ」




「────」

　その刹せつ那な、不意に、ズキリと自分の胸に痛みが走りました。

　先を行く上原さんの背を追いながら、額にじわりと滲にじむ汗あせを拭ぬぐいます。

「（……もしかして、もしかして、今、自分は……。……自分は、自分に好意を抱いだいてくれていたらしき男性に対して、とてつもなく酷ひどいことをしているのでは……）」

　そんな考えが頭を過よぎるものの、それを覆おおい隠かくす程ほどに自分の中からわき出てくる様々な感情。

　まず、圧あつ倒とう的自己評価の低さからくる、上原さんの好意への疑念。

　それでいて相談相手としての上原さんは心底頼たよりにしてしまっている依い存そん心。

　そしてなにより……日に日に募つのるばかりのケータへの想おもい。

　それらが一いつ斉せいに押し寄せてはぐちゃぐちゃに混ざり合って、もはや自分ではどうしていいのか分かりません。

「…………」

　ただただ俯うつむき、のろのろした足取りで階段を降ります。

　ふと気づくと、自分は無意識にスマホを取り出し、ネットのブラウザを開いてしまっていました。……その瞬しゆん間かん、自分は自分に愕がく然ぜんとしました。

「（今、検けん索さく……しようとしてたのですか、自分は。どこかの誰かに答えを求めて）」

　自分のあまりの主体性のなさに思わず失笑してしまいます。

　こんなだから、自分は駄だ目めなのです。

　他人にアドバイスを求めて、他人の顔色ばかり窺うかがって、そのくせ相手に正面から見つめられたら、すぐに恥はずかしがって逃にげて。

　……自分の本ほん音ねを晒さらすのに、怯おびえて。

「（創作者として……誰よりも、自分を表現することの力を知っていたはずなのに）」

　このままでは、天道さんに、アグ姉ねえに……いえ、ケータに、置いていかれてしまう。

　そんなことになるぐらいなら、いっそ。

　後こう悔かいと自己嫌けん悪おにまみれた、昔の自分へと緩ゆるやかに退化するぐらいなら、いっそ。

　たとえ、また、馬ば鹿かみたいに面めん倒どうなことになるのが、分かりきっていたとしても。

　それでも……それでも。




　自分の行く道筋ぐらいはっ、自分で、決めないとっ！




「あ、あの！」

「？」

　気づけば自分は、不思議そうに振ふり返る上原さんに向けて……階段の上から、朝の陽光を背に、大きな声で、提案してしまっていたのでした。




「あのあの！　やっぱり……皆みんなで一いつ緒しよに出かける流れにしませんかっ、このイベント！」





雨野景太






「うーん、コノハさんから中々返信こないなぁ……」

　昼休み。今日も今日とて天道さんに誘われてやってきたゲーム部室で弁当を広げつつ、僕は机に置いたスマホをちらりとチェックした。

　天道さんが箸はしの先で器用にプチトマトを挟はさみながら訊たずねてくる。

「ああ、雨野君が先日言っていた『浮うわ気きの許可』の話ですか？」

「いやそんな許可を取った覚えはないですけど。ただ、『若じやつ干かん痴ち女じよの気けがある方と二人きりでお出かけしてもよろしいでしょうか』と訊ねただけで」

「充じゆう分ぶんアナーキーなお願いだと思いますけど」

　そう言いながらも淡たん々たんとプチトマトを口に運ぶ天道さん。……相変わらず、この件に関して怒おこっている感じでもないけれど、楽しくもなさそうだ。

　僕はスマホの画面をオフにしつつ、改めて天道さんに向き直る。

「や、でも、僕の周辺で《ＧＯＭ》やっている人、コノハさんだけですし。それにコノハさん……いえ、《ＭＯＮＯ》さんは、昔からの戦友なので……」

　ずっと一緒にゲームをやってきた人が側そばにいると判明している状じよう況きよう下かで、現実を舞ぶ台たいにした新イベントが実装されたら、そりゃゲーマーとして誘わない手はないわけで。

　とはいえ、僕だって「カノジョ以外の女子と二人きりでお出かけ」という行いが浮気や裏切りにあたりかねないのは重々承知している。だから、天道さんにちゃんと事前に許可申しん請せいをしたわけだけれど……。

　天道さんは一いつ旦たん箸を置くと、パックの緑茶をストローで音もなく啜すすり出した。……相変わらず、一々所作が綺き麗れいな人だ。ガサツなアグリさんとは大おお違ちがい。…………。

「？　どうしたの、雨野君。急にキョロキョロして」

「い、いえ。なんかこう……次元を超こえて叩たたかれてもおかしくない気がしたので」

「うちの彼氏さんはどうしてこう、突とつ然ぜん脈みやく絡らくもなく妄もう言げんを始めるのかしら」

　呆あきれたように嘆たん息そくする天道さん。彼女は「まあいいです」と仕切り直すと、緑茶を机に置いて僕を見つめてきた。

「貴方あなたのカノジョたる私としましては、事前に目的をキッチリ明示した上で許可を求めてくる雨野君のその姿勢には大変感心させられております。また『コノハさん相手には常に一定の間合いを意識して対処します』という誓ちかいにも、私の彼氏としての自覚、そしてゲーマー的観点からの攻こう略りやく思考がきちんと働いていて素す晴ばらしいとしか言いようがありません。そのイベントに浮気の可能性が殆ほとんどないのは最も早はや証明されたも同然でしょう」

「なら、何も問題は……」

「あります」

「え？」

　浮気の可能性を完全に潰つぶしたのに……それでも問題？

　僕が首を傾かしげていると……天道さんは、相変わらず淡々とした様子で、さも当然のことのように告げてきた。

「私が寂さびしいのです」

「大問題だ！」

　その場で思わず立ち上がる僕。こくりと頷き、続けてくる天道さん。

「本来なら私と過ごしてもいい枠わくを他ほかの女性に取られるのです。しかも楽しそうなゲームイベントで。これは寂しい」

「そ、そうですよね！　えっと、じゃあ、だったら、やっぱり天道さんも一緒に……」

　そう提案しかけた僕に、しかし天道さんはびしっと掌てのひらを突つきつけて拒きよ絶ぜつしてくる。

「それはそれで、天道花か憐れんとしてのプライドが許しません！」

「おっと面倒くさい！」

「事前に彼氏がちゃんと誠意を持って申請した会合にさえ、しれっとカノジョが同どう伴はんするとか……ちょっと、アレな女すぎてどうかと思うのです」

「言っている意味は分かりますけど……。……うーん、だったら、えーと、やっぱり僕がコノハさんと遊ぶの自体を中止にするということで円満に解決──」

　僕がそう言った途と端たん、しかしこれまで以上の勢いで猛もう然ぜんと否定してくる天道さん。

「そ、それは余計プライドが許しません！　遊んで下さい、是ぜ非ひ！　彼氏の趣しゆ味みまで縛しばる女になんて、この天道花憐、絶対なるものですか！　馬鹿にしないで下さい！」

「は、はぁ、ありがとうございます。じゃあ、お言葉に甘えて、二人で楽しく──」

「…………。…………くすん」

「手て詰づまりとはこのことですね！　なんか変なこと言い出してすいませんでした！」

　全力で頭を下げる僕！　うん、僕が悪い！　妙みようなイベント企き画かくした僕が悪いなこれは！　天道さんがどうこうじゃなく、この企画発生させた時点で詰んでたんだな！

　とはいえ、このまま思考放ほう棄きしても仕方ない。

　僕は頭をぽりぽりと搔かくと、どうにか妥だ協きよう点を探さぐる。

「えっと、じゃあ……そうですね。天道さんだけじゃなく、他の人も一緒、とかだったらどうでしょうか？」

「他の方ですか？　たとえばどなたでしょう」

「ほら、チアキとか」

「星ノ守さん……」

　と、天道さんはそこで何故なぜか少し唇くちびるを尖とがらせてきた。

「……雨野君、普ふ段だんは彼女を天てん敵てき呼ばわりする割には……遊び相手を考えた際は一番最初に彼女が出てくるのですね。しかも名前呼び捨すてで」

「へ？　あ、いや、今のは単純にコノハさんからの連想であって……。あと、名前呼び捨ても、最初からずっとそうなだけで……」

「貴方と星ノ守さんは、最初からずっと仲良しですものね」

「いや仲良しだからっていうか──」

　と僕は反論しかけたものの、よく考えてみると……確かに、最初は、「気が合ったが故ゆえの名前呼び」だったのを思い出した。敵対関係になってもそのままだったからすっかり忘れていたけれど。

　本当に最初の最初は、僕もチアキも、互たがいに親愛の意味から名前呼びを始めたはずで。

　僕が押おし黙だまってしまっていると、天道さんは箸を唇の先にちょこんとつけながら……そっぽを向いて、少し拗すねたように呟つぶやいた。

「……私も名前呼び、されたいです……」

「え……」

　ドキリと動きが止まる僕。……時計の音がカチカチと部室内を満たしていく。

　僕はごくりと唾つばを飲み込むと……こういうのは勢いが大事だと素早く腹をくくり、変に間が空きすぎる前に、さらりと、口にしてみた。




「花憐」




「……………………」

「……………………」

　…………………………。…………………………。

　…………カァァァァァァァァァァ。

　二人の顔が、同時に勢い良く真っ赤に染まっていく。
















　駄目だ、恥ずかしい。なんだこれ。告白した時の十倍恥ずかしいってどういうこと？

　あの天道さんを呼び捨てにする自分に対しての「何様だ」感は勿もち論ろんなのだけれど。

　それ以上に、こう、不意に心が近づきすぎた感じというか。

　勢いで壁かべドンしちゃったみたいな感覚に近い。

　その距きよ離りから、表情から、相手の反応から、二人の未来に関する色々なことが想起され。

　それらのビジョンが一いつ斉せいに怒ど濤とうの如ごとく押し寄せてきた結果、今の自分たちはただただその波に吞のまれて照れる以外のことができなくなる。

　しばらく二人、俯うつむいて黙り込んでしまう。室温が二度ほど上がった気がした。

　そうして、たっぷり一分ほど経たった頃ころ。なんとか復帰した僕は、こほんと咳せき払ばらいをして、話を元に戻もどす。

「そ、それで天道さん、その、他の人を巻き込んで数人で行く案ですけど……」

「え、ええ、そうね、はい、天道さんです、私」

　互いに視線を逸そらしつつ、二人、しれっと今の件をなかったことにしてかかる。

　天道さんがぱくぱくと急ぎめに白米を二口頰ほお張ばり、こくりと嚥えん下げしてから応じてきた。

「複数人同行というのはいい案ですけど……二つほど問題がありますね」

「なんですか？」

　僕もまた弁当の方に意識を向けつつ喋しやべる。天道さんが続けてきた。

「まず、最初に貴方も言っていましたように、現時点で例のソシャゲをプレイしているのが貴方達二人だけということです。今から始めたとして、その新機能とやらは楽しめるのですか？」

　天道さんの疑問に、僕は「あ、それは大だい丈じよう夫ぶだと思います」と即そく答とうする。

「新機能である《ＧＯＭサーチ》は、最初から使える上、それ単体である程度楽しい『位置情報ゲー』として成り立っていると思います。あと、手に入るキャラ性能も、序じよ盤ばんならかなり使えるレベルなので、むしろ僕や《ＭＯＮＯ》さんみたいな古参ユーザーよりメリットは大きいかと」

「そうなの。じゃあその点はいいとしても。しかし本当に厄やつ介かいなのは、もう一つの問題の方でして」

「そうなんですか？」

　思わず弁当から顔を上げると、天道さんと目が合ってしまう。

『…………』

　二人、また頰を染めてしばし沈ちん黙もく。が、天道さんはこほんと咳払いをすると、いつもの「ビジネス天道さん」モードで応じてきた。

「あの星ノ守心春このはさんが、それを許容するようにはあまり思えないということです」

「？　どうしてですか？」

「どうしてって……彼女、前回の遊園地デートでの挙動を見る限り、どこからどう見ても貴方と二人きりの展開を望んで──」

　天道さんがそう不思議なことを言いかけたその瞬しゆん間かんだった。

　机の上に置いていた僕のスマホが何かの通知を受け取ってブルッと振しん動どうする。

「あ、ちょっとすいません」

　一いつ旦たん話を中断させて貰もらって、内容を確かく認にんさせて貰う。と、それは案の定、《ＧＯＭ》内のメッセージの着信通知だった。

　僕は左手で手早くスマホを操作しつつ、右手に持った箸はしで軽くウィンナーをパクつく。

「こら、雨野君、行ぎよう儀ぎ悪わるいですよ」

「あ、すいません」

　そんな家族みたいなやりとりを交かわし、僕は一旦箸を置いてスマホを確認する。

　と、そこには……。

「……天道さん。例の問題ですけど……どうやら解決したみたいですよ」

「？　どういうことかしら？」

　箸で一口大に切った卵焼きをつまみながら首を傾げる天道さん。僕はそれに……こちらも首を傾げながら応じた。

「いえ……どういうことかは、僕にもさっぱりなんですけどね」

「？　はい？」

　目をぱちくりさせる天道さんに。

　僕はスマホの画面を向けると、自みずからもまた頭の上に「？」マークを浮うかべつつ、メッセージの内容を端たん的てきに伝えたのだった。




「なんか、あちらの方から、複数人で遊ぶ提案を頂いちゃいました」





上原祐






　十月も終わりかけの第四週の週末、午前十時。

　抜ぬけるような快晴の空の下、待ち合わせ場所たる噴ふん水すい前へと向かうべく公園内を抜けていると、少し前方に見知った背中を見つけた。

「亜あ玖ぐ璃り」

「ん？　あ、祐ぅ。おはよー」

「おう、おはよ」

　こちらを振ふり向き笑え顔がおを見せる亜玖璃に、俺は手を上げながら合流する。久々に見る亜玖璃の気合いが入った私服姿に内心多少照れつつも、俺は平静を装よそおって声をかける。

「わざわざ来てくれたんだな。悪わりぃな、興味ないのに、無理言って」

「ホントだよ。まぁ、亜玖璃は祐と一いつ緒しよに遊べればそれでいいんだけどさ」

　いじらしいことを言って笑う、うちのカノジョ。……やべぇ、なにこいつ。超ちよう可愛かわいいんですけど。もう今から興味のない位置情報ゲー会なんざブッチして、二人でラブラブデートに行きたいんですけど。

　俺が本気でそんな提案をしようかと考えていると、しかしそこで見事に邪じや魔まが入った。

「あ、上原さん、アグ姉ねえ！　おはようございますです！」

　振り返ると、そこには背後から元気に声をあげて駆かけ寄ってくる女子と、そして……。

「……おはようございます」

　若干ぶすっとしながら「仕方なく」といった様子で挨あい拶さつしてくる碧へき陽よう学園生徒会長の、二人の姿があった。

　俺たちは挨拶もそこそこに連れだって歩き出す。と、星ノ守が苦笑い混じりに切り出してきた。

「いやぁ……なんだか思ったより大所帯の大きなイベントになってしまいましたね」

「んとだよ。確定しているだけでも六人って」

　ちなみにその内訳は、この四人に、あと雨野と天道を加えての、六人だ。要はゲーム同好会プラス１。

　ちらりとコノハちゃんを見やると、彼女の方も露ろ骨こつに俺を睨にらみ返し、相変わらず挑ちよう発はつ的な言動を繰くり出してきた。

「あーあ、本当だったら、あたしと雨野先せん輩ぱい二人きりのラブラブイベントだったのになぁ。誰だれかさん達の勝手な工作のせいで、これだもんなぁ」

『ぐ』

　呻うめく俺と星ノ守。が、事情がよく分かってないらしき亜玖璃が首を傾かしげる。

「ほへ？　これって『あまのっちに付き合って皆みんなで遊んでやろうぜ会』じゃないの？」

　その無む邪じや気きな様子に……コノハちゃんは少し毒気を抜かれた様子で嘆たん息そくすると、亜玖璃に向かって笑顔を見せた。

「や、それで合ってますよ、アグリ先輩」

「そうなの？　コノコノ」

　なんか知らない間に、亜玖璃のコノハちゃんに対する呼び方が変わっていた。まあ亜玖璃がすぐに人の懐ふところに入るのは昔からだ。実際コノハちゃんはまるで気にした様子もなく「ええ」と続けてきた。

「でも、そもそもこのソシャゲをやってたのはあたしと雨野先輩だけだったので、本当に企き画かくの初期段階では参加者が二人きりだったってだけの話です」

「そうなんだ。じゃあ……」

　と、そこで亜玖璃は、相変わらず無邪気そうながら、不思議とどこか挑発的に聞こえるトーンでコノハちゃんを軽く煽あおった。

「結果的にこうして大人数で楽しく遊べる運びになって、良かったねぇ、コノコノ！」

「……っ。え、ええ、そうですねぇ。……アグー先輩」

「あはは、なにそれぇ、豚ぶたの品種みたいで、やだー」

「ええー、いいじゃないですかぁ、可愛いですよぅ、アグー先輩」

「まったくぅ、コノコノったらぁ、生意気な後こう輩はいなんだからぁ」

「すいませーん、あたしったら、ついつい、優やさしいアグー先輩に甘えちゃってぇ」

　互たがいに笑顔ながら、軽くパチパチと火花が散っている気がする。……なんか妙みように相あい性しよう悪いよなぁ、ここ。恋れん愛あいどうこうというより、人間性の食い合わせの問題っぽいが。

　が、そんな緊きん張ちように星ノ守は一いつ切さい気づかない様子で、楽しそうに大きく腕うでを振って俺の隣となりを歩いていた。

「やーやー、でもでも、結果的にホント楽しげなイベントになって良かったです！」

「……そうか」

　彼女の笑顔にほっと胸をなで下ろす俺。……やっぱりこいつが幸せそうなのは、なによりだな。本当なら、雨野と二人きりにしてやりたかったところだが……。

　と、そんなことを考えていると待ち合わせ場所である噴水が見えて来た。そして、その近くのベンチには……。

「……あの、音吹に通う先輩方に訊ききたいんですけど……あの人って、ああいうの、わざとやってるんですかね？」

　突とつ然ぜん死んだ魚のような目になって、そんな質問を繰り出してくるコノハちゃん。

　俺達音吹生徒達はその質問に対して、全員で首を横に振った。

『いや、天然だから怖こわいんだよ』

「マジですか……」

　今度は呆あきれと尊敬が入り交じった目つきで、目の前の光景を見やるコノハちゃん。

　俺達もまた、苦く笑しようしながら……その光景を、改めて見やる。

　……そこには。




　木こ漏もれ日の中、どこか憂うれいを含ふくんだ表情で噴水前のベンチに腰こし掛かけ、文庫本を白しら魚うおのような指先で優ゆう雅がにめくる、ブロンド美少女の姿があった。




　噴水周りにいた一いつ般ぱんの方々が、全員、男女関係なく足を止めてその光景を陶とう然ぜんと見つめてしまっている。

　コノハちゃんが顔中に汗あせをだくだくかいて呟つぶやく。

「いやいやっ、なんですかあれっ、ガチ天使じゃないですかっ！」

『ガチ天使だね』

「あんなのが創作の世界以外にいていいんですかっ！　おかしいでしょう！」

『音吹生徒は毎日よくあの手の創作じみた光景を目もく撃げきするけどね』

「そ。そんな人がどうして今現在、雨野先輩のカノジョなんですかっ！」

『世界八不思議の一つだね』

「ああっ、音吹生徒でも世界の不思議枠わくを一つ増設するレベルなんですねっ！」

　と、そんな風に俺達がわちゃわちゃ騒さわいでいると、ある意味当然の如ごとく、天使──天道花憐がこちらに気がついて顔を上げた。

　彼女は文庫本に栞しおりを挟はさんでベンチから立ち上がり、モデル歩きの如く優雅に、それでいて颯さつ爽そうとした歩みでこちらに近付いて来ると、俺達の前で止まってにこりと微笑ほほえんだ。

「おはようございます。皆みなさん」

『お、おはようございます』

　なぜか全員緊張しながら挨拶を返す。と、彼女は……晴れやかな空を見上げ、まぶしそうにしながら、言葉を続けてきた。

「こんなに晴れて、今日は絶好の────ゲーム日和びよりですね！」

『なるほどやはりアレのカノジョだ！』

「はい？　なんですか？」

　勝手に得心する俺達に、キョトンとする天道。……まあ馬ば鹿かなノリはこれぐらいにしとこう。

　俺達は天道が元々いたベンチの方に歩みを進めると、残りの参加者を……肝かん心じんの男、雨野景太を待った。

　亜玖璃が不思議そうに呟く。

「あまのっちが一番遅おそいなんて珍めずらしいね。亜玖璃と会う時は、いつも待ち合わせ場所へ先んじて、敬礼して待ってるのに」

「なんで敬礼させてんだよ。でも確かに、雨野が遅いのは妙だな」

　俺と亜玖璃がそんな会話を交かわしていると、天道が「ああ、それはですね」と説明を入れてきてくれた。

「先さき程ほど連れん絡らくがあったのですが、急きゆう遽きよ、もう一人連れてくることになったらしくて。その関係で予定より一本バス遅おくらせてしまったらしく、一分程度遅れちゃいそうだと」

　一分程度の遅れでもわざわざちゃんと連絡を入れるあたりが、実に雨野だ。

　俺と亜玖璃が「了りよう解かい」と応じる中、星ノ守が不思議そうに首を傾げる。

「でも、もう一人って誰でしょう？　確かに周囲の人を誘さそえるだけ誘って遊びましょうという企画ですけど、ゲーム同好会以外にケータの交友関係なんて……」

「三み角すみあたりじゃねぇの？」

「あ、はい、私もそうかなと思っていますよ」

　俺の言葉に天道が同意し、その流れで場の全員も納なつ得とくした様子で頷うなずく。

　そうして、そのまま各自雑談しつつ三分ほど経過したところで……。

「あ、おーい！　遅れてごめんなさーい！」

　公園入り口側から謝罪しつつ手を大きく振って小走りで寄ってくる少年の姿があった。

　雨野だ。俺達は手を振り返して彼に応じる。が……。

「？　あれ……誰だ？　三角じゃ、ねぇぞ？」

「え？」

　雨野の隣に並んでこちらに駆け寄ってくる人物は明らかに三角ではなく、動どう揺ようする俺と天道。

　亜玖璃が呟く。

「男子みたいだけど……誰だろ。学校でも見たことないなぁ」

「音吹の皆さんの知らない、だけど今も仲良しの雨野先輩の男友達ってだけでは？」

『彼にそんなのがいるはずがない』

「断言したっ！　酷ひどいっ！」

　コノハちゃんが引いている。まあそのツッコミも分からんではないが……実際ここ半年彼と密に関かかわった俺達からすれば、本当にそれはないと断言できた。そんな友達がいるなら、まず間ま違ちがいなく、雨野はその人物の話をしてくれているはずだ。

　しかし実際こうして、雨野は俺達の誰も知らない人間を連れてきたわけで。

　全員が妙な緊張にざわつく。が……俺達が心の準備を整える間もなく、雨野達二人は俺達の前にやってきた。

「ご、ごめんね、皆みんな。遅れてしまって……。ホント申し訳ない……」

「い、いや……」

　息を切らせて謝罪する雨野に、俺はぎこちなく笑みを返しつつ、ちらりと彼の隣の人物を見やる。

　雨野とは対照的に、まるで息を切らしもせず、実に爽さわやかな笑みを浮うかべた黒くろ髪かみ長身の男子。しかも彼ときたら……。

「（なんだこいつ……すげぇイケメンだなおい……）」

　この俺をもってしてなお、そう認めざるを得ない逸いつ材ざいだった。しかも俺と違ちがって、完全に最初から生まれ持ったものの風格を漂ただよわせているというか。このメンバーの中で彼と一番近い印象なのが天道花憐だと言えば、そのただならぬ存在感は伝わるだろうか。

　だが、俺達を戸と惑まどわせたのは、そのイケメン度合いだけじゃない。

　なによりも、俺達を動揺させた要素。それは……。

「（なんかこいつ……雨野に、似てる？）」

　正直、ビジュアル的には完全に対照的な存在のはずなのだが。不思議とその面おも立だちに、雨野と似た印象を覚えてしまうのだ。

　俺達が完全に言葉を失ってしまっていると、雨野は少し慌あわてた様子で、隣の人物を紹しよう介かいしようとわたわたする。

「あ、ごめん、えっと、こいつは──けほっ、けほっ」

　走ってきたせいか噎むせる雨野。カノジョたる天道が慌てて寄ろうとするも……しかしそれより先に、隣のイケメン男子が素す早ばやく彼の背をさすって心配げに眉まゆ根ねを寄せた。




「だ、大だい丈じよう夫ぶ？────お兄さん」




『お、お兄さん？』

　動揺から声が揃そろう俺達。そんな俺達を、長身の彼は少し照れた様に見回すと……未いまだけほけほとやっている情けない雨野の背をさすりつつ口を開いた。




「初めまして皆みなさん。兄──雨野景太の弟、雨野光こう正せいです。本日は部外者の中ちゆう坊ぼうが突然飛び入り参加させて貰もらって申し訳ありません。できるだけご迷めい惑わくはおかけしないよう隅すみっこにいますので、何なに卒ごと、よろしくお願い致いたします」




　体を腰こしから丁てい寧ねいに折り曲げて挨あい拶さつをしてくる、あまりに礼れい儀ぎ正ただしいイケメン後輩。

　俺達は彼の醸かもし出す妙に『清せい浄じよう』な空気感に気け圧おされながらも……。

『……よ、よろしく……』

　どうにか、ぎこちない笑みで挨拶を返したのだった。





星ノ守心春






　前回の経験からくるあたし達メンバー全員の微び妙みような緊きん張ちよう感に反して、意外にも、このゲームイベント自体は全く滞とどこおりなく……どころか、極きわめて和なごやかに楽しく進行した。

　その一番の要因は、やはり《ＧＯＭサーチ》が意外と楽しかったことにあるんじゃないかと思う。

　現実の世界を歩き、登録スポット付近でリソースを回収しては、一いつ喜き一いち憂ゆうする。システムとしては実にオーソドックスながら、しかし田舎いなかでも全く問題ないレベルにまで達している登録スポット数の多さや、実際やる作業の手軽さ、それでいて上手うまく射しや幸こう心をくすぐるコレクション要素の演出等が見事に調和しており。

　結果、あたし達は和わ気き藹あい々あいと雑談を交わしながら、次のスポットへ、次のスポットへと移動を繰くり返し、気づけば実に二時間が経過していた。

　雨野先せん輩ぱいが流石さすがに多少疲ひ弊へいした様子で「ふぅ」と息を漏もらす。

「結構歩いたなぁ。もう僕、足がパンパンだよ」

　その言葉に、隣となりを行く爽さわやか長身イケメン──雨野光正が気安い様子で応じた。

「相変わらず運動不足だなぁ、お兄さんは」

　ちなみに彼は雨野先輩のことを「兄」やら「お兄さん」やらと呼ぶ。あたしの「お姉ちゃん」呼びとは違い、一見距きよ離りを感じる呼こ称しようではあるのだけれど……。

「い、いちいちうるさいなぁ、光正は」

「へへー。お兄さんと違って、オレは日々中学のバレー部で鍛きたえてるからね」

　そう言って兄に無む邪じや気きな笑顔を向ける弟君。ぶすっと頰ほおを膨ふくらませる雨野先輩。

「ほんと、光正には全部持ってかれてるよなぁ、僕。身長も頭脳も顔立ちも運動能力も」

「あ、お兄さん、そこに『ゲームの腕うで前まえ』も入れるの忘れてる」

「ぐぅ！　悔くやしいけど言い返せない自分が腹立たしい！」

「やーやー、ホント優ゆう秀しゆうな弟で申し訳ないですねぇ、お兄さんや」

　……ふむ。どうやら、ある意味うちの姉し妹まい以上に兄弟関係は良好らしい。しかし、だったらもう少し親しげに「お兄ちゃん」呼びとかでもいいんじゃとは思うけれど……そこが、姉妹と兄弟の違いなのかもしれない。

「（ま……なんでもいいけど。あたしが興味あるのは、あくまで兄の方だけだし）」

　とぼとぼと歩く雨野先輩を視界の中心に捉とらえ、思わず心の中でじゅるりと舌なめずりをしてしまう。

「（ああ、なんだろう。雨野先輩が辛つらそうな顔しているの、あたし、好きなのかも）」

　また今日も自分の意外な性せい癖へきを発見してしまった。……ふむ、今度はハードめのエロゲに手を出してみようかしらね。

　と、そんなことを考えていると、突とつ然ぜん、背後から我が姉が珍しく大きめの声をあげた。

「あ、あのあの！　み、皆さん……そろそろ、お昼ご飯にしませんか？」

『……ああ』

　その提案を受けて、あたし達は初めて、時刻が既すでに十二時を回っていることと……そして、丁ちよう度ど目の前に郊こう外がいのハンバーグレストランがあったことに気がついた。

　アグー先輩がお腹なかを押さえて呻うめく。

「ああ、亜玖璃今、すっごくお腹ぺこぺこかも」

「そうか？　えっと……じゃあ折角だしここ入るか。賛成の人ー？」

　ゲスハラの質問に全員が手を上げ、満まん場じよう一いつ致ちでレストランへ。人一倍疲ひ労ろうを見せていたもやしっ子の雨野先輩がほっと胸をなで下ろす。

　私達は改めて空腹を自覚しながら「何頼たのもうかな」なんて他愛ない雑談を交わしつつ、和気藹々と入店していく。が、しかし──




「七名様ですね。えーと、今ですと……そうですね、少し離はなれた四名様テーブル二組になってしまいますが、よろしいでしょうか？」




　と店員さんに訊たずねられたその刹せつ那な、これまでの和なごやかな空気が一転、一気にいつもの「知略戦」モードへと突とつ入にゆう──

「あっと、ほら皆、他ほかのお客さん後ろから来てるし、テキトーに座ろうよ」

　──しかけたところで、雨野先輩に至し極ごくもっともな意見をされ、あたし達は考える間もなく、奥から詰つめるように着席。

　結果……。

『……………………』

　……あたし、ゲスハラ、天道花憐、そして……新顔・雨野光正という、あまりにトリッキーな四人組で着席することになってしまった。

『…………』

　天道さんとゲスハラ、あたしと弟君が横並びで座り……そのまま、お通つ夜やのような無言状態が続く。

　天道さんやゲスハラはそれぞれのパートナーが気になって仕方ない様子だが……でもそれを言ったらあたしだって雨野先輩と姉が一いつ緒しよのあっちのテーブルがいいに決まっているし、弟君にしたところで、この面子メンツの中で唯ゆい一いつの知り合いたる兄がいるテーブルに行きたいだろうわけで。だからこそ……。

『…………』

　……私達は、やはり誰だれも、動けなかった。あちらのテーブルが三人だから、一人移動しても全く問題ないはずなのに……だからこそ、動けない。全員が牽けん制せい状態。

　そうして圧あつ倒とう的沈ちん黙もくに支配されるあたしたち四人とは対照的に、あちらのテーブル……雨野先輩、お姉ちゃん、アグー先輩の三人はと言えば。

「あははっ、ごはんのチョイスまで丸かぶりするんだねー、あまのっちとほしのんって！　やっぱ面おも白しろいなぁ、この二人は！」

　テーブル中央にメニューを広げ、超ちよう和やかムードできゃっきゃと注文を選んでいた。特に我が姉なんか、ちゃっかり雨野先輩の隣を陣じん取どって本当に幸せそうだ。

　それに比べて、こちらはと言えば……。

『…………はぁ』

　なんと四人のため息が完全に重なった。地じ獄ごくだ。誰得とはまさにこのこと。

　とはいえ、このまま落ち込んでいても仕方ない。あたし達はあちら同様テーブルにメニューを開くと……しかしあちらほどきゃっきゃと盛り上がることもなく、淡たん々たんと注文を決め。店員さんを呼ぶと、それぞれにオーダーした。

『…………』

　再びテーブルに静せい寂じやくが戻もどって来る。……正直この場においては、年長者たる天道さんやゲスハラが何か話題を切り出すべきだと思うのだけれど……二人とも、あちらのテーブルが気になってそれどころじゃないみたいだ。

　あたしはため息を一つつくと、こうなったらもう好きにやってしまえと開き直り、欲よく望ぼうに従って、隣に座る弟君へと笑え顔がおで話しかけた。

「あのさ、光正君だっけ？　ちょっとキミに、訊ききたいことあるんだけどいいかな？」

「はい。なんでしょうか？」

　コップの水で唇くちびるを湿しめらせながらも、にこやかに応じてくる光正君。あたしは照れたように髪かみの先をいじりながら……上うわ目め遣づかいで、彼に訊ねてみた。

「あのね、貴方あなたのお兄さんなんだけれど……その、弟君の目から見て、どんな女の子が好きそうとかって、そういうのは……分かるかな？」

　あたしの質問に、ギョッとする天道さんとゲスハラ。しかし弟君はと言えば……相変わらず人当たりの良い笑顔で快こころよく応じてきてくれた。

「ああ、そんなことですか。ええ、分かりますよ、オレなら、兄の好きなタイプ」

「そ、そうなの？　えっと……お、教えて貰って、いいかな？」

　居住まいを正し、わくわくと彼の方に向き直るあたし。ゲスハラと天道さんも俄にわかにこの話題へ前のめりになる中……。

　弟君はにこぉっと天使のように微笑ほほえむと、その答えを、ハッキリ告げてきた。




「少なくとも、貴女あなたのようなビッチでないのは確かです。身の程ほどを知れアバズレ」




「へー、そうなんだぁ。……………………。………………!?」

『!?』

　あ、あれ？　今なにか、あたし、とんでもない発言を聞いた気がしたんだけど……えっと、聞き間ま違ちがい、だよね？　そうだよね？　目の前のゲスハラと天道さんもあたしと同じように目を見開いているけれど……うん、二人も、聞き間違えたんだよね？

　実際弟君、相変わらずにっこにこと爽やか笑みを湛たたえているし。うん、こんな子から、初対面の先輩にビッチだのアバズレだのって単語が出るはずないじゃない。あはは、耄もう碌ろくしてるなぁ、あたし！　エロゲのやりすぎかな！

「？　どうしました？　何かオレ、変なこと言いましたか？」

　あたし達のぎこちない態度に、弟君が首を傾かしげる。……うん、やっぱりあたしの聞き間違いだったみたいだ。良かった良かった。一時は何事かと思ったよ。

　あたしが「う、ううん、なんでもない……」と額に冷ひや汗あせをかいて応じていると、空気を変えようとしてくれたのか、今度は天道さんが光正君に話しかけた。

「えっと……そうだ、光正君。今日は周りにお兄さんの友達ばっかりで、居い心地ごこちは悪くないかしら？　貴方も気を遣つかわず楽しんでくれていたら嬉うれしいのだけれど……」

　流石ガチ天使。ナチュラルに天使じみた配はい慮りよを口にする。

　これには光正君も背筋をピンと伸のばして手を振ふりながら、「いえいえ、そんな！　オレが気を遣ってなんか、全然！」と慌あわてて否定してきた。

「そう、なら良かったわ」

　そう微笑む天道さん。光正君もまたそれに「ええ」と柔やわらかく微笑み返すと──

　──その笑顔のまま、はにかんで告げる。




「兄の周りをふわつくたかが塵ちり芥あくたどもに、オレが気を遣う理由がありませんよ！」




『…………ん!?』

　先程までの疑念が、今、半ば確信へと変わりはじめ……同時に、顔中にだくだくと汗をかき始めるあたし達三人。

　光正君は相変わらず爽さわやかな笑みを、目の前の天道さんとゲスハラに向ける。

「そうそう！　お二人のことはいつも、家で兄から聞いてましたよ！　凄すごくカワイくてカッコイイ尊敬すべき女性だとか、誰よりも優やさしくて頼たよりになる親友だとか！」

『そ、そうなんだ』

　突然の褒ほめ殺しに、照れて頭を搔かく先せん輩ぱい方二人。

　光正君はテーブルの奥から紙ナプキンを取ると、自らのコップからテーブルに落ちた水すい滴てきを丁てい寧ねいに拭ぬぐいつつ、爽やかに笑顔で続けてきた。

「でもまあ実際会ってみたら、やっぱり貴方達ってうちの兄にはまるで釣つり合わない愚ぐ鈍どんな衆しゆう愚ぐでしかないじゃないですか。オレ、逆にちょっと安心しましたよー」

『……？……ぐ、ぐどんな、しゅうぐ？』

　何を言われているか分からないといった様子で、言葉をオウム返しする天道さんとゲスハラ。

　そんな二人に対し、光正君は相変わらず悪気など一いつ切さいない様子で続けた。

「ま、それならそれでいいんですけどね。お二人はやっぱり、兄にとって必要な人ですから！　はい！」

『そ、そう、かな？』

　また少し照れる二人。笑顔で続ける光正君。

「はい！　お二人には今後とも是ぜ非ひ、兄の良き『友人もどき』『恋こい人びともどき』として末永くお付き合い頂けたら幸いです！」

『も、もどき……？』

「はい！　だってお二人とも、うちの兄と同格とはとてもじゃないけど言えない分際じゃないですか。でも、現状兄が貴方達を友達や恋人と錯さつ覚かくして精神の安あん寧ねいを得ているのは、厳然たる事実ですから。そういう意味でお二人は兄にとって、やはりとても大事な人ではあると思うんですよ！」

『そ、そう──』

「たとえ兄と比ひ較かくしてゴミにも等しい存在だとしても！」

『!?』

　なにこの感情シェイク。今この二人、あたしの前で弟君に何されてるの？　拷ごう問もんなの？　新あら手ての拷問方法か何かなの、これは？

　しかし光正君は相変わらず邪じや気きの欠片かけらもない様子で、二人に続ける。

「だから天道さん！　上原さん！　今後とも……兄の『心の肥やし』として、何なに卒とぞよろしくお願い致いたします！」

『……えっと……』

　一体この子は何を言っているのだろう。

　彼の言葉に、ただただ啞あ然ぜんとしてしまう、音吹のリア充じゆう二人。

　……どうしよう。なにこの空気。人生初体験すぎて、頭が全然回らないんですけど。

　と、とりあえず確実なのは……この空気のままじゃ、ご飯なんかとても喉のどを通ったもんじゃないということ。

　私は「は、はは」と乾かわいた笑いを漏もらすと、どうにか、フォローを入れにかかった。

「ほ、ほら、なんかこの弟君、急に多少エキセントリックなこと言い出しましたけど。とはいえ、最終的に雨野先輩の周りにあたし達がいることを認めてくれているあたり、ちょっとしたツンデレみたいなものと思えばカワイイものと思えなくも──」




「いえ貴女は別ですよ星ノ守心春。淫いん乱らんビッチは即そつ刻こく兄の前から姿を消して下さい」




「なんでよ！」

　思わずテーブルに強く手をついて立ち上がるあたし。と──店内の他ほかのお客さん達や、雨野先輩達の注目を集めてしまう。

　心配そうに見つめる雨野先輩に、苦笑いで応じる光正君。

「ははっ、お兄さん、人の心配とかしてる場合？　そっちのテーブル、そんなに会話が盛り上がってないように見えるけど……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　う、うるさいなぁ、光正は、いちいち。まったく」

　ぷりぷりしながら自分達のテーブルの雑談に戻って行く雨野先輩。と、その際、光正君はぺこりと、こちらを見ていたお姉ちゃんやアグー先輩に一礼した。

　その様子を見守ってから、あたしは着席し、この男に……この腹黒野や郎ろうに、存分に嫌いや味みを言ってやる。

「はっ、人のことビッチ呼ばわりしておいて……お、弟君の方こそ、ずいぶんと猫ねこをかぶるのがうまいこと」

「はい？　猫かぶり……ですか？　なんの話です？」

　本気でキョトンと首を傾げる彼。……こ、こいつ！

「だ、だって全然違ちがうでしょうが、態度が！　あたし達に対するそれと、あっちのテーブルに対するそれが！」

　ハッキリと指し摘てきするあたし。しかしそれでも、弟君……いや光正の野郎はまるでピンと来てない様子で不思議そうにしていた。

「は？　いや、そりゃそうじゃないですか。だって、あちらのテーブルにいる方々は、正しよう真しん正しよう銘めい、兄とそのご友人の方々ですよ？　このオレが、失礼な態度を取る理由が全くもってないじゃないですか。ビッチともなると頭まで沸わいているんですか？」

「な──！　お、お兄さんにとって大事な友達なのは、こっちのテーブルの面子メンツだって同じでしょうが！」

　あたしの言葉に、こくこくと頷うなずく天道さんとゲスハラ。

　しかし光正君は「はぁ？」と顔をゆがめた。

「いや同じじゃないですって。何度も言っているでしょう？　こっちのテーブルにいるのは……『兄の友達もどき』と『兄の恋人もどき』、そして『純然たるビッチ』の三名だけじゃないですか。はぁ、残念すぎです」

「いやいやいや！　残念なのはあたしの方よ！」

「はい、残念なのは貴女あなたの貞てい操そう観念ですね」

「そうじゃなくて！　あ、ああ、もう！」

　頭皮をぐしゃぐしゃと搔きむしるあたし！　な、なんなのこいつ！　怒いかりが次から次へと湧わいてきて、もう、何を言っていいのかわからない！

　あたしが呻うめいていると、それに代わるようにしてゲスハラが質問してくれた。

「え。えっと、光正？　一つ疑問なんだが……」

「あ、はい、なんですか、上……上……。……兄のかませの方」

「か、かませ……。い、いや、そこは一いつ旦たんいい。光正？　お前……さっきから、あっちのテーブルの面子にはちゃんと尊敬の念を持っているようなこと言っているが、それって、つまりは……」

　ゲスハラの言葉に、光正は「あ、はい」と無む駄だにキラキラした笑え顔がおで応じる。




「亜玖璃さんと千秋さん。あのお二方に関しては本当に尊敬できる方々だと思います。いやぁ……兄は高校で素す晴ばらしい友達を見つけましたよ。オレ、今日はそれが本当に嬉しくて嬉しくて……」




　そう言って、目の端はしに滲にじんだ涙なみだを拭う光正。……こ、こいつ、やべぇ。エロゲマニアの生徒会長なんてあたしのプロフィールが完全に吹ふっ飛ぶほど、普ふ通つうにイカれてるんですけど。まさかあの雨野先輩の弟が、こんなヤツだなんて……。…………。…………。

「（いやよく考えたら極きわめて順当な気もしてきたけど）」

　ある種の変人引き寄せ装置だもんねぇ、雨野先輩って。あたしは別だけど。

　天道さんもゲスハラも同じような思考をたどったのか、同時に妙みように納なつ得とくし始める三人。

　と、そうこうしていると、一いつ斉せいにあたし達の注文したメニューが運ばれて来た。

　光正君は相変わらずこれまでの毒どく舌ぜつはなんだったんだと思えるぐらい、お行ぎよう儀ぎよく「いただきます」を宣言して食事を開始する。

　あたし達もなんだか色々ばからしくなってきて、全員、やけみたいにハンバーグをぱくつき始めた。

　しばらく食べ進んだところで、ふと、天道さんがおずおずと光正君に訊たずねる。

「えっと……光正君？」

「あ、はい、なんですか、えーと……天……天……天カス……？　じゃなくて……えーと……そうだ、サブヒロインの方」

「サブヒロイン……。い、いえ、まあいいわ。えっと……あの、素そ朴ぼくな疑問なのですが、どうして光正君は、亜玖璃さんと星ノ守さんだけは、お兄さんの友達としてお認めになられているのでしょうか？」

「え？　どうしてって……そんなの当然じゃないですか。貴方達三人と違って、全然ゴミじゃないからですよ。素晴らしいです、あのお二人は。貴方達と大違いです」

「は、はぁ」

　流石の天道さんといえど、もはや少し呆あきれたような声をあげる。

　あたしもゲスハラも同様で、もう「はいはい」と二人の会話を流してご飯をつつく。

　が……続けて放たれた光正の言葉に、あたし達はピタリと箸はしを止めた。




「だってあの二人は、兄が今日少し体調優すぐれないの気づいてましたし」




『…………え』

　ぎょっと目を見開くあたし達。光正君は一人食事を続けたまま、続ける。

「このオレが、ただ兄の友達を見定めるためだけに、こんな会に参加すると思います？」

『割と思う』

　三人の声が完全に重なった。光正が「まあしますけどね」と認めつつ、話を続ける。

「実際『兄の付き添そい』の意味合いが強かったんです、今日に限っては。あ、勿もち論ろん、体調悪いとは言っても、ちょっと頭痛する、ぐらいの話ですけどね。本格的に病気だったら絶対オレが行かせないですから」

「そ、そんなの……本人が言わないと気づきようが……」

　ゲスハラが目を逸そらしてそう呟つぶやく。と、光正君は意外にも「ですよね」とそれを認めた上で、ハンバーグを一口頰ほお張ばりつつ続けてきた。

「それでも気づく人間が特別なだけだと思いますよ実際。それこそ、常に寝しん食しよくを共にする家族ぐらいじゃないと。でもだからこそ、オレはそれに気づいたあの二人には、心から尊敬の念を抱いだいているんです。や、マジで凄すごいですよ、千秋さんと亜玖璃さんは。高校で兄にあんな素晴らしい友達が出来ていたなんて、オレ、感動だなぁ」

『…………』

　光正の言葉に、俯うつむく天道さんとゲスハラ。光正はハンバーグを箸で切り分ける。

「あ、勘かん違ちがいしないで下さいね。これはあくまでオレが『あの二人を尊敬している理由』であって、貴方達をゴミと評する理由じゃないです。流石さすがに兄の些さ細さいな不調に気づけないぐらいのことで、人を見下したりはしませんよオレ」

　そう笑う光正。どうやら、彼は色々な意味で独特な価値基準を持っているらしい。

　光正は続ける。

「だから貴方達三人の低評価理由は、ただオレが個人的に『世よ渡わたり上手じようずを気取る人間』が心底嫌きらいってだけなんです。兄は過去、そういう人達にこそ、良く傷つけられてきましたから。……………………このオレ自身、含ふくめて」

『…………』

　あたし達が息を吞のむ中、光正は何かを紛まぎらわすようにコップの水を勢い良く飲み干すと、そのまま兄の方をどこか複雑な感情を孕はらんだ視線で見つめた。

　……こいつ……もしかしたら、案外、ただの腹黒野郎じゃないのかも──。

「まあそこのビッチは世界共通のゴミですがね」

「一言多いにも程ほどがあるなキミは！」

　あたしは彼の頭をはたこうとするも、それを、こちらさえ見ずにひょいっとかわされる。……ぐぅ、無駄に基本性能が高い！　なんなのこいつ！　お姉ちゃん、あたしにもいたかもしんないわっ、天てん敵てき！

　天道さんとゲスハラが、すっかり光正の糾きゆう弾だんに吞まれて黙だまり込む中。

　あたしは唸うなりながらも光正を睨にらみ続け……そしてふと、彼が、決して兄ばかりを見ていたわけではないことに気がついた。

「……光正。あんた、何うちの姉を見つめくさってんの？」

「っ！」

　途と端たん、光正はぎくりと身を強こわばらせると、何か照れた様子で頰ほおを染め「……黙れビッチが」等と呟いてライスをかきこみ始めた。

　…………ははーん？

「そーう？　なーるほどねぇ。あんた、重度のブラコン気味だもんねぇ。そんな大好きな兄に中身がそっくりの美少女が現れたら、そりゃあ気になっちゃうよねぇ？」

　あたしの指摘に、しかし光正は口元を神経質そうにナプキンで拭ぬぐいつつ、極めて冷れい徹てつな目で返してきた。

「はぁ？……ふん、これだから考えの浅ましいビッチは。性せい欲よくが強いのは生物として結構なことですが、それに理性まで侵おかされたら人間としてはおしまいですね」

「な、なにさ！　あ、あんたがうちの姉を気に入っているっていうあたしの見立てが、間ま違ちがっているっていうの？」

「いえ、オレが千秋さんを『気に入っている』という見立て自体は間違っていませんよ」

「ほ、ほーら、やっぱりうちの姉に惚ほれてるんじゃん、あんた」

「そこですよ。そこが、ビッチとオレの決定的な違いなんです。オレが千秋さんに描えがいた夢は……そんな下げ劣れつな恋れん慕ぼなどではなく、もっともっと遥はるかに崇すう高こうかつ高こう尚しようなんです」

「はぁ？」

　なにやら妙なことを言い出す光正。あたし達三人が怪け訝げんそうに見つめると、光正は……突とつ如じよ、うっとりとそのキモい願望を口にしてきた。




「千秋さん、兄と結けつ婚こんしてくれないかなぁと。だってこれで、家族に兄が二倍みたいなものですよ？　更さらに二人の間に子供が生まれれば、兄の類似存在は三倍、四倍と……」




『……うわぁ……』

　流石にどん引きするあたし達三人。やべぇ。雨野光正、超ちようやべぇ。雨野先せん輩ぱいのヤツ、とんでもない隠かくし球だま持ってたな。い、いや、雨野先輩は知らないのか、この弟の本ほん性しよう。……まあ知らない方が幸せだろうけど。

　あたし達はそこから、各おの々おの無言で食事を続けた。しかしそれは、席に着いた頃ころと違って気まずいからじゃない。

『（雨野光正。彼と話せば話す程──食しよく欲よくが失うせる！）』

　人を凹へこませたり、引かせたりと、大凡おおよそ楽しい食事には向かない人ひと柄がらすぎた、雨野光正。兄への想おもいと、毒舌さと、腹黒さ、それでいてある種の中学生的潔けつ癖ぺきさや純じゆん朴ぼくさも持ち合わせた、奇き跡せきのハイブリッドとでも言うのか。

　あたし達はもはや味も分からないハンバーグをただ機械的にむしゃむしゃと食べ終えると、こちらのテーブルとは違い、和わ気き藹あい々あいと楽しげな昼食タイムを送っていた三人をも急かすようにして店を出た。……お姉ちゃん達には申し訳ないけれど、雨野光正と「低評価組」だけで喋しやべり続けるのは流石に辛つらすぎた。

「さ、さて、じゃこっからどうするよ？」

　全員が会計を終えて店の前に出たところで、ゲスハラがチラチラと雨野光正の動向を気にしながら、皆みんなに今後の行動予定を訊たずねる。

　最初にそれに答えたのは、雨野先輩だった。

「皆がまだ飽あきてなければだけれど、僕は腹ごなしもかねてもう少し、散歩がてらに《ＧＯＭサーチ》の続きやりたいかな」

　その言葉に、雨野光正が苦笑いで応じた。

「まったく、こんな時だけ積極的に動きたがるんだから、お兄さんは」

「な、なんだよ光正。いいじゃないか……別に」

「別にいいけどね。でもオレ、実際お兄さん程このゲームにハマってはいないんだよなぁ……」

「う、うぅ、光正ぇ……」

「そんな声出しても知らないよ。これは、皆で決めることだろ？　お兄さんが自分で言ったんじゃないか『皆がまだ飽きてなければ』って。……ね、皆さん？」

　そう言って、爽さわやかな笑え顔がおをあたし達五人に向けてくる雨野光正。

『（…………）』

　途端に、顔にだくだくと汗あせをかき始めるあたし、天道さん、ゲスハラの三名。

「（これが……さっきの食事前までだったら……本当に、素す直なおに、『兄をたしなめる良く出来た弟』と思えたのに！）」

　事実、彼の本性をまるで知らないお姉ちゃんとアグー先輩は、笑顔で「ま、たまには亜玖璃もあまのっちに付き合うよ」だとか「自分もケータと同じくもう少し遊びたいので……」なんて丁てい寧ねいに応じているし、光正も「そうですか？　なんかすいませんね、兄が……」なんてこれまた良く出来た対応をしている。

　…………うん、それは、いい。それは、いいんだけど……しかし……。

　光正が、流れで、今度はあたし達の方へと、その──超絶爽やか笑顔を向けてきた。




「あの、でも皆さんは、無理にこんなゲームオタクの駄だ目め兄に付き合わなくていいですからねっ」（うちの兄が行くっつってんだろうが、さっさと同意しろやゴミ虫どもが）




『（なんか心の声が透すけて見えるんですけどぉぉぉぉおおおおおおおおおおおお！）』

　ブルブルと震ふるえを禁じ得ないあたし達。なにこれ。雨野光正、マジでヤバすぎるんですけど。一見「良く出来た弟風」であり、そしてそれもまた決して噓うそではないあたり、闇やみが相当に深い。あたしの生徒会長モードとエロゲーマーモードの切り替かえが可愛かわいく見えるレベルだ。

　……とにもかくにも。

　そんなわけであたし達は──「満まん場じよう一いつ致ち」で、スポット巡めぐりを再開させたのだった。





雨野景太






「（うぅ、光正は相変わらず、僕に厳きびしいなぁ……）」

　肩かたを落としながらとぼとぼと一人、皆の後方を歩く。

　ゲームショップ等のある繁はん華か街がいからは既すでに大きく離はなれた郊こう外がい。更にもう少し先に行けば自然豊かな地域に出るのだが、現在周辺には食品加工の工場やら人ひと気けのないカーディーラーしかなく、荒すさんだ心を紛まぎらわせられる要素は一いつ切さいなかった。

　結果、意識はどうしたって同行する友人達に向かわざるを得ないわけだけれど……。

「…………」

　前方では、たった数時間ですっかり皆と打ち解けた様子の弟が、年下だからと物もの怖おじすることもなく……それでいて礼節は欠かない素晴らしい対応で皆と雑談を交かわしていた。

　僕はそれをぼんやりと見つめ、もはやただただ感かん嘆たんの息を漏もらしてしまう。

「（やっぱり凄いなぁ、光正は。コミュ力高いって点では上原君や天道さんなんかと通ずるところもあるけれど……でも二人ともまたちょっと違って……うーん……なんだろう）」

　僕は良く出来た我が弟を、しばし背後からじーっと見つめつづけ。

　そうして、彼が一ひと際きわ和なごやかに……先程食事のテーブルが一いつ緒しよだった三人と歓かん談だんを始めたあたりで、ピンと来た。

「（そうかっ、光正は、僕以外に対して『素直』で『可愛げ』があるんだなっ、うん！）」

　自分の鋭するどい観察眼に惚れ惚れする僕。うんうん、そうだ。上原さんや天道さんも素晴らしい人だけれど、光正の場合は根っから純朴で気持ちのいい性格をしているところがあるもんな。

「（きっと彼の『人の良さ』が、周囲にも自然に伝わるんだろうなぁ）」

　ほら、見てよ。今なんか天道さんと上原君、それにコノハさんが、三人、一いつ斉せいに、機械のように揃そろったタイミングで笑ったよ。普ふ段だん割とバラバラな性格をした三人のあんなシンクロした笑顔を引き出せるなんて、うちの弟はやっぱり凄すごいなぁ。

「（…………はぁ。それに比べて僕は……）」

　弟が誇ほこらしく思えれば思える程、自分の駄目さ加減もまた際立ってくる。

　正直言えば、今日弟も誘さそった理由の一つには……恥はずかしい話、「どうだ、僕にだってこんなにいい友達や恋こい人びとが出来たんだぞ」って彼に自じ慢まんしたかったという側面もあった。けれど、こうして蓋ふたを開けてみれば……やっぱり優ゆう秀しゆうな弟の前では、僕は、僕でしかないことが証明されただけで。

「（ま、でも、いい薬にはなったかな。僕、最近ちょっと天てん狗ぐになってたかもだし）」

　いくら恋人が出来ようが、友達に恵めぐまれようが、結局のところ僕は僕、依い然ぜんとして「雨野景太」でしかないということを再認にん識しきさせて貰もらった。ま、そういう意味では……。

「（……光正に来て貰ったのは、よかったのかも）」

　僕は前方で上原君達と楽しげに喋る光正を見つめ、思わず微笑ほほえむ。……光正が僕の大好きな人達とこうして楽しそうにしてくれるのは、やっぱり凄く嬉うれしいしね。

　と、そんなことを一人考えていると、集団の中から一人……ブロンドの天使さんがスッと抜ぬけ出て、後方の僕の方へと近付いて来てくれた。

「て、天道さん？　どうしました？」

　若じやつ干かん緊きん張ちようして上うわ擦ずった声で彼女に訊ねる僕。……恋人になってから既に数ヶ月経たとうというのに、彼女が側そばに来ると未いまだに背筋の伸のびる僕だ。……ホント弟と違って駄だ目め駄目だ。

　天道さんはそんな僕にくすっと笑みを漏らすも……しかしすぐに、なぜか少し表情を曇くもらせて訊ねてきた。

「あの……雨野君？　その……もう体調は、悪くないですか？」

「え？」

　彼女の意外な質問にびっくりする僕。……た、体調？　なんで……って、あ。

「（そういや僕、朝方からちょっと頭痛してて、食事前までそれが軽く続いてたっけ）」

　軽けい微びなものだったし、今はすっかり快復したから、忘れてしまっていたけれど。

　僕は天道さんに笑顔で応じる。

「はいっ、全然大だい丈じよう夫ぶですよ。心配してくれてありがとうございます、天道さん！」

「そ、そうですか。良かった……」

　ほっと胸をなで下ろす天道さん。その姿に……僕は、とても深い感かん銘めいを受ける。

「いやぁ……天道さんはやっぱり凄いですね」

「え？」

「僕、自分では頭痛のこと、全然表に出してなかったつもりなんですけど……それにさえこうして気づいてくれるなんて、僕、感動ですよ」

「え、あ、それは……」

　なぜか伏ふし目がちになる天道さんに。……照れているのだろうか。

　僕もまた頰ほおをぽりぽりと搔かくと、少し照れつつも……感謝の念を伝えた。

「えっと、流石さすがは僕のカノジョさんですよね。他ほかにそんな人、いませんよ。本当に、ありがとうございました」

「…………いえ……」

　何故なぜか自らの二の腕うでをキュッと摑つかみ、僕から視線を逸そらす天道さん。……？

「（あ……や、やっぱり、今のはなんか僕、感じ悪かったかな？　そ、そうだよね。なんか『流石は僕のカノジョ』みたいな言いぐさって、超上からだったかも。あわ……）」

　天道さんのリアクションにうろたえる僕。ほ、本当に悪気はなくて、ただただ、感謝を伝えたかっただけなのだけれど……だからここで言葉を取り消すのも変だし……うぅっ！

　と……。

「あ、天道さん、ちょっと教えてほしいんですけど、この反応ってなんなんですかね？　アイテムやキャラじゃないみたいなんですけど……」

「え？　あ、ああ、はい、それはですね……」

　突とつ然ぜん前方から光正が天道さんに声をかけてきてくれたおかげで、場の空気がなんとなく流れてくれた。……あ、ありがとう、光正！

「（……しかし、遂ついには弟に助け船まで出されちゃったよ、僕）」

　やばい凹へこむ。非の打ち所がない弟とカノジョさんが楽しそうに話しているのをぼんやりと背後から見守るのとか、マジで凹む。嫉しつ妬とみたいなことでは全然ないんだけど……こう、自分の不ふ甲が斐いなさが半はん端ぱない。

　と、肩を落として歩く僕の隣となりに、今度はいつの間にやらチアキがやってきた。

　彼女はいつものように、少し挑ちよう発はつ的な顔つきで僕を見つめてくる。

「ケータ、ごはんは美味おいしかったですか？」

「は？　なんだそれ。美味しかったけど……別にチアキが作ったわけでもないだろう」

「ですけど。…………」

「な、なんだよ。人の目をジッと覗のぞき込んで」

「いえ。……うん、美味しかったならそれでいいです。はい。お粗そ末まつ様でした」

「や、だから、なんでお前が作ったみたいな言いぐさなの」

　くすくす笑うチアキ。……な、なんなの、こいつ。攻こう撃げきが新しいな、なんか。

　僕はやれやれと肩を竦すくめると、ポケットからスマホを取り出し、《ＧＯＭ》のチェックを始める。と、チアキがめざとく注意してきた。

「歩きスマホ」

「なんだよ今いま更さら。周囲に全然誰だれもいないし、道も広いんだから、勘かん弁べんしてよ」

「……でも歩きスマホ」

　しつこい。僕はやれやれとため息をつくと、足を止め、道の脇わきによけてチェックを始めた。皆みんなには少し距きよ離りを離されてしまったけれど、チェック作業自体はすぐだ。問題ないだろう。

　チアキは「良くできました」などと笑うと、僕の隣に並んで自分もチェックを始めた。

「チアキもやるのかよ」

「そりゃそうですよ、これを遊びに来たんですから」

「……あそう」

　うきうきと、楽しそうに僕の隣で自らも周辺情報のチェックを始めるチアキ。……まったく。

「（いやになるのは、コイツのこういう感性が割と理解できちゃうことなんだよな……）」

　いちいち価値観が共通していて、困るというか。

　僕は自分のチェック作業を終えると、なんとなくチアキの画面を覗き込む。と、そこに映っていたのは……。

「（あ、やっぱプレイヤーレベルとか全然低いんだな）」

　それは完全に最近始めた新規ユーザーのステータスだった。きっとこのイベントのために登録したのだろう。

「（前、《ＧＯＭ》やってたように見えたのは……気のせいだったのか）」

　僕は若干納なつ得とくいかないものを感じつつも、彼女の画面を見たまま声をかける。

「ユーザーネームは……《ＨＡＲＵ》？」

「あ、ちょっと、勝手に見ないで下さいです。えっち」

「どんな性せい癖へきしてたらその画面で興奮できるんだよ……」

　僕は嘆たん息そくしつつも、改めて彼女に訊ねる。

「ところで、なんで《ＨＡＲＵ》？」

「なんでもなにも、テキトーです。強しいて言うなら、春が好きだからです」

「ふーん……。……相変わらず雑談力が僕と同じぐらい低いね、チアキ」

「ほっといて下さい！　っていうか、その貶けなし方でケータはＯＫなんですか!?」

　激しくツッコんでくるチアキ。僕はそれに答えず「先行ってるよー」と歩き出す。と、すぐにチアキが「ま、待って下さい」と追ってきた。

　僕は、前方の工場から立ち上る白はく煙えんをぼんやりと見つめつつ、考える。

「（《ＨＡＲＵ》……どちらかというと、コノハさんの方がしっくりくるけどなぁ）」

　まぁ、だからなんだというわけでもないのだけれど。自分の名前にちなんだユーザーネームをつけなきゃいけない法もないし。

　チアキと共に少し歩くと、先の方で僕らと同様、立ち止まってなにやら操作していた皆に追いついた。

「あ、おい雨野、なんか珍めずらしいキャラいるぞ、この辺」

「え、そうなの？　なんだろ」

　再びスマホを取り出しチェックを始める僕。と……。

「（あ、これって……）」

　それは、昔イベントで配布していた特とく殊しゆキャラだった。《ＧＯＭ》のこの追加機能は、こんな風に「復刻」や「取り逃にがし救済」の要素を含ふくんでいるから面おも白しろい。個人的にはとても素す晴ばらしい試みだと思う。

　で、今回この場所にいたキャラはと言えば、少し前のわずかなイベント期間中にのみ配信されていた超ちよう有用キャラであり、手元に何体いても困らない代しろ物ものである。

　興奮して思わず顔を上げる僕。が、今日のために始めた新規プレイヤー達にその価値が分かるはずもな──

「…………ん？」

　──なぜか、チアキと目が合ってしまった。

「っ！」

　が、慌あわてて目を伏せるチアキ。…………？　なんだあいつ。僕はチアキに声をかけようか迷うものの、しかし……。

「あ、ほしのんほしのん、なんか亜玖璃の、変な画面いっちゃったんだけど！」

　アグリさんが困った様子でチアキを呼びつけてしまったので、その機会は流れてしまった。

　僕は軽く息を吐はくと、「あ、そうだ」と気を取り直し、コノハさんへと駆かけ寄よった。

「コノハさん、コノハさん！　やりましたね！」

「……ほへ？」

　画面から顔を上げ、首を傾かしげるコノハさん。……あれ？

　彼女はしばらくぽかーんとした後、なにやらズレたリアクションをしてくる。

「あたしと先せん輩ぱいって、もうベッドインとかしてましたっけ？」

「凄すごい解かい釈しやくぶちこんできますね。いやそういう『やりましたね』じゃなくて。ほら、このキャラ！」

「え、このキャラ、非処女なんですか？　こんな可愛かわいい顔して……興奮しますね」

「なんの話ですか。このキャラですよ、このキャラ。覚えてませんか？」

「……？　あ。え、えーと、そ、そうですよね、ああ、こ、こいつですね」

　と、なにやら目を泳がせ始めるコノハさん。僕は首を傾げつつも、コノハさんの画面をチラリと見る。

「（ユーザーネーム《ＭＯＮＯ》。……改めて見ると、やっぱり不思議だなぁ）」

　この人が、僕とずっと遊んでくれてた《ＭＯＮＯ》さんであり……そして尊敬するフリーゲームソフト制作者である《のべ》さんだなんて。頭では分かっているつもりでも、なんかこう、未いまだにコノハさん当人と分けて考えちゃうところがあって。

「（今こうしてコノハさんのスマホにそのユーザーネームが見えても、まだしっくり来ないあたり……僕も大たい概がいおかしいよなぁ）」

　ネットのオフ会とかに出た人って、多かれ少なかれ皆こういう感じの感想抱いだくのだろうか？　思ってたのと違ちがう、みたいな。……いや、別に僕は、《ＭＯＮＯ》さんや《のべ》さんに何かを期待していたわけじゃないと思うんだけど……。

　僕がそんなことを考えていると、コノハさんは何故なぜか、丁ちよう度どアグリさんへの手ほどきを終えた姉を呼びつけた。

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん！　ちょっと！」

「？　なんですかコノハ？」

　そうして、寄ってきた姉の肩かたにガッシリ腕を回し、僕の方を一度ちらりと見てから、二人、背を向けてなにやらごそごそ密談を始める。

「（……なんか、聞かない方が良さそうだな。意味は分からないけれど）」

　人の言葉を聞き取ることに普ふ段だんは全神経を傾かたむけている僕だけれど、別に他人の秘密を盗ぬすむ盗とう聴ちようレベルにまで到とう達たつしたいわけじゃない。

　僕は自分のスマホに視線を落とし、ぽちぽちと作業をして時間を潰つぶす。

　……と。

「はいはいっ、お待たせしました先輩！　どうも《ＭＯＮＯ》です！」

　突然僕の前に戻もどって来て、今更な自己紹しよう介かいを繰くり出すコノハさん。

「は、はぁ。どうも……」

「いやぁ、それにしても来ましたね《アマテラス》！　まさかチート級のリーダースキル《五ご光こう》を持ち、おでこがキュートな容姿からネット上では『アマピカさん』の愛あい称しようで親しまれる彼女が手に入るとは、やーやー、やりますねぇ、新機能！」

「は、はぁ。そ、そう、ですね……」

「おっとぉ、なんですか先輩、テンション低いですよ！　嬉うれしくないんですか!?」

「や、嬉しいんですけど……えと……」

　な、なんだろう、コノハさんのこのテンション。言っていることは超正確だし、僕の知識とドンピシャなんだけれど……違い和わ感かんが凄すさまじい。かといってそれを言葉にもできず。

　仕方ないので、僕は曖あい昧まいに微笑ほほえんでおいた。コノハさんもまた、ぎこちない笑い。

　…………。

「じゃあ、そろそろ移動再開するぞー？」

　上原君が皆の作業が終わったのを見計らって音おん頭どを取ってくる。僕らはそれに応じると、スマホをしまい、再び歩き始めた。

　少し歩いたところで……僕は、なぜか集団からかなり後方につけた二人の方をちらりと振ふり返る。

「（……なんか、コノハさんとチアキが、互たがいのスマホを手に持ちつつまた姉し妹まいでごそごそ密談を交かわし始めたぞ……）」

　まったく、仲の良い姉妹だこと。光正にイマイチ好かれている気がしない僕としては、羨うらやましい限りだった。




　　　　＊




　──結局それからも、そんなことは幾いく度どとなく続いた。

　僕がキャラやアイテムに興奮しコノハさんに話を振るも、コノハさんから思ったようなリアクションは得られず、残念に思っていたら、なぜかその一分後ぐらいに突とつ然ぜん猛もう烈れつなテンションで食いついてきて、僕が軽く引く。そんなことの、繰り返し。

　ただそれでも相変わらず単体の位置情報ゲーとして《ＧＯＭサーチ》は非常に面白く、誰に強制されるでもなく、僕らは夢中になって遊び続けた。

　そうして、ふと気がついた時には……。




　僕らは、高台の展望駐ちゆう車しや場から、西に沈しずむ綺き麗れいな夕ゆう陽ひを七人で眺ながめていた。




　……上原君が、遠い目をしながら呟つぶやく。

「……俺達……いつの間に、軽く山登ったんだろうな……」

『…………』

　全員がさっと目を伏ふせる。……流石さすがのゲーム好き達も、ゲームに熱中した挙げ句、知らず知らずに山まで登って日が暮れたことに関しては、恥はじ以外の何ものでもなかった。

　ただ不幸中の幸いだったのは、すぐ近くに最近出来たばかりの立派なレストハウスがあり、街や各方面へと向かうバスもそこそこの本数運行していることだ。

　僕達はそれぞれに自宅方面へと向かうバスの時間を調べると、休きゆう憩けいコーナーで合流してぐったりと待ち時間を潰し始めた。が、そこに男女の楽しい会話などは微み塵じんも無く……。

『…………』

　流石の天道さんも顔に疲ひ労ろうの色が隠かくせていないあたりが、今日という日が如何いかに過か酷こくかつ、不毛であったかを物語っている。

　場に殆ほとんど運動部の強化合宿後みたいな倦けん怠たい感が漂ただよう中。そもそもの企き画かくの言い出しっぺとして責任を感じた僕は、低い雑談力を総動員して皆みんなに会話を振ってみた。

「え、えっと、皆、帰りのバスは結構バラけるんだったっけ？」

　僕のそんな「どーでもいい」質問に答えてくれたのは、やはり僕のカノジョ、天道花憐だった。

　彼女は疲つかれた顔に精せい一いつ杯ぱいの「天道花憐スマイル」を張り付かせてまとめてくれる。

「ええ。大まかには『雨野家方面』、『星ノ守家方面』、『街方面』という感じね。面子メンツ的にもそのまま、雨野兄弟、星ノ守姉妹、その他、という感じで」

「そうなんですね。えっと、それで、僕らの家方面へは今から二十分後の十八時三十分発ですけど、天道さん達は何分発ですか？」

「私達街方面勢は、十八時二十五分ね。星ノ守さんの方は？」

「あ、自分達は十八時三十五分発です。皆みなさん大体同じぐらいですね」

「そう。…………。……………………」

　完全に会話が終わる。そう、終わる。いつもの、「微び妙みように沈ちん黙もくの間が……」みたいなアレじゃない。完全終しゆう了りようだ。その場の誰だれも、もう口を開く意思が欠片かけらもないっていう。

　普段ならこういう時はアグリさんなり上原君なりといった雑談力の高い人々が率先して色々喋しやべってくれるのだけれど……二人とも、現在は完全にグロッキー状態だった。テーブルに二人仲良く突つっ伏ぷしている。

　僕はこれ以上無理に会話を振っても仕方ないなと、一人、スマホをいじり始める。……僕は本来この中じゃ一番体力のない人間だし、事実疲ひ労ろう感も相応にあるのだけれど、皆みたいに「ぐったり」という感じじゃなかった。むしろ真逆で、目が爛らん々らんとしてしまっている。一種の高こう揚よう状態だ。遠足が楽しみで眠ねむれない園児のそれと同じ。

　スマホをぽちぽちいじりながら、思わずニヤついてしまう。

「（休日に、多くの友達と一いつ緒しよに遊び疲れるなんて……。……僕にとって、こんな幸せなこと、そうそうないもんな……）」

　眠くなんて、なるわけがない。……まあ、恥はずかしいから、皆には自分も疲れているように見せているけれど。とはいえ流石に目を瞑つぶる程ほどじゃ──。

「（……と、あれ？）」

　──ふと見れば、なにやらチアキもこっそりとスマホをいじっている様子だった。どうやら彼女も僕と同様、高揚状態にあるらしい。事実、すっかり油断して晒さらしているらしきその表情はニコニコと、心から幸せそうだ。…………。

「（…………って、ハッ!?）」

　僕はそんな彼女の様子を見て微笑んでしまっている自分に気がつくと、慌てて表情を引き締しめ直す。……天てん敵てきの幸福を心から喜んでどうするんだ僕。まったく。

　僕は周囲の人間に今の顔が見られていなかったのを確かく認にんすると、自分のスマホへと視線を落とし、《ＧＯＭサーチ》を起動した。

「（もう今日はお腹なかいっぱいだけれど……他ほかにすることもないし）」

　それに、夕陽を見た駐車場手前でチェックして以降、この辺のスポットをちゃんと調べていなかった。

　僕は画面を見て、このレストハウス周辺に存在するキャラやアイテムをチェックする。そうめぼしいものも見当たらない。僕はそれらを獲かく得とくし終えると、暇ひまを持てあまし……何気なく、地図を拡大して少し離はなれた位置の情報を眺めた。

　──と。

『あ』

　──思わず声をあげてしまう。しかも、なぜかチアキと全く同じタイミングで。

　僕とチアキの視線が交差する。……僕は一応、チアキに訊たずねてみた。

「えっと、どうした？　チアキ」

　すると、チアキはなぜか少し頰ほおを染め、「い、いえ」と首を横に振って返してきた。

「なんでもないです。ネットニュース見てただけです、はい。け、ケータは？」

「ぼ、僕？　いや……まあ、同じようなものかな。なんでもないよ」

「そうですか」

「そうだよ」

　そうして、会話を終える僕ら。……僕は小さく嘆たん息そくしつつ、今一度画面を見下ろした。

「（これ……。……ここからちょっと行ったところで獲得できるこれって……）」

　それは、過去に配信していたレイドボスへの再挑ちよう戦せん券だった。レイドボスというのは、特定期間中に「他者と協力して」倒たおすことで様々な報ほう酬しゆうを得られる敵のことだ。基本的にはその期間が過ぎると二度と戦えない。

　が、そこにはその再戦を実現できる特とく殊しゆアイテムが、落ちていて。

　僕は思わず腕うでを組んで呻うめく。

「（欲ほしいなぁ、これ。でも……ここまで行ってたら、もうバス時間アレだし……）」

　このバスを逃のがすと、確か次に来るのはまた一時間後だ。それは正直キツい。

「（それに、このレイドボス倒したところで、得られるものはしょっぱいしなぁ）」

　単純にゲーム的観点から見た場合、このボスは正直それほど「うまみ」のあるボスではない。少なくともバスを一時間遅おくらせる程の価値は絶対ないわけで。しかし……。

「っと、皆さん、各方面へのバスがロータリーに入って来たみたいですよ」

　突とつ然ぜん光正に声をかけられ、僕達はハッとしてレストハウス入り口付近のガラス越ごしにバスロータリーを確認する。そこには光正の言う通り、まだ多少発車時間までは余よ裕ゆうがあるものの、既すでに各方面へのバスが待機を始めていた。

　上原君が「んっ」と伸のびをした後、率先して椅い子すから腰こしを上げる。

「じゃ、そろそろ散るか。ここでダラダラしてたってしゃーねーし」

　その言葉を受けて、僕らはのそのそと各自椅子から立ち上がり、入り口まで歩きがてらそれぞれに別れの挨あい拶さつを交わし合った。

「（あ、そうだ……）」

　天道さんと言葉を交わし終えた後、僕は少し思うところがあってコノハさんへと駆かけ寄った。

「コノハさんっ。あの、実はこの近くに《星せい竜りゆうノヴァアーク》の──」

「あ、ちょっとすいません雨野先せん輩ぱい。…………ふわぁっ」

　僕の話を一いつ旦たん遮さえぎると、心底疲れた様子であくびをするコノハさん。流石腐くさっても碧陽学園生徒会長、普ふ段だんの痴ち女じよぶりからすると意外な程に可愛かわいらしいあくびをする。

　僕はそんな彼女を見て……そして……。

「あ、それで雨野先輩、なんすか？」

「……えっと。……あ、その……きょ、今日は本当にお付き合い下さってありがとうございました、コノハさん！　僕、凄すごく楽しかったです！」

「え？　あ、は、はい。先輩が楽しかったなら……その……まぁ、あたしも……」

　笑え顔がおで礼を告げると、らしくなく照れた様子でもじもじし出すコノハさん。僕はもう一度しっかりと感謝を伝えてから、彼女の傍そばを離れた。

　レストハウスを出て、バスのロータリー前まで歩いたところで、上原君が振ふり返って僕らを見み渡わたすと、場をきちっと締めてきた。

「じゃ……今日は皆、お疲れ様でした！」

『お疲れ様でした！』

　その言葉をもって、いよいよ完全解散となる僕達。

　バスは発車順に三台並んでいる。僕は天道さんに手を振ると、光正と共に二台目のバスへと乗り込んだ。車内はガラガラだ。僕らはそれぞれ二人掛がけの席に一人ずつ、縦に並んで着席することにした。

「ふぅ」

　座った途と端たん、僕の前の席で光正が大きく息を吐はく。僕は苦笑いで彼を労ねぎらった。

「お疲れ様、光正。気ぃ遣つかったでしょ、初対面の人達ばかりでさ」

「んー？　いや、そうでもないよ。オレ、お兄さんと違ちがって人見知りしないし」

「ぐ……」

「でもまあ」

　そこで光正は、一種何かを鼻で笑うような素そ振ぶりを見せつつ、窓の外を眺めて呟いた。

「……ま、概おおむねいい友達に恵まれたんじゃないの。お兄さんにしてはさ」

「光正……」

　一見素そっ気けなさそうに見えて、この気遣い。くぅ、相変わらず、なんてよく出来た弟なんだ。完かん璧ぺきすぎて困るな、この弟。

　僕は嬉うれしくなって、前のめりに彼に声をかける。

「きっと、皆も今日は光正のこと、凄く気に入ってくれたと思うよ！」

「……どうだろうねぇ」

　くっくと、なぜか妙みような含ふくみ笑いをする光正。謙けん遜そんしちゃって。こういう驕おごらないところも、凄いよなぁ、うちの弟は。社交的でありつつも、確固たる自分も持っているっていうか。

　それに比べて、僕はと言えば……。

「…………」

　バスの背もたれに体重を預け、窓の外を眺める。

　既に日は完全に沈み、空には星が瞬またたき始めていた。快晴で空気も澄すんでおり、特に星が綺き麗れいな夜になるはずだ。……明るいバスの中からでは、それもイマイチ映はえないけれど。

　ポケットからスマホを取り出して画面電源ＯＮにする。

　午後六時二十五分。……と、定刻通り、前方に止まる街方面行きのバスが発車した。

　位置関係上、残念ながら窓から天道さんの姿を確認することはできなかったけれど、それでも僕は見るとはなしにバスが去って行くのをぼんやりと見守る。

「…………はぁ」

　一つため息をついて、再びスマホに視線を戻もどす。午後六時二十六分。もうじきこちらも発車だ。…………。

　僕は頭を振って意識を切り替かえると、アプリやネットで暇潰つぶしでもしようとロック画面を解除し、そして……。

「…………」

　先程から起動しっぱなしだった、《ＧＯＭサーチ》の画面が目に入った。

　……………………ああっ、もう。

「光正」

「ん、んぁ？」

　既にうつらうつらしていた光正の肩かたを叩たたく僕。

　そうして、彼が目をこすりながら「なにさ、お兄さん……」と不満げにこちらを振り向く中。

　僕は……苦く笑しようして頰を搔かきつつ、我ながら実に馬ば鹿かげた提案を口にしたのだった。





星ノ守千秋






「はぁ、我ながら実に馬鹿なことをしました……なんでこんな……ふぅ、ふぅ……」

　肌はだ寒ざむい夜の登り道を一人息を切らして歩きつつ、泣き言を漏もらします。

　レストハウス裏手から「広場」へと続くこの階段を登り始めてまだ五分ですが、急きゆう勾こう配ばいと昼間の疲つかれのせいで、正直もうギブアップしたい気持ちで一いつ杯ぱいです。

「完全に……選せん択たく肢しを…………間ま違ちがえ……ました……」

　主おもにバリアフリーを目的として設置されたのであろう真新しい手すりに殆ほとんど全体重を預ける勢いで頼たより、のろのろと山を登ります。

　不幸中の幸いだったのは、きちんと観光地として整備されているおかげで、山中とはいえ階段や光源がしっかりしていることでしょうか。また、決して多くはないですが他の観光客さんもそれなりにおられ、夜の山とはいえ女子の一人歩きが危険という程の環かん境きようでもありません。

「（ま、それを理由にコノハだけ先に帰らせて、一人でここ登ってるんですけどね……）」

　中腹まで来たところで一度立ち止まり、丈じよう夫ぶな手すりに腰をかけます。一度大きく深呼吸をすると、木や草の香かおりが濃こい綺麗な空気が肺を満たしました。

　他の観光客さんの邪じや魔まにならぬよう配はい慮りよしつつ、鞄かばんから事前にレストハウスで購こう入にゆうしてきた３４０ミリリットルのミネラルウォーターを一口飲みます。

「……ふぅ」

　そのまま、ぼんやりと空を見上げようと……したところで、自分は慌あわててそれをやめました。

「（駄だ目めです駄目です！　これから折角《星ほし見み広場》に行くのですから、星空を見上げるのは取っておかないと！）」

　そもそもこの登り道は《星見広場》という、名前そのまま、星が綺麗に見える開けた場所へ続くものです。なのにこんな中腹で空を見上げてしまってどうするのですか。メインディッシュを半分つまみぐいしちゃうようなものですよ、それは。……と。

「（あ、いえいえ、星空はメインディッシュではなかったですね）」

　自分の「本来の」目的から考えれば、むしろ星空はオマケみたいなものでした。まあどちらにせよ、ここで星空を見ちゃう意味はないですが。

「よし……」

　自分は体力が幾いく分ぶん回復したのを確かく認にんすると、気合いを入れて再び階段を登り始めました。

　そうして、黙もく々もくと足を動かすこと五分。

「……着きました……！」

　自分はようやく目的地へと辿たどり着きます。

　星見広場。

　そこは、山の斜しや面めんから少しせり出すように作られた、半円形の広場でした。

　円の外周には等とう間かん隔かくにベンチが配置されており、それらは全すべて背もたれがまるでリクライニングシートのような上向きの角度に調節されています。きっと星を見上げやすいようにでしょう。

　光源は殆どなく、最低限、柵さくや椅子の位置を示す程度のものでした。

「おぉ、意外と立派です……！」

　正直田舎いなかの観光スポットなんて舐なめていた自分ですが、なかなかどうして、最近整備されただけあってオシャレな空間です。そしてそれだけに……。

「（……案の定、カップルだらけです……）」

　既に多くのベンチに、先客……若い男女二人連ればかりが座っておられました。

　自分はやれやれと息を吐きながら広場内を歩き始めます。お客さんの絶対数自体は少なかったものの、それでもベンチはほぼほぼ埋うまってしまっております。

「（できれば、座って落ち着きたいのですが……）」

　そう思って探すものの、中々空いたベンチは見つかりません。自分は一つ嘆たん息そくすると、一人、広場中央にぽつんと立ち……そうして、思わず空を見上げました。と──

「……わぁ」

　そこには、満天の星が広がっていました。周囲が暗く開けているおかげで、いつもは見えない小さな星達一ひと粒つぶ一粒がくっきりと目に映り、思わずうっとりとしてしまいます。

「（……やっぱり来てみて良かったです）」

　バスを一本遅おくらせ、疲れた体にむち打って無む駄だに階段を登った甲か斐いがありました。

　惜おしむらくは、先に帰ってしまった皆みんなにもこの星空を見せてあげたかったことでしょうか。皆とこれを見られたら、どんなに楽しかったことか。皆と……。…………。

「（……やっぱり……ケータと一いつ緒しよに、ここに、来たかったですね……）」

　彼と一緒に星空を見て、そして、彼と一緒に……。

「（……いえ）」

　自分は思わず、星を見上げたまま苦笑いをしてしまいます。
















「（何を寝ねぼけたことを。違うでしょう、星ノ守千秋。今日ここに来たのは……ちゃんと一区切りを、つけるためじゃないですか）」

　そう。自分がコノハを先に帰らせ、わざわざ一人でここに来たのは……そんな甘い幻げん想そうに身を委ゆだねるためじゃ、ありません。

　むしろ、決着をつけるためです。

　これを最後に……。……この「偶ぐう然ぜん」や「運命」に見切りをつけるために、あえて、この……奇き跡せきみたいに思い出深い「あるもの」が存在するここに一人で──。




「……チアキ？」




「────」

　と、背後から突とつ然ぜん声をかけられ、自分は、完全に硬こう直ちよくしました。

　まさか、そんな、どうして、よりにもよって、このタイミングで。

　ぐちゃぐちゃの感情のまま……しかし自分は、「いや、今のは自分の願望が作り出した幻げん聴ちようかも。いや絶対そう。それが一番合理的解かい釈しやく！」なんて考えに至ると、その正しさを証明すべく、星を見上げるのをやめて振り向きます。

　そうして、ゆっくりと視線を下げていくと、その先には。




「こんばんは、チアキ。まさかこうして、一人でわざわざ星を見に来る行動まで被かぶるなんて……流石さすがにちょっと笑っちゃうね」




　無む邪じや気きな笑え顔がおの想おもい人──雨野景太の姿が。

　自分はキュウキュウする胸を押さえ、思わず今一度星空を見上げると。

「（……勘かん弁べんして下さいよ……もう……）」

　自分を弄もてあそぶ神様に向けて、心から許しを請こうたのでした。




　　　　＊




「あ、チアキ、丁ちよう度どベンチ一つ空いたみたいだよ。座ろうか」

「え？　あ、はい……」

　ケータに促うながされるままベンチへとついていき、二人、並んでベンチに腰こし掛かける。……まるで、カップルのように。…………。…………。

「？　あれ、どうしたのさチアキ、そんな端はじっこに座って」

「な、なんですか。いいじゃないですか。け、ケータはアレですか。カノジョさんでもない女と、密着したいと言うのですかっ！」

「い、いやそんなことは言わないけど……この距きよ離りは流石に喋しやべり辛づらいというか」

「そ、そうですね。つ、詰つめれば五人は座れそうなベンチですからね」

「分かってんならもう少し真ん中に来てよ」

「何するつもりですか」

「喋るつもりだよ」

「卑ひ猥わいなことをですか」

「雑談をだよっ。なにそのコノハさん的発想。いや、っていうかさ……」

　そこでケータは、周囲をちらちらと見て、声のボリュームを少し抑おさえます。

「こういう場なんだから……あんまり大きな声で会話するのもアレじゃないか」

「そ、それはそうですけど……。……ぐぅ……。……わ、分かりました……」

　自分は顔を真っ赤にしてぷるぷる震ふるえながらも、じりじりと真ん中に寄ります。

　ケータが呆あきれた様子で自分を眺ながめていました。

「そ、そんな恥ち辱じよくに塗まみれたような表情しなくても……。なんか罪悪感凄すごいよ僕」

「くぅ……ほ、星ノ守千秋、いざ、参る！」

「数センチ寄るのにもそこまでの決断が必要な人間かなぁ僕って！　いくら天敵と言えど流石に落ち込むわ！」

　ケータが何か勘かん違ちがいをして涙なみだ目めになっています。自分は多少呼吸を整えた後、彼に向かってにこりと微笑ほほえみかけました。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ケータは臭くさくないですよ。ホントに。ホントに臭かったりはしないです」

「え、なにそのフォロー、やめて。ホントやめて」

　言いながら自分の体たい臭しゆうを必死にチェックするケータ。……臭くないって言ってるのに。

　ようやく少し落ち着いてきた自分は、改めて、ケータに訊たずねます。

「ところで、ケータはどうしてここに？　弟さんはどうされたのですか？」

　その質問に、ケータは体臭チェックを中断して答えてきます。

「弟は先に帰したよ。で、僕が一人でここに来たのは……。…………」

「？　ケータ？」

　突然苦笑いを浮うかべて黙だまりこくってしまったケータに、自分は首を傾かしげます。

　ケータは「や、まあ……」と何処どこか気まずげに頭をぽりぽりと搔くと、しばらく迷う素そ振ぶりを見せてから、おずおずと、切り出してきました。

「正直、ちょっと恥はずかしいというか……女め々めしい話だから、ここだけの話にして欲しいんだけど」

「はぁ。女々しい、ですか？　あ、実はケータに、星空が大好きなロマンチストな一面があるとかって、そういう……」

「や、そうじゃなくてさ」

　ケータはそこでポケットからスマホを取り出すと、なにやら軽く操作し、そして……その画面を、自分の方へと向けて来ました。

「こ、これって……」

「そう、《ＧＯＭサーチ》の配信物目的なんだ。ここで配信されているものが、僕、個人的にどうしても欲ほしくてさ。それっていうのも……」

「…………」

　その画面に映っていたものに、自分は思わず息を吞のみます。

　なぜならそれは……それは……だって……。




「──これ、僕とコノハさんが初めて一緒に協力して倒たおしたボスなんだよ」




「────」

　照れくさそうにはにかみながら語るケータに、自分は、何も返せません。

　なぜならそれは　自分がここに来た目的と、全く一緒で。

　そんな自分の硬直反応を「呆れ」とでも勘違いしたのか、ケータが「な、キモいだろ？」と自じ虐ぎやく気味に続けてきます。

「思い出のレイドボスを取るためだけに、一本バス遅らせてさ。ホントどうしようもない。……何が一番どうしようもないって、これ、別に《ＭＯＮＯ》さんは……」

　いきなり自分のプレイヤーネームを呼ばれてドキリとします。が、すぐにそれは自分の事を指しているわけじゃないのだと思い直しました。そう、彼が言う《ＭＯＮＯ》っていうのは……。

「……コノハさんは、もう覚えていないっぽいというか、興味もなさそうなことでさ」

「っ！」

　そう切なげに語るケータに、自分は胸が締しめ付けられます。ち、違うんです。違うんですケータ。自分は……自分は、ちゃんと、覚えて……！

　だけどそんなことまるで知らないケータは、自分のスマホを見つめて少しだけ悲しそうに語ります。

「個人的には結構……印象深いボスだったんだけどなぁ。まだ効率的なプレイ方法とか全然分かってない頃ころでさ。そんな凄く手て探さぐりな段階で、《星竜ノヴァアーク》を、《ＭＯＮＯ》さんと協力して必死になって倒して。……メッセージの交流も何もなかったけれど、なんだか、だからこそ、凄く心は繫つながった気がしていてさ」

「……っ！」

　声が、出ません。

　…………自分もです。自分もです。自分もです！

　心はそう叫さけんでいるのに……隣となりに座る彼は、相変わらず、少し寂さびしそうで。

「でも、多分、僕のこれは……割と一方的な『片思い』みたいなもんだったんだろうなぁって。今日一日コノハさんの様子を見ていたら、そう気づかされちゃってさ。なんかもう、正直、超ちよう恥ずかしくて」

「……！…………」

　ケータの悲しい笑顔が、直視できません。なんで……どうして、こんな。自分は……自分は……。

　自分が膝ひざの上でギュッと拳こぶしを握にぎりこんでいると、ケータが何か空気の悪さを察した様子で「あ、ごめん！」と慌あわててフォローしてきます。

「や、今のはあの、愚ぐ痴ちっていうより、『僕キメぇ』っていう笑い話のつもりだったんだよ。少なくともコノハさん責めてるとかじゃ全然ないからね？　あ、だから、その、できればコノハさんには言わないでくれると嬉うれしいかな、この話」

「……はい……」

「助かるよ。……まあ、とにかくそんなわけだから、一回は僕も《星竜ノヴァアーク》は別に取らなくていいかとバスに乗ったんだけどね。バスの中で弟と話してたらさ、少しだけ……それは違うんじゃないかと、思い直して」

「違うって……何がですか？」

　自分のその質問に、ケータは頰ほおをぽりぽり搔かきながら照れくさそうに応じてきました。

「たとえ、コノハさんにとって僕が大した存在じゃなくてもさ。僕にとってコノハさんが……ううん、《ＭＯＮＯ》さんが、大事な戦友で、そして一いつ緒しよに遊べたことが素す晴ばらしく良い思い出なのは、何一つ変わらないじゃないかって。そう、思い直して」

「っ」

　どうして、この人は、いつも、こうやって、サラリと自分の心をかき乱して……。

　ケータは仕切り直すように伸のびをします。

「あーあ、でも、こうして一人で思い出のボス取りに来るとか、やっぱり単純に行動として女々しい気もするなぁ、うぅ」

　そう呻うめいて、そのままリクライニング角度の背もたれへと倒れ込むケータ。

　と……。

「って、おぉ！　チアキ、寝ねそべってみなよ！　星、凄いよ！」

「え？　あ、はい、じゃあ」

　自分も、彼の隣で背もたれに体重を預けて、空を見上げます。そこには……やはり、何度見ても幻げん想そう的な満天の星。

「……綺き麗れいですね……」

　気づけば、自分は思わずうっとりと呟つぶやいてしまっていました。

「（まったく、つくづく単純ですね、自分も……）」

　つい今までもの凄く胸を痛めていたはずなのに。こうしてケータと……好きな人と並んで綺麗な星空を眺めたら、そんなことが一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んでしまう程ほど幸せで。

　隣で空を見上げたまま、ケータが訊ねてきます。

「ところで、チアキはどうして一人でここに？　星、好きなの？」

「え？　あー……」

　自分は少し迷うものの……しかし、すぐに確信をもって応じました。

「はい。好きですよ。……いつまでも、見ていたいぐらい」

　それは今の自分の、偽いつわらざる本心でした。ケータが「そっか」と呟きます。

「僕もこんな風に改めて星見たことなかったけれど……うん、たまには悪くないかも」

「ですよねですよね、いいですよね、星」

「うん」

　そのまま二人、数十秒間、無言で星を見つめます。……実に、幸せな時間でした。

　が、ケータは、相変わらず、どこまでいっても、ケータなようで。

「……やっぱり手持ちぶさたかも。星空綺麗だけど、ゲームしながら見たいなぁ」

「ふふっ、なんですかそれ。まったく、ケータは駄だ目め駄目ですねぇ」

「チアキはそうじゃないの？」

「自分は大人なので、全然退たい屈くつしてませんよ。それに、創作にはこういう時間が必要ですからね」

　自分の発言に、ケータが吹き出します。む。

「ははっ、星空見て発想するような作風でもないだろう、『ぼたのすけ』とか……」

「そ、そういうことじゃないのです！　じ、自分だって、その気になればスペースオペラ的な作風だって……！　あ、そういえば、スペースオペラといえば、ケータは結局スペースオーシャン５手に入れられたのですか？」

「あ、そうそう、それね！　実は最近手に入れて一気にプレイできてさ。いやぁ、事前に世間の評判がすこぶる悪いの知っちゃってたから結構怯おびえつつやったけど……結果、自分的には全然ＯＫだったよ！　楽しかった！」

「あ、ですよねですよね。自分も、シリーズのファンとかではないですけど、普ふ通つうに楽しめましたよ。戦せん闘とうの爽そう快かい感や完成度はかなり極きわまってきた感あると思うのですよ」

「だよね！　いや実際成長システムにしたってさ──」

　自分達はそのまま、美しい星空を見上げながらゲーム話に花を咲さかせました。

　それは実際、ムードもへったくれもない、ある意味星空台無しの過ごし方で。

　けれど。

　自分にとっては、不意に涙が零こぼれてしまう程に幸せな、ひとときで。

　そうしてゲームの話題が一段落したところで、ケータが依い然ぜんとして星を眺ながめながら「あ、そうだ」となにやら改まって切り出してきます。

「チアキ、ありがとうね」

「ひゃい？　な、なんですか急に」

　天てん敵てきたるケータに感謝されるという、レアにも程があるイベントに、自分は思わず隣を向いてしまいます。と……。

「（う……）」

　ケータの顔がすぐ近くにあって、自分は動どう揺ようし、頰を真っ赤にしてすぐ視線を戻もどしてしまいました。

　ケータは、自分のそんな動きになど露つゆとも気づかない様子で続けてきます。

「まず、今日のお昼のこと。さっき気づいたんだけど……もしかして、僕の体調を気き遣づかって、らしくもなくチアキからお昼休きゆう憩けいの提案を切り出してくれたのかなって」

「へ？　あ、ああ……」

　自分はいつもの調子で少し意地悪く微笑ほほえんで、それに返します。

「これだから自意識過か剰じようなチビモヤシはいやですね。あれは自分がお腹なか空すいただけですよ。それに遅おそかれ早かれどうせお昼休憩はとったのですから、たとえアレが自分の配はい慮りよだったとしても、感謝して貰もらう理由は全くないです」

「……そっか。ふーん……まあ、なら、いいんだけどさ」

　ケータは穏おだやかにそう呟き、そうして、更さらに続けてきます。

「でも、チアキにはもう一つ、ずっと感謝していることがあってさ」

「なんですか。今日のケータは、デレ期か何かなのですか？」

「ま、たまにはね」

　ケータが隣で苦く笑しようしたのが分かります。……なんだか、とても穏やかな気分でした。

「……あのさ。この前僕、皆みんなの前で天道さんに告白しただろう？」

「……してましたね」

　その時の光景を思い出します。……本来なら想おもい人が他ほかの女性に告白する情景なんて胸が痛みそうなものですが、不思議と、自分はあの告白風景が嫌きらいじゃありませんでした。むしろ、あの時のケータを思い出すと、胸にほんのりと温ぬくもりを覚えるぐらいで。

「（そしてだからこそ自分も……今日ここで、一人で、自分の恋れん愛あいに『諦あきらめ』というけじめをつけようと、思っていたはずなんですけどね……）」

　そんなことを考えて、自分は軽く目を瞑つぶります。

　少しの沈ちん黙もくの後、ケータが話を再開させました。

「昔の僕ならさ……ああいうことは、絶対できなかったと思うんだ。いや、昔の僕というよりは、本来の僕なら、かな？」

「……普通、できませんよ」

　自分なんか……こうして二人きりで、隣にいてさえ、何も伝えられずにいるのに。

　うっすらと目を開けて、考えます。

　自分はいつから、どうして、こんなにもケータに水をあけられてしまったのでしょう。

「…………はぁ」

　思わずやるせないため息が口からこぼれます。

　が、ケータはそれに気づかない様子で……意外な言葉を、続けてきました。




「でもあの勇気は、本もとを正せば、やっぱりチアキのおかげで得たものなのかもなって」




「……え？」

　あまりに意外な言葉に、再びケータの横顔を見てしまいます。

　彼はその瞳ひとみにキラキラと星空を映しながら語りました。

「この前、チアキには少し話したよね？　天道さんの影えい響きようなのか、最近は僕、当たって砕くだけてみるのも、それはそれでいいと思えるようになってきたって話」

「あ、はい、聞きました」

「あれ……あの時は、完全に天道さんのゲーム感なんかの影響だって思ってたけど、でも、実はやっぱり、もう一つ大きな要因があったんじゃないかなって最近気づいて」

　その言葉に、自分は思わず胸を高鳴らせつつ、訊たずねます。

「えっとえっと……その、それが、自分、ですか？」

「うん、そう」

　ケータはあっさりと応じて続けます。

「ほら、僕らが元々知り合ったキッカケってさ。僕が、殆ほとんどナンパまがいの接せつ触しよくをしたところからでしょ？」

「ああ……。……何度考えても、実に、ケータらしくない行動ですよね」

「ホントそうなんだよ。もう、あの時、どれだけ胃がキリキリしていたことか……」

「ふふっ、想像つきます」

　自分が逆の立場でも同じだったでしょう。

　ケータはおもむろに空に向かって手を伸ばします。

「……でもさ。まあ萌もえに関しての敵対とかはあったにせよ……結果的に、こうして、その、なんていうか、えっと、友……じゃなくて……仲良く……いや……あっと、そう、げ、ゲーム仲間には、なれたわけじゃないか」

　照れて表現に迷った末「ゲーム仲間」という言葉に落ち着き、早口で流すケータ。

　自分がくすくす笑っていると、ケータはこほんと咳せき払ばらいをした。

「それが多分……僕は、嬉うれしくて、誇ほこらしかったんだと思う」

「誇らしい……ですか？」

「うん。だって、自分から勇気を出して話しかけた人が、今も、こうして、僕とゲームの話をしてくれているんだよ？　それって、本当に凄すごいことじゃないかなって。そしてそんな素す晴ばらしい成功体験をしたからこそ、僕は、ようやく少しだけ『当たってみる』ことに積極的になれた部分、あったんじゃないかなって」

「……ケータ」

　自分が隣となりを見ていると……突とつ然ぜん、ケータも顔をこちらに向け、自分としっかりと目を見合わせて微笑んできました。

「だから、ありがとう、チアキ。僕と…………。……その、友達に、なってくれて」

「…………」

　言葉を失い、ただただ、自分は彼の瞳を見つめ返してしまいます。

　ケータ……。……自分は……自分も……。

　と。

「あっと。そろそろ時間じゃないかな、チアキ」

「へ？」

　突とつ如じよケータが背もたれから「よっ」と起き上がり、スマホを取り出して画面を確かく認にんします。

「やっぱり。もう僕のバス時間十五分前だよ。そろそろ降り始めないと」

「あ、は、はい、で、ですね」

　自分も慌あわてて起き上がると、何気なくスマホを取り出して時間を確認し……ふと、そこで気がつきました。

「（あ。そ、そういえば、自分はまだ、配信ボス取ってませんでした）」

　隣のケータをちらりと確認します。彼は自分と合流する前に既すでに取っていたらしく、ベンチから立ち上がって「んっ」と伸のびをしています。

　自分はそっと座る向きを変え、彼からスマホを隠かくすようにしました。

「（昼間はコノハとスマホを取り替かえていたので……元に戻した今見られると、ちょっと面めん倒どうです）」

　一応スマホケースのガラを統一しておいたりと、入れ替えがそう簡単には気づかれないよう配慮はしているものの……見られないにこしたことはないです。

「（このボスだけは……自分のスマホのデータとして欲ほしかったですしね……）」

　自分は《ＧＯＭサーチ》を起動し、一いつ瞬しゆんだけボスを眺めて微笑むと、それを素早いタップで獲かく得とくします。

　と、その瞬間、一瞬画面になにやら通知メッセージが出たものの……急いでいた自分は、思わず内容も確認せずに連続でタップしてしまいました。

　画面が切り替わります。そこに現れたのは……。

「（……ああ、以前このボスと闘たたかった時の戦績詳しよう細さいですね）」

　何月何日の何時に戦闘しただの、何を獲得しただの、そして……誰だれと共きよう闘とうしただの。

　懐なつかしくて思わずスクロールしてしまいます。そうして、一番最下段……つまり最初にこのボスと闘った時の戦績が表示されたところで。

「チアキどうした？　行くよ？」

「ひゃっ」

　突然背後から声をかけられ驚おどろいた自分は、思わず立ち上がると同時に……。

「あっ」

　手からスマホを滑すべり落としてしまいます。が……。

「おっと」

　ケータがそれを見事にキャッチ、落下を防いでくれました。自分がホッと胸をなで下ろしたのもつかの間。自分のスマホの画面に、ケータの目が止まります。

「あれ、《ＧＯＭ》」

「や、それは──」

　慌ててスマホを奪うばい返そうとします。が、今し方まで空を仰あおぎ見て座っていたのが祟たたったのか、ふらりと立ちくらみがして手が空を切りました。すぐに回復したものの、その頃ころにはケータは既に──《ＧＯＭ》の画面に映る文面を、読み進めてしまっていました。

「……うん？　共闘者《ツッチー》って……？　え？」

「ひゃ!?　いや、あれ、あの、えと、その……」

　不思議そうに顔を上げるケータに、自分は……彼からまずスマホをひったくり、そうして、わたわたと慌てて、目を逸そらします。

　か、考えて……考えて、自分！　こんなの切り抜ぬけるのはっ、凄く得意でしょう、うん！

　……えーと、えーと、えーと……。…………！

　そうだ、これです！

　いつもの如ごとくすぐに名案を思いついた自分は、早口で語ります。

「こ、これはその、ほら、コノハのスマホなのです。か、彼女に頼たのまれまして……」

「え、コノハさんに？　このボスの獲得を？」

「ですです！　や、やー、コノハにも困ったものですね！　予定があるからって、姉にこんなおつかい作業をさせるなんて……」

　と、そこまで得意げに語ったところで。自分はふと……ケータの顔に、笑えみがこぼれていることに、気がつきました。

　彼が、心底嬉しそうに呟つぶやきます。

「そ、そっか。コノハさんが、このボスを……。……覚えていて、くれたんだ」

「────」

　その笑顔を見た、瞬間でした。




　自分の中で、何かが、吹ふっ切れたのは。




「…………。……ち、違ちがいます」

「……え？」

　突然の自分の言葉に、ケータが不思議そうに首を傾かしげてきます。

　自分は、スマホをギュッと握にぎって俯うつむきながら、言葉を、続けました。

「これは……コノハのスマホじゃ、ない、です……」

「へ？　や、だって、それ、どっからどう見ても《ＭＯＮＯ》さんのデータだし……」

　ケータがまるで状じよう況きようを理解できてない様子でキョトンとします。

　そんな、彼に、自分は……自分は……。

「っ！」

「チア……キ？」

　顔を上げ、涙なみだで潤うるんだ瞳を向けると、大きく叫さけびました。

「《星竜ノヴァアーク》は本当に印象深い二人の初戦でしたっ！　でもでもっ、二人の歴史を語る上では続く《鬼き神しんボルグ》戦も外せません！　なにせ終始コテンパンにやられましたからね！　あれが悔くやしくて悔しくて、自分達はより一層《ＧＯＭ》にのめりこんで！　そうして迎むかえた次のレイドボスイベント《四し聖せい獣じゆうの襲しゆう来らい》では、自分達、本当に息の合ったプレイができましたねっ！　あの時は実に爽そう快かいでしたっ！」

「チアキ……？　それ……どうして……？　ああ、コノハさんに聞いて……。……いや、それにしたって、詳くわしすぎじゃ……」

　動どう揺ようするケータ。自分は……更さらに続けます。

「でも、なにより一番印象的なのは……やっぱり、今年春にあった……救きゆう援えん依い頼らいの時間制限が極きわめて厳きびしい、あのイベントですよね。あの時自分は初めて……貴方あなたに、一言だけ、メッセージを……とても勇気を出して、送りました、ので」

「……まさか……」

　いよいよ状況を察し始めるケータに。

　自分は……覚かく悟ごを決めると、両手を後ろ手に組み、ケータに、心からの感謝の笑顔を見せました。




「いつも、ありがと」




「…………《ＭＯＮＯ》……さん？」

　自分の方をおそるおそる指さし、訊たずねてくるケータ。

　自分がこくりと頷うなずくと……ケータは……。

「…………」

　ぽかーんと惚ほうけた様子で口を半開きにして、自分の方を見つめてきました。

　自分はそのリアクションに思わずくすっと笑ってしまいながらも……。

　もうここまで来たらと、更に、畳たたみかけてしまうことにしました。

「あのあの、ついでに言うと《のべ》も……自分です」

「……へ？」

「や、ですから……。……なんていうか、その……全体的に、ケータがずっとコノハだと思い込んでいた『ネットの友人』は、実際には自分だったという話で……。その……実は自分が、恥はずかしくて、つい、ケータに噓うそをついてしまっていて……」

「…………」

　すっかり表情を失い、黙だまり込んで、そのままへろへろとまたベンチに座り込んでしまうケータ。

「（これは……怒おこって、ます、かね？）」

　怒って当然です。自分はこれまで、彼を騙だましていたのですから。それも、本当に大事なつながりの部分で。

「（怒られて……拒きよ絶ぜつされても、仕方、ないですね）」

　その怒いかりは、しかし、自分ももう覚悟していたことでした。それがあると分かった上で……それでもなお、自分の正体を、想おもいを、どうしようもなく伝えたくなってしまったのです。そこに後こう悔かいはありません。ありませんが……。

「そっか。そうだったんだ……コノハさんじゃなく、チアキ、だったのか。そっか……」

「あ、あの……ケータ？　その……ごめんなさい、です……」

　項うな垂だれるように座ってぶつぶつと呟くケータの顔を、自分は恐おそる恐る覗のぞき込みます。

「（怒ってます……よね？）」

　自分がびくびくと様子を窺うかがっていると……ケータは、ゆっくり顔を上げてきました。

「チアキ、それは……」

「っ！」

　瞬間、直立不動になる自分。怒られる覚悟はもう、出来ています！

　自分が、目を細めつつも恐る恐る彼の表情を確かく認にんすると。

　彼は……彼は、その顔に──

　──意外にも、にっこりと温和な笑みを浮うかべていました。

「あはは、なんか納なつ得とくしたよ。そっか、そうだよね。いやおかしいと思ったんだよ。コノハさん、全然フリーゲームとか作るようなタイプじゃないもんなぁ」

　そう言って、カラカラと心底可笑おかしそうに笑い始めるケータ。

　自分はキョトンとして、訊ね返します。

「えっと……怒ってないのですか？　ケータ」

「へ？　あー……まあ、多少ショック受けたことは事実だけどさ……」

「で、ですよね。あのあの、ケータ、だったらもっと怒っても──」

　自分のそんな言葉に。

　ケータはベンチから立ち上がると、正面から向き合って、笑顔を見せてきます。

「でもやっぱり『嬉うれしい』って気持ちの方が、今はずっと強いかな」

「────」

　彼の言葉に……そしてそのまるで悪意のない笑顔に、自分は、思わず息を吞のみます。

　胸が、トクン、トクンと高鳴り出します。

　ケータは更に続けてきました。

「だってそれって、戦友の《ＭＯＮＯ》さんが、やっぱり僕と同じ気持ちで、ここに来てくれてたってことでしょう？　こんなに嬉しいこと、ないよ。当然じゃないか」

「…………」

　自分は、酷ひどい隠かくし事を、していたのに。

　自分は、酷い噓を、ついていたのに。

　彼は……そんなことまるでどうでもいいといった様子で、ただただ、その顔に喜びを溢あふれさせてくれていました。

「（ケータ……。……自分は……自分は……）」

　胸が、何かで、溢れそうになります。

　そうして、自分の中で、気持ちが膨ふくらみ続ける中。

　ケータは、突とつ然ぜん、何かかしこまった様子でピンと背筋を伸のばし、そうして、ズボンで右手をごしごしこすり始めました。
















「？」

　不思議に思い首を傾げる自分に対し。

　ケータは……どこか照れくさそうにはにかみつつも、その手を、差し出してきます。




「は、初めまして《のべ》さん！　僕、昔から貴方の大ファンでした！」




「（────ああ）」

　その刹せつ那な。

　自分の中で……これまで沢たく山さんの噓と虚きよ構こうで誤ご魔ま化かしてきた「本当の想い」へと続く道が。

　今、鮮あざやかに、一本へと繫つながってしまったのを感じました。

「（……そっか。そうですよね。そうしたらもう……前に進むしか、ないです、よね。あの時の、ケータのように。それが……それこそが、自分にとってのけじめ、です）」

　自分は自分の胸にそっと手を当て、きゅっと唇くちびるを嚙かみしめると……《のべ》として彼の手を取らず、ただ俯きます。

「？　チアキ？」

　手を差し出したまま不思議そうに目をぱちくりさせるケータ。

　自分はそんな彼に、ただただ俯いたままで告げます。

「ケータ。自分は……自分は今日、もう一つだけ、貴方に伝えたいことがありまして」

　自分の言葉に、ケータは差し出した手を一いつ旦たん引っ込め、呆あきれたように息を吐はきました。

「はぁ、なにさ改まって。まだ隠し事があるっていうの？　いいさ、言いなよ。もう、ここまで来たら僕、チアキが実は宇宙人だろうと驚おどろかない自信が──」

　そう、ケータが軽口を叩たたき始めたところで。

　自分は、頰ほおをかすかに染め、瞳ひとみに決意を宿らせ、その顔を上げると。

　こちらを見て、なぜか息を吞んだ、ケータに向かって。

　満天の星の下。

　一点の曇くもりさえない最高の笑顔と共に、堂々と、胸を張って、告げたのでした。




「自分は──自分は、貴方のことが……ケータのことが、大好きです」








あとがき






　どうも、お風ふ呂ろではまず左の二の腕うでから洗う作家、葵あおいせきなです。

　……さて、こんな世界一のクズ情報からあとがきに入ったあたりで、賢けん明めいなる読者さんなら既すでにお察しのことと思いますが、今回もあとがき長いです。例の如ごとく、完全に無む添てん加か・無加工・成分無調整なのに、自然と長いのです。仕方ありません。自然の摂せつ理りには逆らえないのです。

　……などと書くと、セレブでロハスな皆みな様におかれましては「あらやだ、こだわりの無農薬お野菜みたいでいいじゃなーい」と思われるかもしれませんが、野菜だって、無農薬であることと美味おいしいことはまた別ですからね？　少なくとも私がお風呂で左の二の腕から洗う情報を読ませられるぐらいだったら、普ふ通つうに広告入れてくれた方が読者さんもファンタジア文庫さんもメリットありますよ。私の作業量だって減るし。




　……作者が辛つらく、校正者さんや担当さんの仕事も増え、読者さんも苦しい。




　……こうなってくるともう、この「あとがき」は一体、誰だれのための、何としてこの世界に産み落とされたのかと本気で悩なやみ始めてしまいますね。ちょっとテーマをそれっぽく昇しよう華かしたら、「ぼくの生まれた意味とは……」的な超ちようシリアス長編一本書けるレベルの矛む盾じゆん存在ですよ。「ＡＴＯＧＡＫＩ」の名でハリウッドリメイクまで狙ねらえる逸いつ材ざいですよ。噓うそですけど。そしてこんなネタ以前もやった気しますけど。

　なにはともあれ、そんなわけで、今回も今回とて、長文あとがき、始まります。




　しかしあとがきページ数に関しては本当に運命に任せっきりなので、長文回続く時やら、短いのが続いて逆に美味しくない時やらと、ムラが激しくて困りものです。こんなことなら成分無調整にこだわるスタンスをやめた方がいいんじゃないかと思いますが、でも既に妙みようなブランドが確立してしまっているので、ここで急に添加物加えたりを始めると途と端たんに消費者さんから激げき烈れつなお叱しかりを受けそうな気もするという、このジレンマ。

　かくいう私だって……たとえば「出演者が毎回不運なトラブルに見み舞まわれるのが楽しい旅番組」なんかに、急に制作側から無理矢理なイベント挟はさみ込まれたりすると、「そういうのが見たいんじゃないんだよ！」となりますものね。なのに、まるでトラブルが無い回見た時は「今回つまんなかったな」とか普通に言っちゃうわけで。

　つまりその理り屈くつで言うと、今の私は、「無調整だけどなぜか長い」を繰くり返さないといけない無限地じ獄ごくに落ちているということに……。……この番組、いつか出演者が爆ばく発はつしますよ？　そのうち、私が急にあとがきで、




　ではここで、しばしフィボナッチ数列をお楽しみ下さい。
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　とか始めたら、読者の皆様におかれましては速すみやかに編集部へ宛あてて「葵さんを少し休ませてあげて下さい」とお手紙して下さると助かります。まあその前に担当編集さんが、あとがきの第一稿こう読んだ時点で心配してくれよという話ですが。

　というか編集部はそろそろ、私の心を真に案じるならば、ちょっと気の利きいた「長文あとがきやめさせるプラン」を持って来た方がよろしいかと。たとえば……。

「葵先生には申し訳ないのですが……今回はどうしても広告をいれさせて頂きたく！　何なに卒とぞ！　何卒！　本来なら大先生の素す晴ばらしいあとがきを存分に頂きたいのですが！　ここは！　編集の顔を立てると思って！　是ぜ非ひに！」

　と編集部が頭を下げてくれるなら、私もまあ、カイゼル髭ひげをいじりながら、

「うむ、チミ達がそこまで言うならば仕方あるまい。ワシは読者のため、なによりこの『長文ブランド』のため今回も誠心誠意、ながーいあとがきを書きたくて仕方なかったのじゃが、チミ達の熱意には心打たれたよ。よかろう。長文あとがきを……やめてやろう！」

　と答えなくもないわけですよ。っていうか答えさせて下さいよ。お願いですから。頼たのみます。土下座すればいいですか？　靴くつも舐なめればいいんですか？

　とまあ久々に長文あとがきへの愚ぐ痴ちをたらたら長めにやりましたが、この話の一番救いようのないところは、実際のところ担当編集さんは毎回ちゃーんと、

「今回○○ページですけど……大だい丈じよう夫ぶですか？　調整しますか？」

　と優やさしく訊きいてくれているのに、私が、

「いやいいですよ、調整とか面めん倒どうなんで（鼻ほじほじ）」

　と安やす請うけ合いをするところでして。全すべての元げん凶きようが完全に私という。……それなのにぐちぐち言うんだから、葵せきなの厄やつ介かいさったらないです。ホントごめんなさいね。

　でもね、ほんの少しだけ……ほんの少しだけでいいので、思い浮うかべてみて下さいよ。




　約二時間かけてこの、労働の満足感もクソもない駄だ文ぶんをたらたら書きあげ、読み直して「うん、クズ野郎だな」と自じ嘲ちようしてから担当さんにそっとメールで送信し、ぬるくなった缶かんコーヒーを一口呷あおって深く嘆たん息そくする、わびしい男の背中を。




　ゲームで二時間レベル上げしてセーブしないで電源落とした時の気持ちと大差ないですからね、これ。あと、今のくだり読んで

「こんな文章に二時間とかかけてんのかよ葵せきな。あとがきの才能ねぇな」

　と思われたそこの読者さん。貴方あなた大正解です。あとがきの才能、ないのですよ私。さらっと一いつ瞬しゆんで書けたりは全然せず、結構「むむむ」と熟考した上でようやく完成するのが、この駄文というね。ホント、どこまでも救いのない話だ……。

　と、気づけばまた愚痴ってしまっていました。すいません。じゃ、切り替かえて。




　なにはともあれ、今回は『ゲーマーズ！６　ぼっちゲーマーと告白チェインコンボ』をお送りさせて頂きました。如何いかがだったでしょうか。

　作者的には、今回は長編書いている感覚に近かったかもです。いやまあ例の如く連作短編（中編）なんですが。話の流れが、長編的というか。

　中ちゆう盤ばんと終盤の二箇か所しよにターニングポイントがあるのも珍めずらしい巻でしょうかね。

　勘かん違ちがい＆すれ違いというよりはむしろ解消回たる六巻ですが、これはこれで楽しんで頂けていたら幸いです。まあ何をもって解消と言うのかって話ですけどね。見ようによっては、余計面倒くさいことになっている気もします。

　ただ、五巻の終わりの時も書きましたが、言うても本質はコメディ作品ですので、相変わらず気楽に次巻をお待ち頂けたら幸いです。

　あ、ちなみに今回のサブタイトルに関しては、エンディング単体というよりは全体通して見た際に「ああ、なるほど」となる感じかもしれません。




　…………。

　……さて皆さん、ここで悲しいお知らせです。

　あとがきのメインディッシュたる六巻語りが、まさかのスピード感で終わりましたよ。

　……あ、そ、そうだ、じゃあメディアミックス関連告知でも！

　おかげさまでこの「ゲーマーズ！」、コミカライズやアニメ化企き画かくを進めて頂いておりまして。まずコミカライズの方は既に十月発売の号から少年エースで[image: ]たか橋はしつばささんによる、素晴らしい漫まん画が連れん載さいを開始して頂いており。

　そしてアニメ化の方ですが、その、アニメ化します、ええ。詳しよう細さいはまた追ってですね。

　…………。

　お、おやぁ、おかしいなぁ、メディアミックス告知も終わってしまったぞ。特にアニメ話題の引っ張れなさにはがっかりだよ！　現状「アニメにして貰もらえます。わーい」以上に言うことなさすぎるよ！　なんなの？　アニメ版では巨きよ大だいロボが出ますとか言えばいいの!?　でもそんな系統のこと、アニメが絡からまなくてもいつも言ってない!?

　……くぅ！　だ、だから言ったじゃない。私、あとがきの才能ないんだって……！

　実はあのキャラにはこういった背景が……みたいな話、本当にゼロなんだって！　本編に書いてある以上のことなんて、何もない作家なんだって！　このシリーズは特に！

　たとえば……最近ではメディアミックスに際しての打ち合わせという、如何いかにも仕事しているっぽいイベントがあったりもするのですが、私は基本それらに「原作以外に特にお渡わたし出来る資料などありませんが何か」というスタンスで臨むので、結果、

「（じゃあ一体何しに来たんだ、この『葵なんたら』って人……）」

「（『ゲーマーズ！』という作品作る上で実は一番使えねぇ人材だな、原作者……）」

　という空気が場に流れて仕方ないぐらいで（被ひ害がい妄もう想そう九割）。

　詳細設定やら、今後の展望やら……そんなもの、私が一番知りたいですよ！

　中でも特に「裏設定」なるものが、昔からイマイチよく分かってなくてですね。

　えっと……基本的に物語の表面に出てこない設定が、裏設定なんですよね？





・　実は天てん道どうさんは「うどん」が好き






　みたいなことなんですよね？

　でもあの、今書いておいてなんなんですけど、私、天道さんが「うどん好き」かどうか知らないです。完全に今考えました。でも作者がわざわざあとがきで言ったんだから、きっと裏設定なんでしょう。うん。まあ実際天道さんに訊きいたら、




「うどんですか？　別に嫌きらいではないですし、美味しいと思いますけど……」




　という実にぼんやりした回答が返ってくる気がしますが、でも作者さんがあとがきで「天道さんはうどん好き」って断言してるんだから、そうなんでしょう。怪け訝げんそうな顔をした天道さん本人よりも作者の方を信じるべき。

　でもこれがまかり通るなら、裏設定、結構なんでもありっちゃありですよね。





・　実は、雨あま野の景けい太たは女性

・　実は、星ほしノ守もり千ち秋あきの髪かみの毛はガチでワカメ

・　実は、「ゲーマーズ！」の登場人物は全員既に死んでいる






　いやはや衝しよう撃げきの事実だらけですね。でも作者が言うんだからそうなんでしょうよ。表には出てきませんがね！　よし、メディアミックス関係者の皆さん、この辺気をつけて！　全員うっすら顔から生気の失われた描えがき方しておいて下さいね、裏設定的に！

　まあ冗じよう談だんはさておき、ホント全然設定したことがないなぁ、裏設定。いやまあ、分かってますよ。基本的に裏設定は「裏設定にしようとして裏設定になる」のではなく「元々設定はしてあったけれど、結局本編では語りきれなかったことや、背景基盤として使っていた要素」なんだろうなと。

　だから先さき程ほどの例みたいに後付けで無茶苦茶言うのは裏設定じゃなく、ただの作者の妄言ですよね。すいませんでした。舞ぶ台たいは死後の世界じゃないです。……いや、彼ら全員が実は「ラブコメ地獄」に落ちているとすれば、色々一気に説明つく感はありますが。

　でも、こう、ドヤ顔で裏設定語りとかしたい願望はあるのですよ。裏設定ないのに。どうしたらいいんでしょうね、この欲求。誰か「ゲーマーズ！」の裏設定下さい。

　あ、でも、そうだ「前作キャラのあの人とこの人が……」みたいなのぐらいなら、私にもあるのですよ！　キタコレ、裏設定っぽいやつ！　作者がよくドヤ顔するやつ！

　まぁ、明かさないんですけど。

　え、なんでって……今後何かで使うことあるかもしれないし、なかったとしても、ツッコミどころがあったらお恥はずかしい限りだし、なにより、「ゲーマーズ！」単体で読んでいる方には心底どうでもいい話なので……人に言う程のことじゃないっていうか……。

　…………。




　あかん。これ「裏設定」やない。「死に設定」や。




　前々作のヒロインの一人にあった「病弱」属性と同じ類たぐいのヤツや。知っていても誰も何も得しないやつや。やめよ。この話題の掘ほり下げ、やめよ。

　というわけで「ゲーマーズ！」裏設定語りのコーナーでした。いやぁ、あとがきらしいあとがきでしたね！　健全なラノベ作家さんっぽいね！　冒ぼう頭とうから愚痴で５ページ使った人のあとがきとは思えないね！




　さ、さて、じゃああとは軽く日常報告でも。

　最近は海外ドラマを見る率が高いです。ネット配信対応のテレビが我が家に来て以降、その便利さに吞のまれまして。

　海外ドラマって、メンバーがごろごろ入いれ替かわりながらも「シーズン10」とかまで普ふ通つうに話が続いていたりしていて、なんか凄ぇなと妙みような感心をしてしまいます。

　この「ゲーマーズ！」も、是ぜ非ひその手法で百巻を目指したいものです。

　きっと百巻にもなると、もう初期メンバーはいないでしょうね。主役たる雨野でさえ、

「五十四巻に『謎なぞのゲームおじさん（下手）』として軽く顔出したのが最後かな？」

　ってレベルでしょうよ。百巻本編は、フランスあたりを舞台に男女八人のシェアハウスものやってたりするんでしょうよ。もうゲーム要素のゲの字もないですよ。別にすれ違いもしないし。なにより、取材と称しようしてフランスに移住した作者のあとがきに至っては、

「今日もセーヌ川のほとりからお送りしております」

　で毎回始まるといううざさ。…………。

　…………えっとすいません、やっぱり百巻行く前に閉じますね、この作品。




　さて、それでは今回も謝辞の方を。

　まずイラストレーターの仙人掌サボテンさん。今巻もありがとうございました。どうにもこうにも画的な見せ場の少なくなりがちな会話主体ラブコメを、毎回、イラストの素晴らしい躍やく動どう感で彩いろどって下さり、大変感謝しております。今後ともよろしくお願い致します。

　次に担当編集さん。自分で長文ページ請け負っておいてあとがきでぐちぐち言うアレな人に根気強く付き合って頂き、本当にありがとうございます。次回もきっと無駄にいじる予感がしますが、そこは、よしなに。

　そして最後に読者様方。今巻も読どく了りようお疲つかれ様でした。面倒な本編もさることながら、愚痴だらけのあとがきまで平らげてもう満腹かもしれませんが、この作品もあとがきもまだ続きますので、数ヶ月かけてゆっくりと消化しておいて頂けると幸いです。




　それでは、また次巻でお会い致しましょう。





葵あおい　せきな


















【初出】【雨野景太と天道花憐と完全勝利】ドラゴンマガジン２０１６年９月号　他ほかすべて書き下ろし








葵せきな

●あおいせきな



「惜しい」という感覚が好きです。出来そうで出来ない、という微妙なラインが好きなんですよね。努力や運次第では今にも達成出来そう、ぐらいの状況下で焦れている時間の、なんと幸福なことか。なので実は、「欲しいゲームが品薄で中々手に入らない」みたいな状況も結構好きだったり。最早ゲームを買う過程もまたゲーム、みたいなね。私ぐらいになると、むしろそれが本編より楽しい、まであるよね！　うん！




……以上、品薄商品を逃した作家による負け惜しみでした。
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